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冷徹社長が溺愛キス!?










スローペースが生んだ災難




　ピンクに黄色にオレンジ。淡いパステルカラーは、見ているだけで癒される。

　誰もいない給湯室で、八つ並べた一輪挿しに水を注ぎ、ガーベラを一本ずつ挿していく。

　今日は、スカートも花の色に合わせて薄いピンクにしてみた。

　四月も半ばになると、給湯室の窓から見える公園の景色は、桜色から緑色へとすっかり変わっている。

「奈な知ち、もう始業時間過ぎているよ」

　給湯室の入口から顔を覗かせた麻ま里りちゃんが、片手を口元に当てて囁ささやいた。

「ほんとに？」

　濡れた指先を軽く払い、ブラウスの袖口を引っ張って腕時計を確認すると、なんと午前九時を十分も過ぎていた。

　おかしいな。給湯室に入ってから、もう三十分も過ぎているなんて。そんなに経った感覚は全然ない。シンクに置きっぱなしになっていたお客様用のカップを五つほど洗って、自宅から持ってきたガーベラの剪せん定ていをしていただけなのに。

　もしかして、私の腕時計は調子でも悪いのかな。早かったり遅かったり、きまぐれな動きでもしているんじゃないか。

「ね、麻里ちゃん、この腕時計――」

「故障なんてしてないよ」

　言い終わるより早く、麻里ちゃんが私の言葉を察知して否定する。

　その返答のあまりの早さに驚いて、一瞬息を止めてしまった。

「壊れているものがあるとしたら、奈知の時間感覚くらいだよ」

　呆あきれ顔が半分、憐あわれみの顔が半分。麻里ちゃんは、そんな表情を器用に浮かべた。

「ひどいなぁ」

　言われ慣れているけれど、一応は反論しておく。

　麻里ちゃんによると、私、雨あめ宮みや奈知は他の人に比べて、時間がゆっくり動くらしい。普通の人の十分は、私の感覚だと五分ほど。つまり、動きが鈍いということになるみたいだ。二十七年間生きてきて、これは私の特徴として言われ続けてきたことでもある。

　そして、そのスローペースは口にまで及んでいる。自覚はまったくといっていいほどないけれど、話す速度は麻里ちゃんの倍ぐらい遅いらしい。でもそれは、彼女が早口なだけだと勝手に分析している。

　彼女の名前は、沢さわ木き麻里、私と同じ二十七歳。リスに似た小ぶりな二ふた重え瞼まぶたの目がチャームポイントで、少しパーマのかかった栗色のショートヘアは活発な彼女にぴったりだ。

　私も彼女と同じようにしたら少しはテンポが速くなるかもしれないと、一度はショートカットに挑戦してみたものの、期待は儚はかなく崩れ、スピーディーになる気配はまったくなかった。それ以来、すっぱり諦あきらめて、肩より少し長いセミロングに落ち着いている。

　この麻里ちゃんに関するなによりの重要ポイントは、しっかり者だということ。

　私たちは、オンラインゲームの開発会社『ピュアネットジャパン』に同じ年に入社。今年の春で勤続丸五年になったばかり。

　入社前から定期的にあった内定者懇談会で仲良くなって以来、麻里ちゃんはなにかにつけて私の手助けをしてくれる姉のような存在であり、よき理解者だ。

　彼女にとっては災難だったかもしれないけれど、同じ総務部に配属されたのは、私にとって、なによりの幸いだった。

「会議室予約の承認待ちメールがたくさん届いているから、早く返信してあげたほうがいいよ。さっき、催促の内線が入ったから」

「わわ、それは大変」

　急がないと。棚からトレーを出して、その上に一輪挿しを載せる。

「そのガーベラも、奈知作？」

「うん。今年やっと咲いてくれたの」

　悠ゆう長ちょうに麻里ちゃんに笑いかけたところ、「早く行こうよ」と急かされてしまった。

　花の栽培は、私の趣味。ひとり暮らしをしているアパートのベランダは、この季節が一番賑やかになる。四畳ほどのスペースは、色とりどりの花でいっぱいだ。種から育てたガーベラが今年念願の花を咲かせてくれたこともあって、毎朝の水やりがとても楽しい。

　たくさん咲いた花たちを私の部屋だけで観賞するのはもったいないと、こうしてたまに会社に持参していた。殺風景な総務部のデスクに飾ると、それだけでちょっと華やいだ気分になれる。

　混み合った電車に揺られること三十分。項うな垂だれかけた花弁は、水を与えることで生気を取り戻してくれた。

　八つの一輪挿しを並べたところで、トレーを持ち上げる。私の持ち方が悪いのか、トレーが滑りやすい材質なのか、花瓶が一斉にスーッとスライドし始めた。

　――おっとっと。

　傾き加減をなんとかうまく調整して、花たちがピタリと止まる。ふぅ、なんとかセーフ。

「危なっかしいから私が持つよ」

　給湯室を出て歩きだした私の背中に、麻里ちゃんが声をかける。

「ううん、大丈夫だよ。ありがと」

　一旦振り返って麻里ちゃんに微笑みかけたところで、彼女が大きく開けた口に手を当てる。そして、もう片方の手で前方を指差しながら、驚いたような表情で「あーっ！」と声を上げた。

　え、なんだろう？　その指は私を通り越しているようだった。

　私がゆっくりと前に顔を戻した途端、ドンという衝撃が体を襲った。

「ひゃっ！」

　反射的に小さく悲鳴を上げると、それと同時に安定性の悪くなったトレーの上では、一輪挿しがドミノのごとく倒れていった。トレーから水が滴したたる。

　人にぶつかったのだと気づいたのは、私の目の前に立ちはだかっていた黒い人影を目にした時だった。

「すみません！」

　とっさに頭を下げて謝る。

「ここは花屋か」

　聞き覚えのある低い声が響いて、ハッと顔を上げた。

「しゃ、社長！　申し訳ございません！」

　私が謝罪の言葉を発するより早く、麻里ちゃんが私の隣で謝る。

　彼女はワープでもしたみたいに、二メートルほど空いていた私との距離をほんの一瞬で移動する技を見せてくれた。

　『すごーい麻里ちゃん』と心の中で拍手を送る。

　――いけない。麻里ちゃんに感心している場合じゃなかった。

　私がぶつかったのは、ピュアネットジャパンの社長、速はや水み純じゅんだったのだ。

　きりっとした眉に、切れ長の目の間を通る鼻筋は細く、薄いけれど輪郭のはっきりした唇。贅沢なくらいに均整のとれた顔だ。アッシュブラック系カラーの柔らかそうな髪は、無造作にまとめられている。

　速水社長がこの会社を立ち上げたのは、今から十年前のこと。なんと大学生の時だというから驚いてしまう。三十二歳という若さは、ＩＴ業界では珍しいことでもないみたいだ。五年前に一部上場して、着実に業績を伸ばし続けている。

　学生時代にラグビーで鍛え上げられた体もさることながら、しっとりと落ち着いた声も素敵だと、社内では女性社員からの人気が高く、男性社員にはそのリーダーシップに惚れこんでいる人が多い。新進気鋭の若社長であり、体格も容姿も声もよし。三拍子揃った優良株ということらしい。

　ただし性格には難を抱えている。傲ごう慢まんでわがまま。周りを振り回すことに生きがいを感じているとかいないとか。自分の道をひたすら突き進む猪ちょ突とつ猛もう進しんタイプなことから、イノシシによく例えられている。

　さすがに神様も、すべてを与えるわけにはいかないみたいだ。それでも、花の栽培以外に取り柄のない私に比べれば、神様からかなり優遇されていると思う。もっとも、私は接したことがほとんどなくて、噂で聞くぐらいだけど。

　我に返った私は、そんな社長のまさかの登場に、体がこわばる。

　仕立てのよいスーツには、一輪挿しからこぼれた水でできた染みが広がっていた。スカートのポケットからハンカチを出そうにも、私の両手は塞ふさがっている。一輪挿しが倒れたことで安定性の悪いトレーを持っているからだ。

　オロオロしていると、麻里ちゃんがすかさず自分のハンカチを出して社長のスーツを拭いてくれた。

「大丈夫ですか!?　お怪け我がはありませんか!?」

　麻里ちゃんが慌てたように尋ねる隣で、私は「申し訳ありませんでした」と一心に頭を下げた。

　チラッと盗み見るように社長の顔を見上げると、ムッとしたように眉をひそめていた。奥二重の涼し気な目元が、下等動物でも見るかのような冷ややかな色を滲ませる。私は逃げるように即座に目を逸らした。

「俺は、洋服の上から水を浴びるような趣味はないぞ」

　低い声が、よりいっそう下がる。血も凍る恐ろしさだ。今すぐここから逃げ出したい。

「――も、申し訳ありません！」

　棘とげのある言い方でこそなかったものの、なんせ相手は社長。笑って済ませられるはずがない。

　これが他の取締役だったらまだ穏便に済ませられただろうけれど、傲慢で有名な社長だ。

　このあと、どんな言葉が飛んでくるのかビクビクしながら、上半身を九十度に折り曲げた。トレーを頭の上方へ掲かかげるという、なんとも情けない状態で。

「花と戯たわむれる時間があるなら、斬ざん新しんなゲームのアイデアでも出したらどうだ」

　血が一滴も通っていそうにない、一本調子の機械的な言葉が、後頭部付近に浴びせられる。

「……はい」

　私は背筋に氷を当てられたかのように身震いし、さらに深く頭を下げる。

　するとその拍子に手に持っていたトレーが傾きかけるものだから、さらにひやりとした。

　斬新なゲームのアイデア。それが出せるならいいけれど、ちょっと難しい課題だ。麻里ちゃんも私も、所属は管理系の総務部。クリエイティブ系に所属するプログラマーでもディレクターでもないのだ。

　きっと速水社長は、私たちがどういったことを担当しているのか知らないのだろう。

　私は頭を下げたまま麻里ちゃんとこっそり困り顔を見合わせた。

「あらあら何事？　朝からいたいけな女の子をいじめて遊んでいるの？　そんなんだから女子社員たちから怖がられちゃうのよ」

　聞こえてきた声に顔を上げると、三み木き加か恋れん専務が私たちの横からこちらに向かってやってくるところだった。

　目鼻立ちがはっきりとし、手足の長いモデルのようなスタイルは、百八十センチはあるであろう社長と並んでも、頭ひとつ分と違わない。ヒールの高さを差し引いても百七十センチ近くはありそうだ。ワンレンボブの黒髪は片耳にかけ、いつでも背筋はピンと伸びている。

　今日も決まっているなぁと、ため息が出てしまう。

　パンツスーツを彼女以上にかっこよく着こなす女性を私は見たことがない。社内でも彼女に憧れる女子社員は多く、私もこっそりファンなのだ。

　三木専務と速水社長は、同じ大学で学んだ同級生同士。彼女が社長の右腕的存在なのも、この会社を立ち上げた時から苦楽を共にしてきたからこそらしい。

　ふたりは恋人同士という噂もあって、こうして並んだ姿を見ると、本当に絵になるふたりだと思う。

「別に怖がらせているつもりはないぞ」

　むっつりとして返す社長に、三木専務は余裕たっぷりに小首を傾かしげて微笑む。

「あらそう？　でも、水も滴したたるなんとやらってところね」

「好きで滴ったわけじゃない」

　社長は片方の眉を吊り上げ、私たちを一いち瞥べつしてから答えた。不愉快極まりないといった様子だ。本当に申し訳ない気持ちになる。

　その時ふと、速水社長が私の社員証を見て、一瞬だけ目を見張る。そして、もう一度私を見て顔をしかめた。

　――な、なんだろう。なにか私のよくない噂でも社長の耳に入っているのかな。

　たとえば、総務部長から『あまりにもトロくて使えない』との報告を受けているとか。それで、『あぁ、コイツが噂の雨宮か』なんて思われていたらどうしよう。

　胃をきつくしめつけられるような不安が襲う。

「なに、どうかしたの？」

　三木専務に声をかけられて、社長はなんでもなかったかのように「いや」と首を横に振った。

「この雨宮奈知が、ここを花屋と勘違いしているから注意していただけだ」

　顎あごを引き、苦り切った表情で私を見下ろす。水をかけてしまった時より、さらに機嫌を損ねたように見えるのは気のせいだろうか。

　いくら鈍い私でも、さすがにここを花屋だとは思わない。ただ、それを言い返す勇気はもちろんない。

「まぁキレイな花。ガーベラは私も好き」

　三木専務は私が持っていたトレーからガーベラを一本手に取った。

「これ、どこかに飾るの？」

「はい……」

　専務の顔色を窺うかがいながら答える。

「よかったら、今度私の部屋にも届けてくれない？」

「……あ、はい！　喜んで！」

　速水社長同様に、花を飾ることを注意されるかと身構えていたので嬉しくなる。憧れの三木専務からのお願いだけに、喜びは倍増だ。

　専務はニコッと微笑んだ。

「ほら、社長、プレゼンが始まるから行くわよ」

　専務に声をかけられた社長は、腕時計を確認して「そうだな」と気を取り直したようにうなずいた。

「申し訳ありませんでした」

　最後にもう一度頭を下げると、「もういいから、仕事に戻りなさい」と専務から優しい声で返された。

　ふたりが遠ざかると、麻里ちゃんと揃って大きく息を吐く。

「はぁ、生きた心地がしなかった」

　そう言う麻里ちゃんに何度もうなずくことで同意する。

　もしあそこで三木専務が通りかからなかったら、社長からどんな恐ろしい言葉を投げつけられていたことか。想像するのもおぞましい。

「奈知は、しっかり前を見て歩くこと」

「……はい。ごめんね」

　これからは気をつけよう。

「会議室の承認があるから急ごう」

　水がこぼれてしまった一輪挿しを一旦給湯室に置き去りにし、総務部へと急いだ。




　ここピュアネットジャパンは駅からほど近いオフィス街にある、二十階建てビルの三階から七階までのフロアを借りている。従業員数は四百人ほど。

　三階に受付があり、私の所属する総務部は四階にある。同じフロアに他の部署はなく、会議室やミーティングルームが配置されている。

　私が担当している仕事のひとつに、各部で開催する会議やミーティングの場所の承認があった。メールで私宛に送られてきた会議申請で、場所や時間がかち合っていないかを確認し、よければ承認メールを送る。そして、その時間前に会議室やミーティングルームを開錠しておくのだ。勝手に部屋を使うことはできない決まりになっている。

　給湯室から左に折れ、麻里ちゃんの背中を追って向かった総務部内の私のデスクに、腕組みをして立つ人物がひとりいた。

「加か藤とうくん、おはよう」

　それは私たちの同期、加藤洋よう二じだった。オンラインゲーム事業部でプログラマーを担当している。

「おはようじゃないですよ。本当に雨宮さんときたら、いつだってのんびりしているんですから困ったものです。いったいどれだけ僕を待たせる気ですか」

　トレードマークである黒縁メガネのフレームを右手で上げ、私を鋭するどく見る。

　根元を無造作に立ち上がらせた短髪に一重瞼の細い目。パッと見、外見は悪くないのに、上から目線の口調がたまに傷だ。その上、丁寧口調で話すから高圧的な印象をさらに強くする。同期入社で同じ歳の私や麻里ちゃんにも、ですます口調で話すのだ。

「本当にごめんね。てきぱき動くように気をつけてはいるんだけど……」

　謝りながらパソコンを立ち上げる。彼もまた会議室の承認を待っているひとりだったのだ。

「ほぉ。それでも気をつけているのだとしたら驚きですね」

　淡々と毒舌を吐く。私だって焦っているのだから、少し黙っていてもらえるとありがたい。

「ちょっと、加藤くん、あんまり奈知をいじめないでよね」

　隣のデスクから、すかさず麻里ちゃんが助けてくれた。

「おっと、雨宮防衛隊のお出ましですね」

「なんなのよ、防衛隊って」

「大変ですよね、雨宮さんの面倒を見るのも。心中お察しいたします」

　加藤くんが胸に手を当てて麻里ちゃんに一礼する。なんだか、散々な言われようだ。

　そうこうしているうちに、やっとパソコンが立ち上がった。社内メールを開け、発信者である加藤くんの名前を優先で探す。

　……あった、これだ。

　メールを開くと、会議予定は九時半となっていた。腕時計を見ると、その時間まであと三分を切っている。

「あの、加藤くん、朝イチの会議の場合は前日のうちに――」

「早く会議室を開けてください」

　のらりくらりと話しているつもりはないのに、加藤くんが忙せわしなく遮さえぎる。

「あ、うん」

　総務部長の横にあるキャビネットへ行き、置かれているキーボックスから会議室Ｃのカギを取る。

「早くしてください」

　加藤くんの声が後頭部にかけられた。まさかすぐうしろに彼が控えているとは思いもしなくて、驚いて「ひゃっ」と声を上げてしまった。

　もしかして、私を急せかすために尾行していたの？

「僕が痴漢したみたいな悲鳴を上げるのは勘弁していただけませんか。とにかく急いでください。社長を待たせてしまいます」

「――社長!?」

　加藤くんはジロリと私を見下ろした。

「そうです。これから社長に試作のゲームを見ていただくんです」

　さっき社長が三木専務と向かったプレゼンは、加藤くん主催のものだったのだ。

　これは本当に急がないと大変だ。

　加藤くんにせっつかれるようにして小走りで会議室Ｃへ向かうと、すでに数名がドアの前で待っている。

　その中に速水社長の姿が見えて、さらに気持ちが焦ってしまう。本当にノロマなヤツだと思われるのは避けたい。

「お待たせして申し訳ありません！」

　ドアの前に到着したと同時に、ピョコッと頭を下げた。

「……またお前か」

　私の顔を見た社長が、呆れたように目を細める。

「花屋ごっこなんかしている場合じゃなかったようだな」

　薄笑いを浮かべたその目は、全然笑っていなくて、全身に震えが走った。

「先ほどは失礼いたしました」

　そう口にする唇が震える。

　社長は私が濡らしたスーツのジャケットを脱ぎ、それを左腕にかけていた。

「雨宮さん、早く開けてください」

　脇から加藤くんに声をかけられて、そうだったと思い出す。

　持ってきたカギでドアを開けると、ドアノブを掴つかんだまま待っていた人たちを中へ通した。

　社長に続いて入った三木専務は「気にしないのよ」と私の肩をポンとひと叩きする。

　それに喜んだのも束の間、最後に入った加藤くんからは「次はくれぐれも気をつけてくださいね」と釘を刺されてしまった。

　そこで大きく息を放つ。散々な朝の始まりだった。




　その日のお昼休み。三階にある休憩室で、持ってきたお弁当を麻里ちゃんと向かい合ったテーブルに広げた。

　社員食堂がないうちの会社は、お弁当を持参してここで食べるか、外食するしかない。中には愛妻弁当の人もいるけれど、男性社員のほとんどは外へ出る人が多く、女性社員は三分の一ほどがここを使っている。

　六人掛けテーブルが十個ほど並んだ休憩室は、十二時になるとだいたい埋まる。この休憩室の嬉しい点は、三つある自動販売機の飲み物が無料なことだ。私はカップに入ったホットココア、麻里ちゃんはブラックコーヒーを飲むことが多い。

「はぁ……」

　思わず私が吐いたため息に、麻里ちゃんが「どうかしたの？」と顔を上げる。そしてすぐさま、「もしかして今朝のこと？」と尋ねた。

「うん。スーツを濡らした上、会議室の前で待たせちゃったから……」

　一度ならず、二度も立て続けに失態をさらしてしまった。しかも相手は速水社長だ。

「私も、社長に水をかけちゃうとは思わなかった」

　麻里ちゃんが深刻な顔をするから、さらに不安になる。めったに関わらない社長との初めての近距離接触があんな失敗だったとは、さすがに私も落ち込んでしまう。

「でも、三木専務がフォローしてくれたし、大丈夫だよ。それに、濡れたとしてもただの水なんだし、乾けば大丈夫。会議室だって開始時刻にはギリギリ間に合ったでしょ？」

「うん、まぁ」

　たしかに開始時刻の三十秒前だったけれど、加藤くんに言わせるならば、それは間に合ったうちに入らないだろう。

「じゃ、セーフ」

　それでも麻里ちゃんに認定してもらえて、少し気分が落ち着いた。

「そういえば、奈知の社員証を見た時の速水社長、なんだか様子がおかしくなかった？」

「麻里ちゃんもそう思う？」

　私の名前と顔を見比べ、明らかに不快そうに顔を歪ゆがめていたことを思い出す。

「私のノロマっぷりが社長の耳にまで入っているのかも……」

「そうなのかなぁ。いちいち事務員レベルまで社長の耳に入ることはないと思うけど。どちらかと言ったら、『おっ、噂のかわいコちゃん！』のほうじゃない？」

　麻里ちゃんが目を細めてニヤニヤとする。

「からかわないで」

　嫌でも唇が尖る。私は、社内で噂になるようなかわいい顔でもなければ、目立つタイプでもない。目につくとしたら、ドンくさい点くらいだ。麻里ちゃんがフォローしてくれていなかったら、今ごろ会社にいられなかったかもしれない。

　そう思い至ったら、「麻里ちゃん、いつもありがとうね」と感謝の言葉が出てきた。

「なによ、いじけたかと思えば、今度は『ありがとう』なんて。ほんと奈知って変な子」

　彼女はクスッと笑いながら、玉子焼きを口に入れた。

　変でもなんでもいい。麻里ちゃんには感謝の気持ちを忘れずにいよう。

「そういえば、もうすぐ恒例の〝あれ〟があるね」

「〝あれ〟？」

　麻里ちゃんに聞き返した直後に、それがなんであるか思い当たった。

　〝山登りで親睦を深めよう〟という社内行事だ。毎年、ゴールデンウィークを目前に控えた四月最後の週末に、社員全員参加で日帰り登山するというもの。

　登山といっても険しい山を登るわけじゃない。ファミリーでも楽しめるような気軽な山で、社内の連帯感を深めることが狙いらしい。

　山登りを苦手とする麻里ちゃんは、顔を曇らせていた。私も得意なほうではないけれど、この時期はいろんな花を観察できる楽しみもあって、彼女ほど沈んだ気分にならずに済んでいる。

「仮病で休もうかな」

「えー！　そんなこと言わずに一緒に行こうよ。麻里ちゃんがいないとつまらない」

「とかいって、毎年花に夢中になって私どころじゃないくせに」

　麻里ちゃんは憂鬱そうに口を歪めた。鋭い指摘だった。

　確かに彼女の言うとおり、歩きながら花の写真を撮ることだけで、手一杯になってしまう。今回は気をつけよう。

「ここ、座ってもいいですか？」

　上から降ってきた声にふたり揃って顔を上げると、加藤くんだった。手には、お弁当らしき小さなバッグを持っている。

「どうぞ」

　向かい合って座る麻里ちゃんと私の隣がそれぞれひとつずつ空いていて、彼は私の隣へと腰を下ろした。

「お弁当なんて珍しいね」

　バッグからお弁当箱を取り出す加藤くんを、麻里ちゃんが物珍しそうに眺める。

　本当にそのとおりだ。加藤くんが、ここで食べているのを見かけた記憶はない。

「彼女に作ってもらったの？」

「彼女はいません」

　麻里ちゃんの質問に加藤くんが即答する。私の気のせいか、メガネの奥の目が一瞬揺らいだように見えた。

「それじゃ、自分で作ったの？」

　確か、実家は東北だったと思う。ご両親とは一緒に住んでいないはずだ。

「ご想像にお任せします」

　はぐらかした加藤くんが開けたお弁当の中身を見て、私たちは思わず感嘆のため息を漏らした。

「すごーい」

　ふたり揃って目を見張る。黄色に赤に緑と、色彩バランスはもちろんのこと、主菜・副菜と栄養バランスも考えられたおかずがキレイに詰められていたのだ。彼の料理の腕前は相当なものらしい。思わず自分のお弁当を隠したくなる。

「ところで、雨宮さん」

　いつまでも感心しきっていると、加藤くんはいつものようにメガネのフレームを指先で持ち上げて、私のほうへ九十度首を捻ひねった。なんだかロボットみたいだ。

「……はい」

　彼が私に言うことといえば、たいてい、なにかに対する忠告ばかり。今度はなにを言われるのかと、思わず身構える。石のように硬い表情になっているのが、自分でもわかった。

「今朝のような失態は、今後ないようにしてください」

　メガネの奥で、クールな眼差しが妖あやしく光る。私の予想どおり忠告だったのだ。

「はい。以後、気をつけます」

　肩を竦すくめて項垂れた。ふぅと小さく息を吐く。

「もういいじゃないの。朝だってちゃんと謝ったんだから」

　またもや麻里ちゃんがかばってくれた。本当に頼もしい。

　これで加藤くんも攻撃を諦めてくれないだろうかと思った矢先、彼は私から麻里ちゃんへと視線を移した。ウィーンと機械音でもしそうな感じの動きだ。

「いいえ、雨宮防衛隊さん」

「だから、私はそんな名前じゃないから！」

「知っていますよ、沢木さん」

　素早く言い返しながら、加藤くんはメガネのブリッジを持ち上げた。

「雨宮さんは一度や二度言ったくらいでは頭に入らないようですので」

　ひどい言われようだ。毒舌すぎるよ、加藤くん。

「だいたいね、朝イチの予定なら、前日までに予約を入れるのがルールでしょ」

　いいぞ、麻里ちゃん！　加勢してくれる麻里ちゃんに心の中で拳こぶしを振ってエールを送る。

「なにが起こるかわからないのが仕事です。その突発的事態を対処できてこそ、職務をまっとうしていると言えるのです」

　加藤くんは皮肉っぽく答えると、たくあんを口に入れ、カリコリと音を響かせた。

　そう言われると、加藤くんの言っていることのほうが正しく聞こえるから耳が痛い。頼みの綱の麻里ちゃんもそれ以上言い返せなくなり、ぐっと言葉に詰まってしまった。

　加藤くんはその後もひとりすまし顔でパクパクと食べ続け、私たちのなんとも気まずいランチタイムは過ぎていったのだった。




　仕事が終わって帰宅後、空気を入れ替えるために窓を開けると、外気に乗せてベランダからいい香りが漂ってきた。この甘い香りはジャスミンだ。

　明日は三木専務にジャスミンを持っていこう。ジョウロに水を汲みベランダへ出た。

　この部屋に住む決め手となったのは、ベランダの広さだった。ひとり暮らし用の部屋の場合、ベランダはせいぜい一畳か二畳くらい。ここは、その倍の四畳のスペースがあるのだ。

　一階から三階まで二部屋ずつある一棟のアパートが、横並びに三棟。そのうちの真ん中にある一棟の三階が私の部屋だ。ちなみに、一棟につき左右の端それぞれに階段がついていて、私が住んでいる右側の下ふた部屋は空き部屋らしい。そのおかげで、余計な気を遣つかわずに暮らせている。

　水道の蛇口とベランダを何度も行き来して、ようやく水やりを終えたところで、スマホが着信音を響かせた。サンダルを急いで脱ぎ、部屋に入ってテーブルの上のスマホを手に取ると、実家のお母さんからの電話だった。

「はーい」

　ジョウロをテーブルに置き、耳に当てて応答する。

《なっちゃん？　もう家なの？》

　ゆっくりとした声が聞こえてきた。私のテンポの遅さは母親譲りなのだ。

「うん、そうだよ」

《ということは、彼氏はできていないってことね》

　彼氏がいれば、午後七時過ぎに家にひとりではいないだろうという、変な読みをしているらしい。

「もう、やだなぁ。簡単に言わないでよ」

　お母さんが私に彼氏ができたかどうかを確認するのにはワケがある。

《お父さんがね、そろそろ諦めろって隣で言っているんだけど》

　ふたり仲よく並んで私に連絡をしてきたようだ。お父さんがお母さんの携帯に耳を寄せ、私の声を聞いている画えが想像できる。

「私、まだ二十七歳だよ」

　社会人になって、たったの五年。諦めるには早すぎる。

《お母さんがなっちゃんの歳には、もう子育ての真っ只中だったのよ？》

「お母さんの時代と比べないで」

《やぁねぇ、女性の年齢に時代は関係ないわよ。久く美みちゃんなんて、もうふたり目がお腹にいるんだから》

　久美ちゃんは、私よりひとつ年下の従妹いとこだ。大学を卒業して一年と経たずに結婚＆出産という、両親にとっては理想のコースを辿たどっている。

　どういうわけか、私にも早くそうさせたいらしい。毎週のように電話をかけてきては、彼氏ができたかどうか確認するというお節介ぶり。そして、彼氏ができなければ、お見合いをさせようという魂こん胆たんなのだ。

「久美ちゃんは久美ちゃん。私は私なの」

　いまどき二十七歳で行き遅れなんて、時代錯誤もいいところだと思う。もしもそんなことを世間に触れ回ったら、独身女性の多くを敵に回すだろう。

《この前ね、お父さんと婚活サークルに行ってきたの》

「……婚活サークル？」

　親が行って、いったいなにをするんだろう。婚活に悩む人向けの講義でも聴いたりするのかな。

《今は当事者じゃなくて、その親が相手の親と会って結婚相手を探すパターンも増えているみたいよ》

「そうなの？」

　親同士のお見合いなんて初めて聞いた。当人の意向はどうするのか。

《そこでね、いい人を見つけてきたから、なっちゃんにどうかなと思って》

「え!?」

　呑気に聞いていた私は飛び上がった。突然、背負い投げでも食らったようだった。あまりにも急すぎる。頼んだわけでもないのに。

　電話の向こうから、お父さんの『会ってみろって言え』という恐ろしい指図が聞こえてきた。

《会うだけでもいいから、一度会ってみたら？》

　お母さんが伝言ゲームのごとく私に伝える。

「お見合いはしないってば」

　結婚する気もないのに会うなんて、相手に失礼だ。お見合いがダメだとは言わない。それでもきちんと恋愛して、段階を踏んで、お互いに求め合って結婚したいのだ。

《ともかく、近いうちに帰ってきたら？　お正月以来、ぱったりなんだし》

「……ゴールデンウィーク中に帰れたら帰ろうかな」

　そうでも言っておかないと、いつまでもこの電話を切れそうになかった。

《本当に？　なっちゃんの好物を作って待ってるから》

「うん、ありがと」

　そうして私は、ようやくお見合いの包ほう囲い網もうから一時避難することができたのだった。




「おはようございます。総務部の雨宮です」

　専務室の前で一礼して顔を上げると、三木専務の女性秘書は「おはようございます」と挨拶を返しながら、いったいなんの用事だろうかとでもいうように首を傾げた。

　取締役の部屋がずらりと並ぶ七階のフロアは、新入社員の研修中に見学がてら案内してもらって以来だった。ふかふかの絨じゅう毯たんの敷かれたそこは階下とは違い、どことなく緊張感のある空気に包まれている。

「三木専務にこちらをお持ちしました」

　ジャスミンを挿した二本の花瓶のうち、一本を差し出す。

　今日は昨日のような失態を犯して始業時間が過ぎてしまわないように、二十分早く出勤した。また社長に見つかって、咎められたくはない。

「専務にですか？」

「はい、昨日――」

「あら、さっそく持ってきてくれたの？」

　女性秘書とやり取りしている最中に、うしろからタイミングよく三木専務が現れた。

「まぁ、かわいらしい」

　手にしていたファイルを秘書に預け、私から花瓶を両手で受け取ってくれた。

「専務のご依頼だったんですね」

「そうなの」

　秘書とひと言交わすと、私に向かって「ね？」と柔らかく微笑んだ。

「花は、見ているだけで女性ホルモンが分泌されるんですって」

「そうなんですか？」

　それは知らなかった。

「私の歳になると、強制的に促さないと出ないのよね」

　専務は苦笑いを浮かべた。

「そんなことは全然ないです！　三木専務はいつもおキレイで、私の憧れなんです」

　全力で否定する。三木専務から女性ホルモンが出ていないのだとしたら、私はその存在すら危うい。

「雨宮さんみたいにかわいらしい方から言われると嬉しいわ」

『かわいらしい』なんて、私のほうこそ恐縮してしまう。

　恥ずかしさに顔が熱くなり、うつむいた瞬間、昨日のことを思い出した。

　私は慌てて顔を上げると、お礼の言葉を切り出す。

「それから、昨日の朝はありがとうございました」

「……あぁ、社長との一件？」

　一瞬の逡しゅん巡じゅんのあと尋ねた専務に、「はい」とうなずく。

「彼、あんな態度をするけど、根は優しいの。だから、怖がらないであげてちょうだいね」

　三木専務は私の肩にポンと手を置いた。さすがは大学時代からの友人。――じゃなくて、恋人だ。速水社長のことをよくわかっているんだろう。

「お花、ありがとうね」

　専務は大事そうに花瓶を抱えて、専務室の中へと入っていった。続いて女性秘書が中からドアを閉めようとしたところで、私は慌ててその女性を引き留める。

「あの、お手数をおかけして申し訳ないのですが、この花瓶を社長室へお願いできないでしょうか？」

　残っていたもうひとつの花瓶を女性秘書にそっと差し出す。

　社長は専属の秘書をつけていない。幹部社員からはつけるよう再さい三さん要よう請せいされているようだけれど、煩わずらわしいからいらない、の一点張りらしい。うちの部長がボヤいているのを聞いたことがある。

　スケジュール管理は自分で行い、来客でお茶が必要な時は、三木専務や他の取締役の秘書にお願いしているという話だったので、この花も思い切って彼女に頼んでみた。

　社長には『ここは花屋か』と言われたばかりだけれど、昨日の謝罪の意味を込めて彼の分も用意したのだ。きっと、いらなければ容よう赦しゃなく捨てるだろうから。

「承知いたしました」

　女性秘書はそう答えると快こころよく受け取ってくれた。

　おかげで、私は少しほっとしながらその場をあとにしたのだった。










雷鳴とどろく中、山小屋で




　雲ひとつない青空。四月末の早朝は、まだ少しだけ空気がひんやりとしている。

　ピュアネットジャパンの従業員総出の恒例行事、山登りの日だった。大型バス十台で乗りつけた山の麓ふもとは、リュックを背負った社員で溢れかえっていた。仮病で休んじゃおうかと言っていた麻里ちゃんは、浮かない顔をしつつも、ちゃんと参加している。

「はぁ、憂鬱だな」

　麻里ちゃんが登る前から大きなため息を吐く。

「親睦を深めるなら、登山じゃないことにしてくれないかな」

　きっと無理であろうことをつぶやくから、私は隣で笑ってしまった。

「はい、それではみなさー……」

　――ピーッ！

　スピーカーから割れた音が山に響き渡る。幹事は、何度か試しに声を出して調整してから、もう一度みんなに向かって話し始めた。

「これからバスごとに集合写真を撮ったあと、登山を開始します。コースマップはみなさん、手元にありますかー？」

「はーい」と言う声が、あちらこちらから上がる。

　バスで配られたマップを広げてみると、尾お根ねコース、稜りょう線せんコース、滝めぐりコースと、何種類かのコースが色づけされていた。

「山頂で昼食を取ったら、各自で下山してください。集合はこの場所に午後三時でーす。遭難はないと思いますが、なにかあったらコースマップに書いてある電話番号に連絡してください。恐らく携帯の電波は通じるかと思います。では、一号車の方たちから写真を撮りますので集合してくださーい」

　幹事は大きく右手を振り上げて、集まるよう指示をした。

　私たち総務部は六号車に乗車してきたので、他のメンバーと撮影ポイントの近くで待機することにした。

　一号車はそうそうたるメンバーだ。社長以下取締役とその秘書たち。三木専務は、ドット柄がかわいいピンクのジャケットを羽織り、グレーのショートパンツを履いていた。

　カジュアルな格好をしても美しさが損なわれないのはさすがだ。ついうっとりしてしまう。

　その隣に目を向けてみれば、速水社長がほかの取締役と話していた。彼は青空のようなブルーのジャケットにベージュのパンツ姿だ。スーツをビシッと着こなした普段の姿とは随分と雰囲気が違う。

　ワイルドに見える彼を見て、女子の間から『キャッ、かっこいい』という黄色い歓声が上がった。社長が前列のセンターに座り、その周りを他の取締役や秘書が囲んで撮影が終了。

　一号車の人たちがばらけていく中、ふと社長が振り向く。ゆっくりと横に移動する視線。そして、その動きがピタリと私のほうを向いて止まった。

　……え？　こっち、見てる？

　なぜだか社長と視線が重なる。

　ううん、まさか。私を見つめる理由なんてない。きっと社長は、私を通り越した先を見ているのだ。

　そう思いつつ、カニ歩きで横へずれると、どういうわけか社長の目までついてくる。

　やだ、なんだろう。うしろを振り返ってみたものの、誰かとアイコンタクトを取っている様子はない。

　そして、もう一度社長を見てはっと気がついた。社長は私を見つめているわけじゃない、睨にらんでいるのだ。

　もしかして、水をかけたことをまだ……？

　冷ややかな眼差しで射抜かれて、そこから目を逸らせない。とっさに麻里ちゃんの背中に隠れた。

「奈知、どうしたの？」

　彼女が肩越しに私を見る。

「ううん、なんでもない」

　膝を曲げた状態のまま麻里ちゃんの腕からそっと顔を出すと、さっきと同じ目にもう一度捕えられてしまった。ビクッとして再度、彼女に隠れる。

「奈知？」

　麻里ちゃんが不審がる様子で、肩越しに振り返る。

「ね、麻里ちゃん、社長、まだこっち見てる？」

　小声で尋ねる。

「社長？」

　麻里ちゃんは言いながら、さっき社長がいたほうを見る。

「いないけど……？」

　え？　いない？

　彼女の背中からそっと覗いてみると、社長はすでに歩き出していて、その背中が遠ざかっていた。それを見て、ホッと息を吐く。

「社長がどうかしたの？」

　麻里ちゃんが首を傾げる。

「まだ怒っているのかもしれない」

「怒っているって、水をかけたこと？　まっさかー。あんなことでいつまでも怒っているわけないよ」

　それじゃ、さっきの目はなんだろう。睨まれたように感じたのは気のせいなのかな。痛いほどの視線を思い返して身震いしてしまった。

　ふとそこで、あることに思い当たった。

　もしかして、社長室に届けたジャスミンが気に入らなかったのかもしれない。注意しても改めることのない、学習能力の低い社員だと呆れた目で見られていたのかも。

　余計なことをしてしまったかな……。

　そんな後悔をしたところで、花を届けた事実は取り消せないのだった。

　集合写真の撮影が終わって、いよいよ六号車の私たちも登り始める。

　いくつかコースがあるうち、麻里ちゃんと私は『滝めぐりコース』を選んだ。滝でマイナスイオンを浴びることで登山の苦しみを少しでも軽減できるからという、麻里ちゃんの提案だ。

　この時期なら、どのコースでもいろんな花を見られるだろうから、私は快く彼女に従った。

　さすがに四百人も従業員がいると、何コースかに分かれても、前にもうしろにも同じ会社の人がいるから安心できる。

「……ねぇ、奈知、頂上はまだ？」

「やだなぁ、麻里ちゃん。まだ十分も登ってないよ」

　標高にすると、バスを降りた辺りからはきっと十メートルも登っていない。マップを見ると、コースタイムは頂上まで一時間半とあった。

「えー、もう無理かも」

　麻里ちゃんは苦しそうな顔をしながら、その場にしゃがみ込んだ。

「そんなこと言わないで頑張ろうよ。頂上でおいしいお弁当食べよう。ね？」

　彼女の腕を掴んで立たせると、麻里ちゃんは「もう下山したい」なんて弱音を吐き始めた。

　のんびり歩く私たちを、他の社員たちが「お先にー」と追い越していく。その中には加藤くんもいて、「頂上へ着く前に行き倒れになりそうですね。捜索願いでも出しておきましょうか」なんてひどいことをボソッと言い捨てていった。しかも、山道だというのに軽く走っている。どういう身体能力をしているんだろう。その背中は、あっという間に見えなくなった。

　木の根っこが時折顔を覗かせているなだらかな道を、麻里ちゃんの腕を引っ張って歩いていると、今度は私たちより早いペースの足音が近づいてきた。

「麻里」

　名前を呼ばれた彼女は、振り返ると途端に満面の笑みを浮かべた。ついさっきまで疲れ切った顔をしていたのが嘘みたいだ。

　その声の主は、麻里ちゃんの彼氏、桐きり谷たに悠ゆう馬まさん。確か八号車に乗っていたから、急いで麻里ちゃんを追いかけてきたんだろう。

　彼は私たちより二歳年上の二十九歳。マーケティング事業部で、市場調査を担当している。スラッとした細身で背が高く、麻里ちゃんを優しく見つめる目元は、いつも穏やかだ。

　ふたりの関係は、私たちの入社式で、彼が先輩社員として挨拶をし、その姿に麻里ちゃんがひと目惚れしたのが始まりだった。なかなか接点がなくて長いこと片思いをしていたけれど、一年ほど前に偶然エレベーターでふたりきりになった時に思いきって食事に誘って親しくなり、その後付き合い始めたのだ。

「大丈夫か？」

　桐谷さんが、登山の苦手な麻里ちゃんをさっそく気づかう。

「ダメかも」

　麻里ちゃんはそう言うと、桐谷さんの腕にしがみついた。普段は私に甘えられてばかりだから、そうして他の人に甘える姿はなんだかかわいらしい。

　桐谷さんは、「ほら」と言って麻里ちゃんと手をつなぐと、並んで歩きだした。

　なんだかいいな。仲よくて羨ましい。ずんずん進むふたりの背中を眺める。

「奈知も早くおいでー」

　ついさっきまで『もう下山したい』と生気を失っていた彼女とは別人だ。足取りも軽く、桐谷さんと振り返って私に手招きをする。

「私はのんびり花を見ながら行くから、先に行ってくれて大丈夫だよー」

　他にも人はたくさん歩いているし、ひとりになっても大丈夫。麻里ちゃんと桐谷さんに手を振ると、リュックからデジカメを取り出した。

　あっ、ヒレアザミだ。さっそくかわいらしい花を見つけた。立ち止まって写真撮影。こっちにはフデリンドウも咲いている。やっぱり春の山は楽しい。歩けば歩くほど、いろんな花が出迎えてくれる。

「雨宮さん、お先にー」

「あんまりのんびりしていると、弁当食べ損ねるぞー」

　顔見知りの人たちから何度となくかけられる声に、「はーい、すぐに追いかけまーす」と答えながら、つい夢中になって花を探す。整備された山道よりも脇道のほうが、いろいろな花が咲いているのは仕方のないこと。あとで引き返そうと思いつつ、脇道にどんどん分け入った。

　わー、ヒトリシズカだ。珍しい。普段なかなか顔を見せてくれることのない花を見つけて、ついテンションが上がる。デジカメを構えて、何枚となく写真を撮る。

　そうして花に吸い寄せられるように足を進めていると、ふと誰の声もしなくなっていることに気がついた。ついさっきまでは、登山者の声が遠くで聞こえていたはずなのに。耳を澄ませてみても、聞こえるのは風に揺れる葉っぱの音と鳥のさえずりだけ。

「麻里ちゃーん」

　試しに呼んでみたものの、かすかに私の声がこだまするばかりだった。

　えっと……どうしよう……。立ち止まって、しばらく考える。とにかく来た道を戻ろう。

　……どっちだっけ？　あっちへ行ったり、こっちへ行ったり、花に気を取られて歩き回ったせいで、自分がどの方向から来たのかわからなくなってしまった。

　――そうだ。麻里ちゃんに電話をかければいいんだ。

　ところが、リュックからスマホを取り出して愕然とする。信じられないことに圏外になっていたのだ。

『電波は通じるかと思います』って言ってなかった？

　しばらく見つめていても、アンテナは一本も立たない。一度切ったら復活するかもしれないと、祈りを込めて電源を落とす。しかしそれも虚しく、圏外表示から変わる様子はなかった。

「みんなのいる頂上を目指すんだから、とりあえず高いほうへ歩いていけば、いずれは合流できるのかな？　きっとそうだよね？」

　ひとり言をつぶやく。当然ながら答えてくれる人はいない。心細さの中、ひとまず足を踏み出し、もはや道とも呼べないところをひたすら突き進んでいく。私の足音に驚いてか、たまに鳥がバサッと飛び立つものだから、こっちまで肩がビクンと弾んだ。




　既に歩き始めて三十分は経過したはず。それなのに、コースに合流できないどころか、けもの道すら見当たらない。そうなると、だんだんと焦りが出てくる。

　どうしよう。本格的に遭難しちゃったのかな……。私、ここで死んじゃうの……？

　急に怖くなる。立ち止まると、私まで静まり返った山の一部になってしまったようだった。不安で立っていられなくなり、その場にうずくまる。

　もうここから帰れないかもしれない。底知れぬ寂しさに泣きそうになった時だった。

　ガサッという物音にパッと顔を上げる。

「おい、こんなところでなにしてんだ」

　つっけんどんな口調が山に響く。

「……しゃ……ちょう？」

　そこに立っていたのは、速水社長だった。目の前の枝を手でよけ、不審なものを見るような目つきをしている。

　よりによって、と思ったけれど、窮きゅう地ちにわがままを言っている場合じゃない。

「コースからだいぶ外れているぞ」

　彼が探るような目でじろじろと私を見る。

　きっと、もう誰にも会えない。会えるとしたら、私をエサと見なした動物くらい。明日の朝には、私かどうかもわからない姿になってしまう。そう思っていただけに、速水社長を見ただけで胸がいっぱいになる。

　よかった……。込み上げてくる安あん堵ど感が目の奥を熱くする。

「って、おい！　なんで泣くんだよ！」

　安心したら急に泣けてきたのだ。社長はギョッとして私に近づいてきた。

「すみません」

　鼻をひとすすりして、涙を拭う。

「花を追いかけていたら道に迷ってしまって……」

「アホか！」

　怒鳴りつけられて、ハッと息を呑む。社長は不快そうに眉を吊り上げていた。

「ったく、この前から花、花、花って、花が咲くのは、お前の頭の中だけで十分だ」

「はい？」

　あまりにも早口で言われたものだから、社長の言葉を追うだけで精一杯。意味を理解するところまで行き着かず、ついポカンと社長を見上げた。

　そんな私に向かって大きくため息を吐くと、社長が私に背を向ける。

「行くぞ」

「え？　あ、お、置いていかないでください！」

　慌てて一歩踏み出すと、ムッとした表情で社長が振り返った。

「ついてこいって意味だ」

「あ、はい、お願いします」

　背中を丸めて頭を下げた。とにかく、ひとりにならずに済んでよかった。

　私の前を歩き始めた社長の背中を追いかける。ところが、足の長さが違うせいか、どんどん離れていくその背中。少しでも気を緩めたら見失ってしまいそうになる。

　社長はまるで頂上へのナビでも搭載しているかのように、迷うことなく突き進んだ。

「……あの……速水社長、待ってくだ……さい……」

　慌てて追いかけるから、息も絶え絶えになる。途切れ途切れに発した言葉は、山の空気に呑まれていく。それでもなんとか社長が向かったであろう方向へ歩いていると、大きな木の陰から不意になにかがぬっと現れた。

　クマでも出てきたのかと叫び声を上げそうになってしまった。でも、次の瞬間にはそれが社長だとわかり、悲鳴を飲み込む。

「どれだけ歩くのが遅いんだよ」

　社長はため息交じりに言うと、私を睨み付ける。

「す、すみま……せん……」

　謝ることで精一杯の私は、驚いて呼吸困難になったあとだけに、さらに息が苦しい。

「貸せ」

　ぶっきらぼうに言いながら、社長が私に向かって手を突き出した。なにを貸せと言っているのかわからず、口をポカンと開いて社長を見る。

「リュックだ」

「はい？　リュック？」

　そう言われても、まだ理解できない。

　ボケッと社長を見上げる私に痺しびれを切らせたのか、彼がおもむろに私の肩に手を伸ばし、リュックを奪いにかかる。

「えっ、あのっ」

　戸惑って、あたふたする私からリュックを取り上げると、社長は自分の左肩にそれを提さげた。

「こんなに重いもん背負ってるから、余計にトロいんだっての。いったいなにが入ってるんだよ」

　呆れ果てた口調だ。

「お弁当です……」

　ボソッと答える。麻里ちゃんと山頂で一緒に食べようと思って、たくさん作ってきたのだ。確かに、ちょっと作りすぎたかとは思った。それに、これはあとで気づいたことだけど、麻里ちゃんは自分と桐谷さんの分を作ってきているだろうから、余ってしまうことは必至だ。

　社長は「弁当!?」と少し驚いたように言いながら、リュックの肩紐の位置をずらした。そして、「行くぞ」と再び歩き始める。

「あの、ありがとうございます」

　体が急に軽くなって、私の足取りは軽やかになる。社長の早いペースにも、これならついていけそうだ。

　社長は、荷物がもうひとつ増えたというのに、さっきと変わらないスピードで足を進める。さすが、学生時代にラグビーで体を鍛えただけのことはあると妙に感心してしまった。それに、山道から離れているというのに、迷う素振りはまったくない。颯さっ爽そうと歩く姿はとてもかっこいい。

「社長の方向感覚、すごいですね」

　素直な感想を言うと、社長は肩越しに私を振り返り、「この山は庭みたいなものだ」と言った。

　山が『庭』って、実家が山麓にでもあるのかな。

「大学時代にラグビー部の合宿で、この山は何度も走って登ったからな」

「走って、ですか」

　すごいとしか言いようがない。思わず隣に並んで、社長の顔を見た。呼吸が乱れることもなければ、顔を苦痛に歪めることもない。超人だ。

「社長は、どうしてあんなところにいたんですか？」

　部活で何度も登ったといっても、私がいたところは山道からかなり外れていたのに。

「違う道の開拓だ」

　さすが社長。私だったら、いくら庭のようなところでも遭難するのが関の山。今回のように花を追いかけて迷子になるだろう。

「荷物がなくなった途端、口まで軽くなったな」

「あ……すみません、持たせておいて……」

　社長はふたり分のリュックを背負って、格段に負荷がかかっているというのに。自分が楽になったものだから、ついペラペラとしゃべってしまった。本当に恥ずかしい。

　謝りながら社長の横顔を見ると、別に怒っている様子はなくてホッとする。それどころか、結んだままの唇にかすかな笑みが浮かんでいて、意外な表情に少し戸惑った。

　あっ、あれって……。社長の横顔の向こうに、小さなピンク色の花が見えたような気がして足を止める。ゆっくり近づいてみると、それが予想していたとおりのベニバナイチヤクソウだとわかって気持ちが弾む。

　見られるとしても六月に入ってからが多いらしく、咲いていたとしても遭遇率はとても低い。ひとつの茎に数個から十数個の花を付けている。その群生に出会えるなんて、本当に信じられない。

　わぁ、かわいい。そうだ、カメラカメラ。撮影しようと思ったところで、リュックにしまったことを思い出した。リュックは、社長だ。

「おい、なにしてんだよ」

　立ち上がったところで、社長が気の張ったような厳しい口ぶりで近づいてきた。

「勝手にいなくなるな。そんなに遭難したいのか？」

　険しい顔だった。〝山をなめるな〟とその目が言っているように見えた。

「すみません。珍しい花を見つけたものですから……」

　足元をそっと指差す。社長は「また花かよ」と大きなため息を吐いた。

「お前の頭の中は、花以外にないのか」

　目尻を険けわしく吊り上げ、口調には怒ど気きが交じっていた。それも当然だ。今度社長とはぐれたら、私はきっと本格的に遭難してしまうだろう。

「申し訳ありません」

　この前から私は、何回社長に謝っただろう。

「ったく、なにかの間違いだろ」

　そうつぶやいたあと、社長が私には聞こえないなにかをブツブツと言い続ける。

　なにかの間違いって、なんだろう。

　だけど私はそれよりも、足元に咲くベニバナイチヤクソウのことがどうしても気になって仕方がない。

「写真だけ、撮らせてもらってもいいでしょうか……」

　おそるおそる尋ねると、社長は再び大きなため息を吐きながらも、私がカメラを取り出しやすいようにリュックを傾けてくれた。

　手早く撮らなくてはと、慌ててリュックからカメラを取り出しシャッターを切る。そうしていつのまにか夢中になって写真を撮っているうちに、ぐるっとひと周りして社長のすぐ近くに戻っていた。

「そんなに珍しい花なのか」

　関心を持ってくれたのか、社長はその場にかがんで花を見た。

「はい。夏近くにならないと見られないんです。それに、ここまで群ぐん生せいしているのも珍しくて。花が咲いていて歓声が聞こえたら、それはベニバナイチヤクソウ以外にないってほどなんです。今日ここで会えるなんて思いもしませんでした」

　社長が興味を示したように見えたものだから、つい調子に乗って話してしまう。

「花のこととなると、随分と饒じょう舌ぜつだな。その調子で仕事を花だと思ったらどうだ」

　冗談っぽく目が笑っているけれど、そこで気安く言い返せる立場ではない。ごもっともなことを言われて、言葉を失った。恥ずかしさに顔が熱くなる。遭難しかけたというのに、社長相手にいい気になって花のことを語るなんて、どれだけ空気の読めない女なんだろう。

「重ね重ね、本当にすみません……。先日、社長室にジャスミンを届けたことも、出過ぎた真似をしました。申し訳ありません」

「いや……。あれはあれで悪くない」

　下げていた頭をものすごい速さで上げる。そう言ってもらえるとは思いもせず、なんだかやけに嬉しい。

　社長は照れ隠しなのか、鼻の下をこすっていた。

　すると、不意にそこで私のお腹がグゥと鳴る。まったく、どこまで間抜けなんだろう。どうしてこのタイミングでお腹が鳴るのか。ことごとく恥ずかしい。

　背中を小さく丸めて項垂れていると、社長からクククという声が漏れ聞こえてくる。

　そっと顔を上げると、想像もしていなかった社長の笑顔がそこにあって、図はからずも胸が高鳴ってしまった。

　あれ、今、私、ドキッとした？　いやいや、憎まれ口ばかり叩く社長から出た笑顔が怖いせいだよね。別に、素敵な笑顔だったからという理由じゃない。恐ろしい存在の社長からこぼれた笑顔に対する恐怖心だ。そうに違いない。

「飯でも食べるか」

　社長が地面を注意深く見る。そして、土がむき出しになった場所に肩から下ろしたリュックを並べて置いた。

　もしかして、花を避けたの？　そうでなければ、自分の足元にそのまま置いただろうから。思いもしない優しさに心が温かくなる。

　腕時計を見ると、十二時半を回っていた。お腹も空くわけだ。

　麻里ちゃんたちは、もうとっくに頂上に着いているかな。今ごろ、桐谷さんとふたりで仲よくお弁当を囲んでいるところかもしれないな。

　見上げてみても、まだ山頂までほど遠いところにいるような気がして、ものすごく寂しかった。

「食べないのか？」

「た、食べます」

　これ以上、お腹をグウグウ鳴らすわけにはいかない。

　自分のリュックからレジャーシートを広げ、そこへ社長にも座ってもらった。そして、一番底からランチボックスを引っ張り出す。

　それを見た社長は、「そんなにデカい弁当箱が入っていれば重いわけだ」と目を丸くした。

「それ、全部ひとりで食べるつもりで持ってきたのか？」

「いえ、麻里ちゃ……沢木さんとふたり分のつもりでした」

　答えながら、三段のランチボックスを置いた。社長もてっきりお弁当を出すかと思いきや、リュックから出てきたものが予想外のもので、つい目を瞬まばたかせる。

「それだけなんですか？」

「そうだ」

　私の質問にあっさり答える。社長の体格を考えると、とても足りそうには思えない。

　なんとメロンパンだけだったのだ。

「よかったら召し上がりませんか？」

　ふたを開けて社長のほうへお弁当箱を滑らせ、割り箸を差し出した。

　口に合うかどうかは不安だけど、メロンパンだけよりはお腹にたまるからいいだろう。

　社長はお弁当の中身を観察するように見て、それから私を見た。

「毒入りか？」

「毒、ですか？　……いえっ、そんなもの入れてません！」

　ポカンとしてから、両手を振って必死に否定する。

　どうして私が社長に毒なんて！　恐れ多すぎるのもいいところだ。

「ジョークを真に受けるな」

「……え？」

　社長を見れば、その顔にはどこか意地悪な笑みが浮かんでいた。さっき同様、クククと肩を震わせている。

　私は胸の前で小刻みに振っていた手をはたと止め、そのままストップモーション。

　からかわれただけだと知って、熱くなる頬を両手で覆った。

「この玉子焼き、甘いな」

　私が俯いて顔を押さえているうちに食べたのか、社長は口をモゴモゴさせたまま言った。

「すみません、甘過ぎましたか」

「いや、俺は塩味派だったけど、甘いのも旨いな」

　相手が社長だけに、褒められて嬉しくなる。

「この唐揚げも旨い」

　社長はそう言いながら、パクパクと食べていく。

「よかったら、おにぎりとサンドイッチもいかがですか？」

　つい気が大きくなって、他のものも勧すすめてしまう。

　社長は、シャケおにぎりも玉子サンドも、見ているこっちが目を見張るほど豪快に食べてくれ、あっという間にランチボックスが空いていく。

　いい食べっぷりを、ついぼんやり観察していると、社長が不意に私を見た。

「メロンパン食うか？　弁当の礼だ」

「あ、いえ、大丈夫で――んっ……」

　言い終わるより早く、私の口をめがけてメロンパンが突入してきた。ざらついた生地を頰いっぱいに押し込まれる。無理やり持たされる格好で両手をメロンパンに添えた。

「どうだ、旨いだろう」

　自信たっぷりにそう聞かれて、ようやく口をモグモグと動かす。最初のひとくちは口に当たった衝撃で正直よくわからなかったけれど、ふたくち目で社長の言う『旨い』が理解できた。サクサクとしたクッキー生地なのに、中身はふんわりモチモチ。甘さも食感も抜群だ。もしかしたら、今まで食べたメロンパンの中で一番のおいしさかもしれない。

「おいしいです」

　つい満面の笑みがこぼれてしまう。

「だろ？」

　私の返答に満足気にうなずくと、社長はビニール袋からメロンパンを取り出して自分もかぶりついた。

「やっぱ旨いなぁ」

　あれだけお弁当を食べたあとだというのに、まだ食べられるみたいだ。メロンパンは社長にとって別腹なのかもしれない。

「メロンパン、お好きなんですか？」

「ここのやつは特別だ」

　どこか行きつけのパン屋さんがあるらしい。社長は右手におにぎり、左手に二個目のメロンパンを持って、交互に食べていた。

　なんだか食べ盛りの子供みたいだ。つい笑うと、社長はおにぎりにかぶりついたまま、私をギロリと睨んだ。

「……ふぁんら」

　社長の口から言葉が漏れる。

「ふぁ、ふぁんら……？」

　それがなにかわからなくて聞き返すと、社長は眉間に皺しわを寄せて、口に入ったおにぎりを一気に飲み込んだ。

「なんだと聞いたんだ」

　私を軽く睨む。

「といいますと？」

「さっき俺を見て笑っただろ」

　社長が決まりの悪そうな表情を浮かべる。

「あ……」

　思い出した。『ふぁんら』に上書きされてしまったせいで、自分が笑ったことを忘れていたのだ。

「いえ、なんでもないです」

「なんでもないのに雨宮奈知は笑うのか。それじゃ、変態だな」

「へ、変態？」

　思わず目をパチクリ。

「もしくは、頭がおかしい」

　それはさすがに、ちょっとひどい。正常なスピードで働きはしないけれど、〝おかしい〟レベルまで落ちているとは思いたくない。変態な性癖も、たぶんない。

「言い返さないところを見ると、図星か」

「ち、違います」

　社長は再びクククと笑った。

　もう、またなの!?　完全に私をからかって楽しんでいる。彼の性格に難があるというのは本当なのだ。

　結局、麻里ちゃんとふたり分にしては多いと思ったお弁当は、三分の二ほどが社長のお腹の中へ、残りは私のお腹の中へと消えていった。




「そろそろ行くぞ、雨宮奈知」

　昼食を食べ終えるとすぐに、社長は自分のリュックを背負い、私の分にも手を伸ばした。

「軽くなったので、自分で背負えます」

「いいや、すっトロい雨宮奈知のことだ。身軽じゃないと俺についてこられないからな」

　言っていることはひどいのに、社長の目元に笑みが浮かんでいるせいなのか、意外とこたえない。

　ただ〝すっトロい〟ことも〝社長についていけない〟ことも自覚があるだけに、言葉に詰まって口を開けたまま動きが止まる。

　社長はそんな私に構うことなく、私のリュックを自分の右肩にかけて歩き出した。

「すみません……」

　慌てて追いかけてうしろを歩く。重ね重ね、情けない。それにしても、さっきから私のことを呼ぶ時は〝雨宮奈知〟だけど、どうしてなんだろう。

「あの、ひとつ聞いてもいいですか？」

　うしろからおそるおそる声をかけると、社長は足を止めて「なんだ」と聞き返した。

「どうしてフルネームなんでしょうか」

　なんだか叱られているような気分になるから、できれば名字だけにしてもらえると助かるのだけど。

　社長は「フンッ」と鼻を鳴らした。

「不満か」

「あ、いえ……やっぱりなんでもないです。速水社長の好きなように呼んでくださって大丈夫です。すみません……」

　社長が私を睨むものだから、慌てて取り消した。

　よくよく考えれば、社長に呼び方を指示するなんて、身の程知らずだ。

　俯うつむいていると、頭から「奈知」と、深みのある低音の声が降ってきた。その呼び方にドキンとしてパッと顔を上げる。

「雨宮は四文字で、奈知だと二文字で効率がいい。だから下の名前で呼ぶことにしよう。俺は、効率が悪いのは好みじゃない」

　たった二文字の差で？　つい目が点になる。こっそり口パクで自分の名前を呼んでみたけれど、大差は感じられなかった。

　そうか。もしかしたら、人が気にしない細かなところに効率を求めるからこそ、社長は仕事で成功を収めているのかもしれない。まさかそんなことで？と思うようなことこそ、大事なことに違いない。

　そうなると、私のスローペースな話し方は、社長にしてみたらよっぽど効率が悪いことになる。

　話すスピードだけじゃない。動きも同様に鈍いから、きっと社長は私と一緒にいるだけでイライラするに違いない。山で偶然私に遭遇してしまったことに辟へき易えきしているだろう。神様すら呪っているかもしれない。

「申し訳ありません」

　思わず謝ると、社長は口をポカンと開けて「は？」と顎を突き出した。

「理解し難がたいな」

　首をひと捻り。険しい顔で言われてしまった。

「ともかく行くぞ」

「はい！」

　大声で返事をすると、近くにいた鳥が一斉に飛び立った。

　とりあえず元気よくすることで、動きの遅さをカバーしよう。

　社長には、私が大きな声を出した意図はやはり伝わらないようで、顔をしかめたあと、なぜか軽く微笑んだ。

　きっとまた、変な女だと思われたのだ。〝変態〟で〝頭がおかしい〟という彼の私に対する評価は、さらに強固なものになってしまったような気がした。




　大きなランチボックスの中身が減ったせいか、社長の足取りはさっきよりも軽い。

　私もお腹が満たされて、元気をチャージできた。この分だと、それほど遅くならないうちにみんなに合流できるかもしれない。

　途中見かけた花に足を止めたい気持ちをぐっとこらえ、社長の背中を追いかける。

　ふと彼の足元のほうに目線をうつすと、あることに気づいた。

　それは、社長が決して花を踏まないことだった。私でも見落としてしまいそうな小さな野草でさえ、ひょいとよけて足をつく。リュックを下ろすときにもそうだった。

　いつも傲慢で、効率重視の手厳しいことばかり言うイメージだったけど、ひょっとしたら優しいところもあるのかもしれない。

　そんなことを考えながら歩いていると、鼻先にポツリと水滴が落ちてきた。

　木の枝にたまっていた雫かと思った矢先、今度は頬に滴る。

　雨粒だ。見上げると、いつの間にか空は灰色の雲に覆われ、抱え込んだ水分を一気に放出しそうだった。

「雨だな。急ぐぞ」

　社長が足を速めた時だった。

　一斉に雨が降り始め、遠くの空に閃せん光こうが走る。そして数秒後には、大きな雷が鳴り響いた。

「キャッ！」

　あまりの轟ごう音おんに、その場に蹲うずくまる。

　数メートル先を歩いていた社長は、機敏な動きで私の元まで戻ると、両腕を掴んで私を立たせた。

「ここにいたら危険だ。もう少し行ったところに山小屋があるから、そこまで行くぞ」

　私はその言葉にうなずき、ふたり揃って駆けだす。時折、とどろく雷鳴のたびに足止めをされながら、必死に社長のあとを追う。

　気づけば私たちは、脇道からコースへ戻っていた。ただ、そこに他の登山者の姿はない。

　しばらく走ると、社長が言っていたとおり山小屋らしき建物が見えてくる。

　社長は振り返り、黙ってそれを指差した。

　激しくなる雨の中、なんとか山小屋まで辿たどり着き、ドアを開けると同時に今まで以上の閃光が空を駆け抜けた。

　社長に押し込められる形で山小屋の中に入った途端、地響きがするほどの大きな雷が鳴った。

　耳を塞ふさいで、その場に小さくなる。あまりの恐ろしさに、私の心臓も破裂しそうな勢いだ。空に近いせいか、雷の威力も半端ない気がする。この山小屋に落ちやしないか、不安でたまらない。

「大丈夫か？」

　社長に声をかけられて、耳を塞いでいた手を外す。

「……はい」

　そこで初めて山小屋の中を見た。

　電気がなく薄暗い。私たちが立つ玄関らしきスペースの前には、八畳ほどの空間が広がっていた。部屋の奥には、使えるのかどうかわからない暖炉がある。避難小屋なのか、大きいとは言えない造りだ。

　社長は中へ入ると、リュックを下ろして中からタオルを取り出した。

「奈知も拭け」

　ぶっきらぼうにヒョイと投げられたタオルをなんとかキャッチし、「ありがとうございます」と受け取る。

　私も持ってはいるんだけど……。なんとなく言うタイミングを逃してしまい、使わせてもらうことにした。

「参ったな」

　社長がタオルで頭をゴシゴシと拭きながら窓から空を見上げて、ポツリとつぶやく。

　腕時計を確認すると、もう二時半を回っていた。コースには戻れたものの、この天候では下ることもできない。

　雨の中、みんなは下山できたのかな。もしかしたら、私たちのようにどこかで足止めをされているかもしれないな。

　私は社長が立つその先に見えた暗い空を恨めしそうに眺めた。

「とりあえず脱げ」

「――え!?」

　振り返って私に告げた社長の言葉に、素すっ頓とん狂きょうな声を上げる。

　すると今度は、社長が私の声に驚いて目をむいた。そして次には呆れると同時に、不快感を顔に滲ませた。

「勘違いするな。濡れたジャケットを脱げと言っているんだ」

「あっ……すみません……」

　私ときたら、なにを勘違いしているのか。裸になれと言われるはずがない。あまりの恥ずかしさに、耳までカーッと熱くなる。

　背中を丸めながらゴソゴソとジャケットを脱ぐと、社長は素早くそれを私から奪い取り、窓付近にあったフックに自分のものと並べて提げた。

「ありがとうございます」

　私のお礼に反応はなし。社長は窓から暗い空を睨みつけるようにしていた。

　雷は、なかなか遠のく気配がない。雨が山小屋の屋根を激しく打ちつけている。

　私たちはどうなるんだろう。麻里ちゃん、今ごろ心配しているかな。

　なす術もなく、じりじりと時間だけが過ぎていく。

　社長は、窓の外を眺めることにも飽きたのか、こちらへ戻るとリュックの中を漁あさり始めた。

「突っ立っていても仕方がないから座れ」

「はい」

　社長に促されて、なにもない木の床に腰を下ろす。

　リュックから取り出したのは、簡易式のガスコンロと小さな鍋。それからミネラルウォーターだった。そんなものまで持ってきていたのだ。

　鍋に水を注ぎ、火にかける。それが沸騰すると、リュックの中にもう一度手を入れる。今度出てきたのは紙コップとスティックタイプのなにかの粉末だった。

「飲むか？」

　社長が紙コップをふたつ並べる。

「ココアしかないけど」

「ココアですか!?」

　思わず腰を浮かせて聞き返した。私が飲むものといえば、夏だろうとホットココアなのだ。それを今ここで、社長の荷物から振る舞われるとは思ってもいなかった。

「嫌いなら無理にとは言わないぞ」

「いえっ、大好きです」

　満面の笑みを社長に向けると、彼は急に吹き出した。

「今の今まで、死にそうな顔をしていたとは思えないな」

　死にそうな顔？　そこまでひどい顔をしていたとは。

「すみません」

　両手で顔を覆う。

　社長はココアを入れたカップにお湯を注ぎながら、目元に笑みを浮かべる。

「さっきから謝ってばかりだな」

　小屋の中に、甘い香りが立ち上った。

「はい。自分の愚かさがあまりにもひどいので……」

　このごろは特にそうだ。しかも社長にばかり、そんな場面を目撃されてしまうとは、私はなんてタイミングが悪い女なんだろう。

「だな」

　社長はそう言うと鼻を鳴らして笑った。

　ほら、否定すらしてくれない。やっぱり彼の目から見ると、私は大間抜けのこんこんちきなのだ。

　絶望的な気持ちになりながら、大きく息を吐き出して肩を落とした。

「できたぞ」

　社長がぶっきらぼうな仕草でカップを私に突き出す。

「ありがとうございます」

　ココアを両手で受け取り、さっそく口をつける。

　はぁ、本当においしい。雨で冷え切った体がじんわりと温まるのを感じる。こういうところで飲むと、また格別だ。

　時折、閃光が山小屋の中に差し込む。並んで座る私たちには、黙々とココアを飲むだけで会話はない。雷雨の音のおかげで静寂に包まれていないことは救いだけど、どうにも息苦しい。

　私はなにか話すことはないかと頭を巡らせた。

　しばらく考え込み、ようやくひとつ見つけることができてホッとする。

「速水社長は、どうしてオンラインゲームの会社を立ち上げようと思ったんですか？」

　なかなかいい話題だと、我ながら思う。身動きの取れなくなった狭い空間で、今までほとんど接触のなかった社長を相手にするのだから。食べ物や趣味の話より、ずっと高尚っぽい。

「……随分と唐突な質問だな」

　社長はしばらくじっと私を見据えたあと言った。

「会社案内もホームページもろくに見ていないわけだ」

「あっ！」

　社長から鋭いツッコミを受けて思い出した。

　入社試験の準備でピュアネットジャパンの下調べをした時に、確かそういった類のことがホームページに書いてあった。

　ところが、それがどんな内容だったのか思い出せないのが、私のノロマな記憶回路。

　逃げ場のないこんな場所で、変な質問をしてしまった自分の軽率な口が恨めしい。

「み、見たことはあるんですけど……」

　考えてみれば、会社を立ち上げた経緯は、基本中の基本。入社して丸五年だというのに、自社の沿革すら知らない無能な社員だと思われたに違いない。

「まさか、本当に花屋だと思って入社したわけじゃあるまいな」

　社長は眉まゆ根ねを寄せて、私に強い視線を浴びせた。何度違うと言えばわかってもらえるんだろう。

　首がもげてしまうかと思うほどに、ブンブン横に振る。恐れのため、『違います』と言う言葉も喉の奥に引っ込んだままだった。

「いいか？　二度目はないぞ？」

「はい、すみません……」

　姿勢を正して正座した。

「大学生の時にＩＴ企業が企画した視察旅行がきっかけだ」

　学生のころから視察だとは。私が大学生の時に〝旅行〟といったら、遊び目的以外であった試しはない。やっぱり土台から違うのだ。社長は、根っからの起業家なのかも。

「視察先は韓国。ブロードバンドの先進国だ。そこでオンラインゲームのエンターテインメントとしての位置づけの高さにカルチャーショックを受けて、帰国後、そのビジネスを手掛けようと思い立ち、今に至る。以上だ」

　簡潔、かつ的確。仕事の話をしたせいか、こちらから見る横顔に精せい悍かんさが窺うかがえて、わけもなく胸が騒ぐ。

　そんな彼の顔を見つめ続けていると、社長は突然ぐるりとこちらを向き、「おい、ちゃんと聞いていたのか？」と鋭い目で見下ろす。

「あ、あの、私とはあまりにもレベルが違い過ぎて……」

　ハッとして我に返ると、そう言って胸の異常反応を誤ご魔ま化かした。

　だけど本当にそう思う。能天気に過ごしていた私の学生時代をなかったことにしたいくらいだ。

　すると社長は軽くうなずきながら薄笑いを浮かべる。

「まぁ、そうだな。頭の中が常に花畑の奈知と一緒にしてもらっちゃ困る」

　頭の中が、花畑……？

「今も満開か？」

　クスッと笑いながら、社長はからかうように私を見た。

「花は咲いていないと……」

　強く否定することもできずに、ボソボソと口ごもる。

　どんどん自分を貶おとしめていっているように感じるのは気のせいか。私は口を開くほどにボロが出てしまう。

　社長の私に対する評価は、きっと最悪なところまできているだろう。地に落ちるどころか、地下深くまで沈み込んでいるに違いない。このまま会社に置いてもらえるのか、だんだんと不安になってきた。

「奈知は、どうして会社に花を？」

　自分の眉間に皺を寄せていたことに気づいたのは、社長が不意に質問を投げかけてきた時だった。

　額に入っていた力がフッと緩む。

「私の仕事は、みんなが心地よく働けるようにお手伝いをすることなので。疲れた時に、花が少しでもみんなの癒しになればいいなと思って飾っています。総務部で私が担当している仕事は、どちらかといえば地味で目立たないものが多いので、だからこそ、私にできることは精一杯やろうと思うんです」

　ココアのカップに注いでいた視線を社長へ向けると、珍しいものでも見るような目とぶつかった。それからゆっくり瞬まばたきが繰り返されたあと、そこに柔らかい色が滲んだように見えた。優しい眼差しだった。

　その目に思わず見入っていると、おもむろに社長が私から空のカップを取り上げた。

「もう一杯飲むか？」

　微笑みながら首を傾げる。

　図らずも、私はその笑顔にドキッとしてしまった。

「い、いえ、大丈夫です。ごちそうさまでした」

　焦りながら視線のやり場に困って、窓の外を見るふりをした。




　時刻は午後三時半を回っていた。変わらず山小屋に叩きつける激しい雨。スマホを確認してみても、電波状況は悪いまま。いったいいつになったら下山できるんだろう。

　そんなことを考えているうちに、だんだんと瞼が重くなってきた。ココアを飲んで体が温まったせいかもしれない。何度となく出る欠あく伸びを噛み殺して、睡魔と闘う。ところが、いよいよそれも限界を迎える。急激に襲ってきた眠りの波に、吸い込まれるようにさらわれてしまった。




　遠くのほうから、なにかがパチパチと弾けるような音が聞こえてくる。

　これはなんの音だろう。ふわふわとした心地の中、ゆっくり意識が覚かく醒せいしていく。

　薄っすら目を開けると、オレンジ色に揺れる炎が視界に入る。それが暖炉だとわかったのは、今自分のいる場所を思い出したからだった。

　山小屋だ。そうだ、速水社長と逃げ込んだんだ。

　そこではっきりと目が覚める。私は、山小屋の壁に背中をもたれかけるようにして、座ったまま眠っていたのだ。肩からは、社長の空色のジャケットがかけられていた。

　彼は暖炉のそばで、こちらに背を向けて座っていた。私が動いた物音で振り返る。

「起きたのか」

「すみません、寝てしまって……。これ、ありがとうございました」

　かけられていたジャケットをそっと畳んで、社長へ近づき差し出す。

「今夜はここで朝まで待機だ」

「えっ」

　社長はジャケットを片手で受け取りながら、暖炉に薪まきをくべた。その瞬間、細かい炎がボワッと飛び散る。

　朝までここ……？　社長とふたりきりで？

「帰れないんですか？」

「そういうことだ」

　社長は答えながら、窓の外を指差した。暮れかけた空。雲が広がっているせいか、まだ午後六時を回ったばかりなのに今にも暗闇に呑のまれそうだ。雨もまだ降っている。

「もしかして、私が眠っちゃったからですか？」

「いや。そういうわけじゃない」

　よかった……って、よくないよ！　私のせいじゃないことはいいとして、ここで社長とひと晩明かすなんて、よくない！

「おい、どこへ行くつもりだ」

　乾かしておいたジャケットを着込み、リュックを背負った私に社長が声をかける。

「どこって、帰ろうかと」

「アホか！　こんな悪天候の中、どうやって下山するつもりだ！」

　厳しい叱責が飛び、立ち上がった社長が私の腕を掴む。

　思わず肩がビクンと震えた。

「昼間でさえ道に迷うドアホが、この暗がりでどうやって帰るって？」

　アホに〝ド〟まで付けられてしまった。

　険しい表情ですごまれて、意思がふにゃふにゃと挫くじけていく。

　社長の言うとおりだった。当然ながら街灯のない山道。そこを無事に下れるはずもないのだ。

「まさか俺が襲うとでも思っているのか？」

「い、いえっ、その……」

　ギロリと睨まれて言葉に詰まる。ほんの一瞬だけ、そんな考えが過よぎったのは事実。頭の中を見透かされたことで返す言葉がひとつも出てこない。いっそのこと、遮しゃ光こうカーテンならぬ〝遮しゃ眼がん〟カーテンに隠れてしまいたい。

　社長は私の反応で、さらに気を悪くしたように顔を曇らせる。

「俺にだって選ぶ権利はある」

　無愛想に言い捨てた。

「……すみません」

　私ときたら、本当に恥ずかしくて情けない。社長が私ごときを相手にするはずがないのだ。なんせ、恋人はあの三木専務だと噂されているのだから。

　彼女と私を比べるまでもないけれど、かたや容姿端麗、仕事も抜群にできる女性で、私はノロマで鈍い〝ちんちくりん〟。

　社長が私に襲いかかることは、絶対にありえないのだ。そんなことを一瞬でも考えたことが、本当に申し訳ない。

　背中を丸めて項垂れた。

「わかったら、荷物を下ろせ」

「はい……」

　もう社長に従う以外、手立てはなかった。

「幹事には、先にバスを出すよう連絡したから」

「電話通じたんですか!?」

　慌ててリュックを下ろして、中からスマホを取り出す。ところが、相も変わらず電波状態は最悪だった。

「雨が小降りになったのを見計らって、電波の通じるところを探してきた」

「そう、ですか」

　部屋の隅のほうへ力なく腰を下ろした。みんなが先にバスで帰ってしまったら、私たちはどうやって帰るんだろう。

「心配するな。麓ふもとに知り合いがいる。明日の朝、下山したら車を出してもらうことになっているから」

　私の不安を悟った社長は、対たい抗こう措そ置ちを説明してくれた。帰る手段があるのなら、ひとまずよかった。安否の確認も取れていれば、大捜索なんてことにもならないだろうし。麻里ちゃんも心配せずに済む。

「もっと火のそばへ寄れ」

　それに素直にうなずくと暖炉に近づき、社長の右斜めうしろに座る。

　春とはいっても、さすがは山だ。暖炉の火を暖かく感じるのは、きっと外気温がグンと下がっているから。火を起こしてくれた社長に感謝しなくては。

「いろいろとありがとうございます」

「唐突になんだ」

　薪をくべる手を止め、社長が顔を向ける。キョトンとした顔だった。

「私ひとりだったら、今ごろ凍えていたと思います」

　私は体育座りをして膝の上に顎を乗せた。

「だろうな」

　社長がフンと鼻を鳴らす。

「この山小屋にすら辿り着かないで、クマに食われていたかもな」

「えっ、クマが出るんですか？」

「かもな」

　意地悪くニヤリと笑う。

　そういえば、朽ち果てて字も消えかかっていたけれど、そんな立て看板を目にしたかもしれない。

　クマと鉢合わせしたシーンを思い浮かべて、ブルッっと身震いする。

　今、自分がここに無事でいることに、強く感謝した。

「でもまぁ、クマのほうも奈知のことは遠慮するんじゃないか？」

「どういう意味ですか」

　私が不満を漏らすと、速水社長はククッと笑った。さすがにそれはひどい言いようだ。

「まぁいいから、これでも飲め」

　そう言いながら彼が紙コップを差し出す。いったいなにが『まぁいいから』なのだ。

　ところが、私ときたら、『ココアだ』と言われて、すぐに気持ちはそっちへ向く。

「ありがとうございます」

　ついニコニコ顔で受け取ってしまう。口をつけると、ホッとする。ひとくち飲むごとに優しい気分になれるから不思議だ。

「よし、しりとりでもするか」

　それは、社長の突然の提案だった。

「しりとりですか？」

「こうして黙って火を眺めていたって暇だからな」

　確かにそのとおりだ。沈黙の空気は少し重苦しいし、それなら他愛のないしりとりで無理やりしゃべっていたほうが気が楽だろう。

「そうですね」

　提案にうなずいた。

「普通にしりとりをやったって簡単でつまらないから、なにかルールでも設けるか。そうだな……、相手の言ったワードの二番目の文字を必ず使ったワードにすることにしよう」

「二番目の文字を使ったワード……」

「たとえば〝りんご〟と言ったら〝ん〟を必ず入れた言葉ってことで〝ゴング〟って具合だ」

　なるほど。社長の説明に、大きく何回かうなずいた。でも、ちょっと難しそう。

「どうだ、大丈夫か？」

　社長は私の顔を覗き込んだ。

「はい、たぶん……」

　自信はないけれど、まぁなんとかなるだろう。

「よし、じゃ俺から行くぞ。〝アカシア〟」

　〝アカシア〟なら〝あ〟で始まって、どこかに〝か〟を入れるんだよね。えっと……あ、これでいいのかな。

「〝あかるさ〟」

「〝さかさまつげ〟」

　――は、早い。一拍も置かず社長に返されて唖あ然ぜんとする。

　社長は、私の驚いた様子を見て得意気だった。

　また私の番だ。〝げ〟から始まって、〝か〟を入れる……。あ、あった！

「〝月げっ下か〟」

「〝かみコップ〟」

　えぇ!?　早いってば！　またもや速攻で返されてしまった。〝ぷ〟から始まって、〝み〟を入れる……。

「〝プレミア〟」

　これはなかなか早く返せたと思ったところで、「〝アキレス〟」と社長が答える。まるで、私の答えを初めから知っていたような速さだ。

　いくら頭の回転速度が違うとはいえ、これではレベルが違いすぎる。やっと答えたと思ったら、すぐに回ってきてしまうものだから、さっそく頭が疲れてきた。

　最後の文字が〝す〟で、二番目の文字は……。

　うんうんと唸りながら、なんとなく壁に視線を向けると、黒い影が動いてビクッとした。

「ただの影だ」

　それを見ていた社長が軽く笑いながら突っ込む。

　なんだ、影か……。もう、驚かさないでほしい。社長が言っていたようにクマでも出没したのかと思ってしまった。

　ふと、壁に手をかざす。確か、こうすればキツネになるはず。子供のころやったように、指先をつけてキツネを作って壁を見る。

　すると、その隣に同じくキツネの顔が並んだ。社長のキツネだ。思わず顔を見合わせて笑った。

　同じように犬も作れたはずだけど……。両手をいろんな具合に組み直し、影を確認する。

「それはなんのつもりだ？」

「犬です」

　社長はプッと吹き出した。

「あのなぁ、犬はこうだ」

　呆れて言いながら自分の手を組み合わせ、模した口を器用にパクパクさせる。壁に写った影は、まさに犬だった。いつの間にか、影絵遊びに興じる私たち。

「ほら、やってみろ」

「えっ」

　社長が私に急に近づき手を取る。

「いいか？　こうだ」

　影絵の指導スイッチが入ってしまったらしい。社長は突然張り切りだして、私の手をあれこれ組み替える。

「両方の親指は耳だ。もっとピンと張れ」

「は、はい……こう、ですか？」

「よし。で、右手の小指だけ薬指から離す」

　私の小指をムギュッとつまみ引っ張る。「見てみろ」と言われて壁を見た。

「……わぁ、本当だ。すごい。ちゃんと犬ですね」

　壁に写った影に感動してしまった。小指を動かすと、犬が口をパクパクしているみたいだ。

「だろ？」

　得意気に言う。社長の顔に薄っすらと柔らかな笑い皺しわが浮かんだ。

「次は白鳥だ」

　白鳥!?　なにもそこまでやらなくても……。

　キツネと犬では飽き足らず、今度は白鳥を作ると言う。やる気満々になってしまった。社長は両手を使いあっさり白鳥を作ると、私に「やってみろ」と指示した。完全にスイッチが入ったみたいだ。

　右腕をこうして……左手で羽を……。指導されたように作ってみる。しかしこれが思うようにいかない。ひどいくらいに不格好だ。

「ヘッタクソだなぁ」

　冷やかすように言うなり、私の両腕をむんずと掴んだ。

　さっきより社長の体が近づき、とっさに体が硬直する。ムスク系の香りがほんのりと漂ってきたものだから、妙に意識してしまった。

「右腕はもっと伸ばす。それから、左手はこうだ」

「はい」

　操られるままに影絵を作りながら、その距離の近さになぜか胸が高鳴る。

「違うって。少し腕を傾けろ」

　社長は私の心臓などお構いなしに、さらに密着してきた。鼓動を鎮しずめようと、彼に気づかれないように静かにゆっくり息を吸っては吐く。

「ほら、どうだ」

　満足げな声に、そこでようやく壁へ目を向ける。

「わぁ……」

　思わず声が漏れた。そこには、さっき私が作った無様な白鳥の姿はどこにもなかったのだ。ただし、それは社長が私の腕を支えてくれているからに他ならない。たぶん、手を離されたら角度が変わって、こうはいかないだろう。

「すごいですね」

　嬉しさいっぱいに振り返ると、思いの外ほか、彼の顔が近くにあって、金縛りにでもあったかのように体が硬くなる。社長は少し驚くような表情をしたあと、戸惑いを滲ませた。

　顔を逸らせばいいのに、なぜかできない私。間近で合った視線は、複雑に絡まった糸のようにガッチリと私を捕らえた。

　鋭さを秘めながらも優しい眼差しを前にして、瞬きができない。

　息が詰まって苦しくなった時だった。パチンと大きく鳴った音が、私たちの間にあった緊張を不意に解いた。

　ふたり揃って、音のしたほうへ目を向ける。暖炉の薪が弾けたようだった。さっきより幾いく分ぶんか、火の勢いが弱まった気がする。

　社長もそう思ったのか、暖炉に近づき、そばに置いてある薪をくべた。




　ゾクッする寒さを感じて、薄っすらと目を開ける。

　そうだ。山小屋だったんだ。

　変な角度で壁にもたれていたのか、首が痛い。そこをさするようにしたところでハッとした。

　――違う。壁なんかじゃない。

　私のすぐ隣には、まだ寝息を立てる速水社長が座っていた。彼の肩にもたれて眠っていたのだ。どうやら社長が薪をくべるのを眺めているうちにいつの間にか眠ってしまったようだ。

　私は自分のジャケットを着込んだまま、彼のジャケットは私たちにかけられていた。たぶん社長は、ふたりで寄り添っていたほうが暖かいだろうと私にくっついていたんだろう。

　そうだとわかっているのに、心拍数が急激に増える。彼のジャケットから再びムスクの香りが漂って、なんだか気持ちが落ち着かない。

　起こさないようにそこからそっと抜け出し、ジャケットを彼にかけ直した。

　寒くて当然だ。暖炉の火が消えていた。すぐそばに薪が置いてあったものの、私に火は起こせそうにない。目覚めた私はいいとして、これじゃ、社長は寒いだろう。

　そういえば、あれを持ってきていたはず。自分のリュックを漁り、カイロを取り出した。春といえ、山の気温は侮れない。念のために持ってきて正解だ。

　袋を二枚破り、眠りの邪魔をしないよう、そっとジャケットをめくる。細心の注意を払いながら、社長の胸の辺りに一枚、お腹の辺りにもう一枚を貼る。

　体を温めるために本当は背中に貼ってあげたかったけれど、壁に阻はばまれて仕方なくだった。




　窓の外は薄っすらと明るい。腕時計を見ると、午前四時半、雨は止んだようだ。デジカメを持ち外へ出ると、春とは思えないひんやりとした空気に包まれた。

　まだ濡れた地面。雨が降ったあとだからか、空気が余計に澄んでいるように感じる。清々しさに大きく深呼吸をした。

　散歩がてらゆっくり歩いてみると、さっそくムラサキツユクサを見つけた。デジカメを構えて、写真に収める。濡れた花弁がキレイだった。

　あっ、あそこに咲いているのはニガナ？　山道から少し離れた急斜面の下に咲いているのを見つけて、小走りに近づく。ところが、デジカメをズームにしてみたものの、どうしてもぼやけてしまう。

　もう少しだけ近づければいいんだけど……。そう思いつつ、カメラを構えながら慎重に踏み出したところで、地面で足が滑った。

「キャッ！」

　声を上げたと同時に、ガッチリと腕を掴まれた。急斜面を石がコロコロと転がっていく。

「アホか！」

　荒げた声に顔だけで振り返ると、社長が苦虫を噛み殺したような顔で立っていた。彼が私の腕を掴んでくれたおかげで、この急斜面を転がり落ちなくて済んだのだ。

「……すみません」

「ったく、お前というヤツは、どこまで手のかかる女なんだ」

　私を安全な場所まで引っ張ると、社長は腰に両手を当てて大きなため息を吐いた。

　手をかけさせているつもりは、もちろんない。だけど効率重視の社長からしたら、私のやることなすことすべてが、彼の許容範囲を逸脱しているのだろう。

「本当に申し訳ありません。ありがとうございました」

　深く頭を下げる。

「で、これは？」

　社長の声に顔を上げる。すると彼は羽織ったジャケットの前を開いて、胸を指差した。

「カイロです」

「そんなことはわかっている」

　眉間に皺を寄せる。

「ですよね。暖炉の火が消えたので、寒いかと思って……」

　余計なことをするなと、また怒られるかも。頭ごと体を縮めて反応を待つ。

「悪かったな。サンキュ」

「……え？」

　思わぬひと言に顔を上げた。照れ笑いを浮かべる彼にドキッとする。なんだか心が軽くなり、嬉しさに頬が緩んだ。

「準備ができたら、すぐに下山するぞ」

　不意に社長が表情を引きしめる。

「はい！」

　さっと身を翻ひるがえした彼を慌てて追いかけた。




「いやぁ、大変な目に遭ったねぇ、純ちゃん」

　下山した私たちを迎えてくれた人は、社長を〝純ちゃん〟と呼ぶ男の人だった。

　歳は四十代後半くらい。社長と変わらない背丈を見ると、百八十センチはありそうだ。丸々とした体型が、社長よりもずっと大柄に見せる。ニット帽を目ま深ぶかに被り、チェック柄のネルシャツの上にダウンベストを着ていた。顎ひげと口ひげを生やし、風貌はいかにも山男といった感じだ。クリッとした小さな目を細めて、社長の肩をトントンする。

「本当に参りましたよ。でも、くまさんがいてくれて助かりました」

　――くまさん？　あだ名？

　あまりにも見た目に合致した呼び方に、目をまん丸くさせた。

「奈知、こちらはくまさんだ」

「……はい」

　ワンテンポ遅れてうなずくと、私の反応にピンときたらしい〝くまさん〟は豪快に笑いだした。

「久しいという漢字に、一万円の万。それで〝久く万ま〟って言うんだよ」

　彼は笑いながら話してくれた。

「名字だったんですか」

「見たまんまの名前で驚いたかい？」

「あ、いえ……」

　そこでうなずくわけにはいかない。

「いや、いいんだよ。アハハ」

　尚も豪快に笑う。とても感じのいい人だった。

「それで、ふたりとも、どこにも怪我はないかい？」

「はい。大丈夫です」

　私が答えると、「未遂はあったんですけどね。どっかのドアホが急斜面を転げ落ちたかったらしくて」と社長が余計な報告をする。意地悪な顔で私を見た。

　転げ落ちたかったわけでは決してないけれど、言い返す立場じゃないだけにぐっとこらえる。すると、久万さんはまたハハッと笑った。

「おいおい、純ちゃん、いくらかわいいからって、そんなにいじめちゃダメだよ」

「かわいい？　久万さんはこういうタイプが好みですか」

　社長は私をいつもの下等動物でも見るような目で見たあと、久万さんに怪け訝げんそうに尋ねた。

「いやぁ、かわいいねぇ。ポワーンとしていて、それでいてシュッとしている」

『ポワーン』として『シュッ』と？

「久万さんのたとえは、相変わらずわけがわかんないな」

「ハハッ、そうかい？」

　久万さんは頭を掻いた。

「しかし、純ちゃんも相変わらずだねぇ。好きな子をいじめるなんて小学生みたいなことは早く卒業したほうがいいよ」

　す、好きな子!?　それって、まさか私のこと!?

　久万さんが変なことを言うものだから、心臓が軽く飛び跳ねる。そわそわしながら社長を盗み見ると、片方の眉を吊り上げた。

「だ、誰が誰を好きだって？」

　社長はちょっと待てよといった様子で、久万さんの肩に手を置いた。その手に意外と力が入っていたのか、久万さんが少しだけよろける。

「おや、違うのかい？」

「勘弁してくれ」

　社長は髪の毛を掻きむしりながら言うと、「ほんとどうなってんだよ」と小さくブツブツと続けた。

「さて、そろそろ行こうか。ところで、朝飯は食べたのかい？」

「いえ、食料は尽きました」

「そうかそうか。ちょうどよかったよ。今、うちのカミさんが準備しているところだ。四人で朝食といこうかね」

　久万さんは手を叩いて喜ぶと、私たちを大きな四駆の後部座席に乗せてくれた。

　エンジンがかけられると、カーステレオから大音量で歌が流れ始める。それが流行りの女性アイドルグループだったものだから、ちょっと面食らってしまった。

「あ、ごめんごめん。ちょっとボリュームを下げよう」

　ルームミラーで私と目の合った久万さんは、すぐに音量を絞ってくれた。それでも変わらず流れる歌。

　しかも、車が動きだした途端、久万さんがそれに合わせて歌い始めた。鼻歌なんてレベルじゃない。私たちがいることも全然関係ないみたいだ。

「いつもこうなんだ」

　社長が私の隣で笑みを浮かべる。

「そうなんですか……」

　森のクマさんならぬ、山の久万さんは、たまに振りつけも交えながら、気持ちよさそうに体を揺らした。

　アップダウンの激しい山道だけに、運転が心配になるけれど、隣の社長がゆったりとシートに体を預けているところを見ると、そういった点は心配なさそうだ。

「あの、もしかして、『クマに食われていたかも』って、久万さんのことだったんですか？」

　山小屋でクマが出ると言っていた社長の言葉を思い出した。声を落とさなくても、きっと久万さんには聞こえない。変わらず夢中で歌っていた。

「よく気づいたな。奈知にしては上出来だ」

　社長がフンと鼻先で笑う。褒められたのか、けなされたのか。

「この山にクマは生息してない」

「そうだったんですね」

　私が見かけたような気がした朽ち果てた看板も、きっと別のことが書かれていたのだろう。私をクマで脅すなんて、社長も人が悪い。

　チラッと横目で見た彼は、してやったりという顔をしていた。




　私たちが車に乗せてもらってから十分ほど経ったころだった。久万さんはハンドルを左に旋回させると、ロッジ風の建物の前で車を停めた。

「はい、着いたよ」

　促されるままに降り立つ。それは、大きな丸太で組まれたようなログハウスだった。目の前の建物を見上げていると、社長が「久万さんの別荘だ」と教えてくれた。

　別荘を持っているなんてすごい。いったいなにをしている人なんだろう。そんなことを考えながら、ふたりに続いて玄関へ続く階段を上った。

「連れてきたよ」

　久万さんの声に「はーい」と声がしたかと思ったら、奥からエプロン姿の女性が現れた。

　ふくよかで小柄、福笑いの顔によく似ている。歳はたぶん、久万さんと同年代だろう。大きな目元に穏やかな笑みを浮かべた、とても優しい雰囲気の女性だった。

「おはようございます」

　社長と揃って頭を下げる。

「いらっしゃい、純ちゃん」

「今日は本当に助かりました」

「ほんとよね。私たちがちょうどこっちにいたからよかったわ。久万福ふく子こです。よろしくね」

　〝福子〟。見た目そのものの名前には、久万さんに引き続き驚かされた。

　福子さんは社長に言ったあと、私に向かって優しく微笑んだ。

「私は雨宮奈知と申します。速水の会社で働いております」

　丁寧に頭を下げた。

「働きっぷりはイマイチだけどな」

　私の自己紹介に、社長が失礼なひと言を追加した。しかしイマイチなことは否めない。

「まぁ、純ちゃん。そんなこと言ったらかわいそうよ」

「いえ、本当のことなので……」

　初対面の人に庇かばってもらったことで、恥ずかしさに小さくなる。花にかまけて、花瓶の水を社長にかけてしまったし、通常業務すらろくにできなかったし。

　入社して初めて社長と直接接触した時に大失敗をしでかすなんて。普段からそうだと思われて当然だ。

「純ちゃんは相変わらずね」

「そうなんだよ。いい加減に好きな子をからかうのは卒業しろって、さっきも言ったところだ」

　久万さんが笑い合ったまま私たちに「なぁ」と同意を求める。

　社長は首のうしろをこすって視線を彷徨わせ、私はどう反応したらいいのかわからなくて、愛想笑いしか浮かべられなかった。

「さぁ、中へ入って」

　三人のあとに続いて入ると、天井の高いリビングとダイニングが現れた。

　室内も外観と同じく、丸太が剥き出しだ。三十畳はあろうかと思われる広いリビングには、布製のベージュの大きなソファがふたつと、切り株をそのまま加工したテーブルがあった。余計な装飾はないけれど、温かみのある印象だ。

　外からの光をたっぷりと採り込める大きな掃き出しの窓の向こうには、ウッドデッキが見える。ダイニングは、深い色味の木製のテーブルと椅子。そのテーブルには、おいしそうな料理が並んでいた。

「さぁ、かけてちょうだい。ふたりが来るのを待っていたの」

　福子さんはキッチンへ向かうと、両手で抱えるほど大きなカゴにパンをたくさん載せてきた。焼き立てのいい香りだ。

「お！　あれもありますか？」

　社長が椅子に座りながら、嬉しそうにカゴを覗き込む。

　〝あれ〟ってなんだろう。

「ごめんね、純ちゃん。今日は焼いてないから、別ので我慢して」

「それは残念。おっ、このベーグルもうまそうだ。ほれ、奈知も食え」

「んぐっ……」

　社長の隣に腰を下ろそうとしたところで、メロンパンの時同様にベーグルを口に強く押し当てられた。目を白黒させたものの、なんとか口を開く。

　……ん？　おいしい！

　ひとくち食べると、もっちりとした食感と優しい小麦の味が口の中に広がった。

　私が今まで食べてきたベーグルは、いったいなんだったんだろう。これほどのもちもち感は体験したことがない。

「いつまで俺に持たせる気だよ」

　味を堪たん能のうしていると、社長のジトッと湿気を含んだ目と合った。

「――ふ、ふみまへん！」

　慌ててベーグルを自分の手で持ち、社長に頭を下げる。

「純ちゃん、女の子にはもっと優しくしてあげなきゃ」

　福子さんにたしなめられても、社長はまったく意に介さず悪びれる様子もない。とはいっても、彼が優しい人に豹変したら、それはそれで怖いような気がする。

「ささ、なっちゃんも――って、私ったら嫌ね。奈知さんを馴れ馴れしく〝なっちゃん〟なんて」

　福子さんは口元に手を当てて「ふふふ」と笑った。

「いえ！　そう呼んでくださると嬉しいです。家族にもそう呼ばれていますし」

　慣れ親しんだ呼び名に、なんだか急に親近感が増したように感じる。

「そう？　それじゃ遠慮なく、そう呼ばせてもらおうかしら」

「はい、よろしくお願いします」

　目の前に置かれた空の皿にベーグルをひとまず置き、膝の上に両手を揃えてペコリと頭を下げた。

「腹ペコだろ。これも食え」

　そうしている間にも、社長はクロワッサンや白いミルクブレッドを私の皿に山盛りにしていく。

「え？　え？　ちょっと待ってください。そんなに食べられません」

「昨夜から飯抜きで山を下りてきたんだ。腹が減ってないわけがないだろ？」

「そうだよ、なっちゃん。遠慮しないで、たくさん食べていきな」

　私の向かいの椅子に座った久万さんまで、社長を真似て私の前にパンの入ったカゴを滑らせる。迎えに来てくれた久万さんの好意は無む下げにはできない。

「はい……」

　一応返事はしたものの、さすがにその量には無理があるだろう。ざっと見ただけでパンが五つも盛られている。どうしたものかと呆気に取られていると、恨めしいことに私のお腹が「グゥ」と大きな音を立てた。

「ほーれ、言わんこっちゃない」

　意地悪な笑みを浮かべる社長と、豪快に笑いだす久万さん夫妻。

　私のお腹は、どうしてこうもバッドタイミングばかりを選んで鳴るんだろう。一度ならず二度までも空腹でグウグウ鳴らすなんて、穴があったら入りたい。

「奈知の腹の虫は、俺たちの会話がよーく聞こえるみたいだな。しかも空気まで読めるとは、なかなかたいしたものだ」

　社長はニヤニヤしながら、大皿に盛られたサラダを取り分け始めた。

　お腹の虫のほうが私より出来がいいと言われた感じだ。

「なっちゃん、それも食べてね」

　福子さんが目玉焼きとウインナーの皿を手で指す。

「ありがとうございます」

「じゃんじゃん食べろ」

　デザートのリンゴとオレンジまで山盛りだ。

「いただきます……」

　三人の視線を一身に浴びながら、ミルクブレッドを手に取る。そんなに見られていると、ちょっと食べにくいな……。視線を手元に落として、小さくかぶりつく。

　――ん！　なに、このふわふわ！

　口にした途端、ほんのりとミルクの甘い香りが鼻から抜けていく。

「おいしい」

　思ったままの感想が、ポツリと自然に口から出た。

「だろ？　福子さんのパンは天下一品なんだ」

　それは納得。二十七年生きてきて、こんなにおいしいパンは初めてだ。

「やぁねぇ、純ちゃん。お世辞がうまいんだから」

「いや、福子さんのパンを食べたら、他のパンは食べられないですよ」

　うんうん。それもわかる。焼き立ての条件を抜きにしても、絶対においしい。

　あ、もしかしたら……。

「あのメロンパンも福子さんが作ったものですか？」

「そうだ」

　社長はクロワッサンにウインナーを挟み込みながら答えた。

　やっぱりそうだったんだ。山登りのお弁当用にメロンパンだけをたくさん持っていくくらいだから、社長は福子さんのパンの相当なファンのようだ。

「なっちゃん、うちのメロンパンを食べたのかい？」

「はい、昨日、社長からおすそ分けをいただきました。とってもおいしかったです」

「そうかい。それはよかった」

　久万さんはうなずきながら、オレンジジュースを飲み干した。

　隣では、社長が次から次へとパンを頬張る。私の皿に盛られた数以上のパンが、社長のお腹へと吸い込まれていった。それ以外にも、目玉焼きはもちろん、サラダも果物も、豪快に食べる姿は見ていて清すが々すがしいくらいだった。

「ちょっと純ちゃん、そんなに食べて大丈夫なの？」

　心配して尋ねる福子さんに、社長がパンを頬張ったまま片手をヒラヒラとさせる。大丈夫だと答えているらしい。

　でも、言われてみれば、食べ過ぎのようにも見える。しまいには眉間に浅い皺が寄っていた。

「大丈夫ですか？」

　私まで心配になってきた。

「あぁ」

「きっと純ちゃんなりの優しさなんだよ。なっちゃんが遠慮しないようにっていうね」

　久万さんがおおらかな笑みを浮かべながら言う。

　それじゃ、強引にパンを食べさせたのも、無理だと思えるほどの量を皿に盛ったのも、私を気づかって……？

「久万さん、待ってくださいよ。そんなわけがないじゃないですか」

　お腹をさすりながら社長が否定する。

「純ちゃんは口が悪いから誤解されやすいんだけど、本当はすごく優しいんだ」

「そうなのよ、なっちゃん。だから、純ちゃんがなにかキツイことを言っても気にしないでね。本心は違うから」

「だから、俺は別に優しくないですから」

　続けざまに久万さん夫婦が言うものだから、社長は居心地が悪そうに座り直し、私を指さして「いいか、勘違いするなよ」と釘を刺した。

　私はといえば、久万さん夫婦と社長に、それぞれ別々に「はい」と小さくうなずくしかなかった。

　そういえば、三木専務も同じようなことを言っていたことを思い出した。『根は優しいの』と。思い返してみれば、見捨てることだってできた私を山で助けてくれたのは社長だ。私の重いリュックまで背負ってくれたのも、逃げ込んだ山小屋で、寝込んだ私にジャケットをかけてくれたのも。

『花なんかくだらない』と言っていたのに、普通なら気づかないような小さな花でさえ、踏まないように歩く姿だって、優しさが現れた一面なんじゃないか。そんなことを思いながら社長の横顔を眺めると、なんだか心が温かくなるのだった。










罪つくりなキス




「とにかく奈知が無事で本当によかった」

　週が明けた月曜の朝、出勤してきたばかりのロッカールームで、麻里ちゃんはバッグをしまってから私をムギュッと抱き締めた。

　土曜日の登山の日、麻里ちゃんは頂上でいくら待っても現れない私を心配して、何度となくスマホに連絡を入れてくれたらしい。頂上は開けていたからか、電波は通じたようだ。

　雨が降ってきたので幹事と相談し、急いで下山してひとまず待つことにしたものの、みんなが揃っても社長と私のふたりが戻らない。集合時間を一時間オーバーし、いよいよ捜索の要請を出そうかと話し始めたところで、社長から幹事に連絡が入ったそうだ。

　ちょうど私ひとりが寝入っていたころだ。

　麻里ちゃんは、社長とふたりでいる私のことを相当心配していたらしい。彼女から何通ものメールが入っていたことに気づいたのは、久万さんの別荘を出る時だった。そこでようやく麻里ちゃんに電話をかけて、ざっくりと経緯を話せたのだ。

　本当なら、帰ってから彼女と会って話したかったけれど、久万さんの別荘でシャワーを借りたり、近くを散策しているうちに遅くなり、自分のアパートに帰った時には夜の七時を過ぎていた。

　麻里ちゃんの家を訪ねようにも、彼氏の桐谷さんとふたりでいるかもしれないから、お邪魔するわけにはいかない。このところ、彼女のところにちょくちょく泊まっていると聞いていたからだ。

　久万さんは、近くの駅から電車で帰ると言った私たちを、なんとそれぞれの自宅まで車で送り届けてくれた。もちろん、その間も例のアイドルの歌を陽気に歌いながら。

　社長はその歌声をものともせず、私がアパートで降ろしてもらうまでずっと寝入っていた。

　それも無理はない。私が山小屋で眠り込んでしまう時にたくさんあった薪は、私が朝目覚めた時にはほとんどがなくなっていたのだ。ということは、ほぼひと晩中、火が消えないように見ていてくれたということ。寝不足は当然だった。

　〝傲慢な社長〟のイメージは、〝根は優しい社長〟へと、この二日間で変わっていた。

「あとで、じっくり話聞かせてね」

　ロッカールームを出て歩きながら、麻里ちゃんが私の肩をトントンと叩いた。




「これはこれは。遭難者の雨宮さんではありませんか。ご無事でなによりです」

　エレベーター待ちをしているところへ現れたのは、同じく男子のロッカールームから出てきたと思われる加藤くんだった。いつも同様にメガネのフレームを右手で押し上げ、私を冷めた目で見下ろす。

「加藤くん、おはよう。土曜日は心配をかけてごめんなさい」

　バスの中で散々待たせてしまっただろう。頭を深く下げた。

「いえいえ、てっきりクマにでも見初められてしまったのかと思いましたよ」

「あの山にクマは生息していないんだって」

　事実をそのまま伝えると、加藤くんは片方の眉毛をピクリと動かした。

「……そういうことを言いたいわけじゃありません。まったく本当に呑気な人ですね、雨宮さんは」

　加藤くんに呆れ顔でそう言われると、なにも返せなくなる。呑気に花を追いかけていたのは事実だ。

「はいはい、加藤くん、ストップ。朝から奈知をいじめるのはやめてよ」

　加藤くんと私の間に、麻里ちゃんが立ちはだかる。

「おっ、雨宮防衛隊」

「だから、私は」

「では、沢木隊員と呼ぶことにしましょう」

「ちょっと！」

　麻里ちゃんが反撃に出ようとしたところで、エレベーターが三階に到着した。

　スーッと開いた扉の向こうに、ただひとり乗っていた速水社長の姿に気づいて、思わず姿勢を正す。

「おはようございます」

　麻里ちゃんと加藤くんの挨拶に続き、ひと足遅れて私も「おはようございます」と頭を下げる。社長が開ボタンを押してくれている間に、私たちはエレベーターに乗り込んだ。

「おはよう。土曜日は悪かったな。みんなは無事に帰れたか？」

　照れ臭そうに頭を掻きながら、社長が麻里ちゃんと加藤くんに言う。

「はい、私たちはなんとか雨が激しくなる前に下山できたので。ご無事で本当によかったです」

「雨宮さんと遭難しかけるなんて、社長も運が悪かったですね」

　加藤くんときたら、随分なことを言うものだ。とはいえ、迷惑をかけたことは事実。私が道に迷ったりしなければ、社長は普通に下山できていたのだから。

「先日は、本当にありがとうございました」

　改めてお礼を言うと、社長は笑顔を浮かべてくれた。

「来年は登山以外のことを検討したほうがよさそうだ。俺はもう二度とあんな目に遭うのはごめんだ」

　辛辣なことを言われても、以前のように恐ろしさを感じない。それどころか、彼の微笑みにドキッとしている自分がいて戸惑う。

　たぶん、社長の優しさを知ってしまったからだ。

「社長、ぜひそうしてください。登山じゃないことで親睦を深めましょう」

　登山嫌いの麻里ちゃんが、ここぞとばかりにアピールした。両手で拳こぶしを握って力説だ。

「沢木もそう思うか」

「はい」

　力強く麻里ちゃんが返事をする。

　そして、すぐにひとつ上の階、私たち総務部のフロアに到着。ドアが開くと社長に一礼して、エレベーターを降りる。足の速い麻里ちゃんの背中を追って小走りに駆けだした時だった。

「奈知」

　社長が私を呼び止める。その声に振り返ると、閉まりかけたエレベーターの扉は、加藤くんがとっさに開ボタンを押したことで再び開いた。

「あれは宿題だ」

「……あれ、ですか？」

　なんのことかと首を傾げると、社長の顔がにわかに曇る。

「しりとりだ」

　ムッとした口調で言われて、ようやく思い出した。なんの言葉で終わったんだっけ？　えーっと……。

　頼りない記憶を辿っていると、社長から大きなため息が漏れ聞こえた。

「〝アキレス〟の次だ。花の咲いている頭でよーく考えておけ」

　言い終わるなり、社長は自分で閉ボタンを押して扉を閉めた。エレベーターが上がっていく様子を表示パネルでぼんやりと眺める。

　アキレスの次だと〝す〟で始まって〝き〟が入る言葉だ。あのしりとりが続いていたとは思いもせず、花が咲いていると言われた頭で考える。

　よし〝ストロベリーキャンドル〟でいこう。花の名前で答えを見つけて、ひとまず安あん堵どだ。

「ねぇ、奈知」

　先に行ったとばかり思っていた麻里ちゃんが、私のすぐうしろから意味深な言い方で呼んだ。

「〝奈知〟ってどういうこと？」

　振り返ってみた彼女の顔は、興味津々という様子で目を光らせている。私の目の奥を覗き込むように目を糸のように細くした。

「どういうことって？」

「だって今、奈知のことを呼び捨てだったじゃない」

　ギクリとした。

「あれは……」

「山でなにかあったの？　もしかして、山小屋で一線を越えちゃった!?　ねぇ、そうなの!?」

　私に口を挟ませる隙もなく、矢継ぎ早に麻里ちゃんがまくし立てる。一線を越えるという言葉が、事実とは関係なく顔に火の手を上げた。

「やっぱりそうなの!?」

　私の反応が麻里ちゃんをさらに興奮させてしまったみたいだ。

「ち、違うの」

　彼女を宥なだめようと両手を胸の前で広げる。

「なにが違うの？」

「呼び捨てにしたのは、四文字より二文字を優先したから」

「……意味わかんない」

　麻里ちゃんは一瞬考えたあと、不審顔で首を横に振った。

「効率重視なんだって」

「ますますわからないよ。どういうこと？」

　早く言えとばかりに麻里ちゃんが急かす。

「えっとね、雨宮だと四文字言わなくちゃならないけど、奈知なら二文字だから効率がいいってことみたい」

　麻里ちゃんの目が点になる。しばらく瞬きもせずに私を見つめたあと、彼女は「なにそれー」と笑いだした。

　やっぱりちょっとおかしいのかな。あのときは〝さすが社長〟と思い直したけれど、彼女の反応を見てわからなくなってきた。

　そして、転がるように声を立てて笑うと、麻里ちゃんが今度は急に真顔になる。

「もしかしたら社長、奈知に気があるんじゃない？」

　とんでもないことを言いだした。

「どうしてそうなるの！」

　さすがにそこは私も反応早く否定する。

「だって、その理由だと、私だって沢木より麻里って呼ぶはずでしょ」

「……え？」

　言われてみれば、麻里ちゃんのことは〝沢木〟と名字だった。でも……。

「社長には三木専務がいるんだよ？」

　そう、完璧な恋人がいるのだ。

　麻里ちゃんも私の最後のひと言に、「あ、そうか」と最も重要なことを思い出したようだった。

「雨宮さん、ちょっとよろしいですか？」

　総務部長に小さく手招きをされて呼び出されたのは、その日のこと。お昼まであと三十分という時だった。

　同じく呼び出された、四年先輩の園その田だ有ゆ紀きさんが大きなお腹を抱えて部長のあとに続く。私たちが入ったのは、総務部の部屋を出てすぐ左手にある小さな応接室だった。

　部長の前に、園田さんとふたり並んで座る。

「雨宮さんも既にご存知だとは思いますが、園田さんは一ヶ月後に産休に入る予定になっています」

「はい、存じています」

　園田さんが嬉しそうに話してくれたのはつい先日のことだ。入社三年目にして結婚。トントントンと次々に子宝に恵まれ、今回で三度目の産休だ。

　そんな園田さんは、うちの母から言わせると、理想的な結婚出産のスケジュールといえる。第一子、第二子と男の子が続き、第三子は待望の女の子らしい。

「園田さんには、また総務部に戻って来てほしいと考えています。そこで、育児休業を取得している間、新たな人員は採らないことに決まりました」

　彼女は、入社以来ずっと総務部勤務。これまで二度の育休後も、同じポジションに戻ってきている。つまり、総務部にとって有能な人材というわけだ。

　これが私だったら、きっとあっけなく新しい人を投入されているだろう。私ももっと頑張らないといけない。ひっそりとひとり、小さく奮起したところで「そこでですね」と部長が先を続ける。

「園田さんの業務をひとまず雨宮さんに引き継いでいただきたいんです」

「はい。……って、はい!?」

　気安くうなずいたあとに、部長の言葉を頭の中で反芻して驚いた。

　園田さんの業務を、この私が？

「む、無理です！」

　彼女の業務といえば、総務部の中でも重要案件のひとつである株主総会の運営業務がほとんど。一方、私は、会議室の予約だとか、法規やマニュアルの差し替え、社内の備品の受発注が主な職務だ。それがいきなり株式関係の仕事だなんて、とてもじゃないけれどできない。しかも、あと一ヶ月しか猶予がないなんて。

「雨宮さんも、どんどん新たな仕事にチャレンジしたほうがいいです。今の職務内容なら、株式関係の業務を追加しても、さほど負担にはならないでしょう。それ以外の園田さんの仕事は他の方に振るとして、一番重要なものを雨宮さん、お願いします」

　確かに、毎日忙しくしているわけではない。正直言って、暇を持て余して欠あく伸びを噛み殺している時間があるにはある。

「ですが……」

「みんなにフォローしてもらいながら、頑張ってみましょう」

　部長は断らせるつもりはないようだ。

「雨宮さん、あなたなら大丈夫」

　園田さんまで、部長に加勢だ。根拠のない〝大丈夫〟に、私は不安でいっぱいになる。

「確かに、雨宮さんは仕事のペースが少し遅いようですが」

　部長が微笑みを浮かべる。私がトロいのは、誰の目から見ても明らからしい。耳がとても痛い。

「丁寧さは、他の誰にも引けをとりません」

「……はい？」

　部長が続けたひと言が、私の耳の神経を引きつける。

　今、『他の誰にも引けをとらない』って言ったの？　私に、そんなものがあるの？

　耳を疑う言葉だった。

「仕事は早いに越したことはありませんが、それでミスがあっては元も子もありません。特に株式総会などを運営する場合、ミスは命取りにもなりかねないのです。ですから、雨宮さんのその丁寧さがとても重要となります」

　いつも動きの鈍さを指摘されてばかりだっただけに、丁寧だと誉ほめられたことが信じられなかった。でも、すごく嬉しい。そう言ってもらえたのは初めてだった。

「私でよろしいんでしょうか？」

「雨宮さんが適任者だと思います」

　きっぱりと言われて、小さな自信が心に宿る。

「私も残りの一ヶ月で、すべてのことを教えるから」

　園田さんの頼もしい言葉に、『やってみよう』という気持ちが今はっきりと芽生えた。

「では、やらせていただきます。園田さん、よろしくお願いします」

　頭を深く下げ、ふたりに続いて応接室を出たのだった。




　そして迎えたお昼休み。普段から休憩室の窓辺のテーブルは人気が高く、私たちが来るころには埋まっていることが多い。ところが、今日は運よくひとつだけ空いていて、麻里ちゃんと私はそこにお弁当を広げた。

「部長の呼び出しってなんだったの？」

　麻里ちゃんは、いつものように私の分のホットココアと彼女のホットコーヒーをテーブルに置き、お弁当のふたを開けた。

「園田さんが産休に入ったら、仕事を引き継ぐようにって」

「それじゃ、人員補充をしないで園田さんの復帰を待つってことか」

「そうみたい。ただね、復帰後は別の職務をするんだって」

　さっき応接室を出たあとにチラッと園田さんが言っていたことには、総務部の事務関連職務を束ねる役割を任されるとか。総務部の女子事務員は、麻里ちゃんと私を含めて六名。役職が付くかどうかはまだはっきりとしていないみたいだけれど、そのトップということらしい。さすがは園田さんだ。

　後任人事が遅れたのは、三人の子育てをしながらやれるかどうか、園田さん自身が悩んでいたからだそうだ。

「奈知の責任が重くなるね」

「うっ……今、一番欲しくない言葉を言わないで、麻里ちゃん」

　いたずらに笑いながら言った彼女に、さっそく泣きごとを言ってしまった。さっき芽生えたはずの挑戦意欲は、いったいどこへ。それとも、あれは私の錯覚だったのか。冷静になって考えてみると、やっぱり不安しか浮かんでこない。

　麻里ちゃんは「ふふふ」と笑って、自分のお弁当箱からミニトマトを三つも私にくれた。

「わ！　いいの？」

「これあげるから、弱音を吐かないで頑張りなさい」

　まるでお母さんのように諭す。なにを隠そう、ミニトマトは私の大好物なのだ。いつか自宅のベランダで、花を育てる片隅にミニトマトも育てたいと画策している。私のお弁当箱にも入れてきたけれど、ミニトマトなら何個だっていける。

「うん、頑張る」

「ほんっと、奈知って単純だなぁ」

　麻里ちゃんがクスクスと笑う。

「え？　なぁに？」

　いの一番にミニトマトを口に放り込み、口をモゴモゴさせながら聞いたものの、彼女に『なんでもない』と誤魔化された。

「ここ座りますが、いいですよね？」

　上から目線のセリフが聞こえたかと思えば、加藤くんがお弁当バッグを持って私たちを見下ろしていた。今日も手作り弁当持参だ。彼は麻里ちゃんの隣に腰を下ろした。この前のお弁当の素晴らしさから、ふたが開けられるのをつい興味津々で見てしまう。

「なんなんですか、雨宮さん。欲しいと言われてもあげませんからね」

「ううん。おすそ分けは大丈夫だけど、今日はどんなお弁当なのかなって」

「フンッ」

　加藤くんは鼻をひと鳴らしして、別段もったいぶるわけでもなく、ふたを開けた。

「わぁ！」

　今回のお弁当も、やっぱりすごい。煮物に肉巻きに玉子焼きと、前回同様にカラフルだった。

「ねぇ、今日も自分で作ったの？」

「個人的な質問にはお答えできかねます」

　メガネの奥の瞳を鋭く光らせる。

　彼女はいないと言っていたし、自分で作ったのならそう言えばいいのに。なにをもったいぶっているんだろう。

　そんなことを考えながら加藤くんが箸を運ぶ様子をボケッと見ていると、賑やかだったはずの休憩室がなぜか突然静かになっていることに気がついた。そして、その静けさのあとに女子社員から小さく「キャー」という悲鳴が上がる。

　いったいなんだろう。麻里ちゃんと加藤くんの顔を見ていたら、ふたりの顔にほんの少し緊張が走ったような気がした。

「社長、お疲れ様です。休憩室なんて珍しいですね」

　社長――!?

　加藤くんの言葉に驚いて、その目線を追いかける。すると、社長は私たちのテーブルまであと二メートルというところまで近づいていた。入社以来、ここで社長を見かけたのは初めてだ。

「従業員が休憩中にどんなことをしているのか偵察だ。そこからゲームのヒントが見えてくるかもしれない」

　あくまでも真面目顔だった。社長は私たち三人のお弁当箱を上から眺め始めた。

「加藤、それはあれか」

「――社長」

　加藤くんはなぜか慌てて、『しっ！』と言わんばかりに人差し指を遠慮がちに立てた。社長がそれを見て、納得しきった様子で小刻みにうなずく。

　ふたりの不思議なやり取りを見ていると、今度は私のお弁当箱に視線が向けられた。

「おっ、ミニトマト発見」

　言うなり、社長が私からミニトマトをつまみ上げる。そして、あっという間に自分の口へ放り込んだ。大事なミニトマトがひとつ姿を消したことを遅ればせながら認識して、「社長！」と思わず声を上げる。

「うん、やっぱうまいな」

　社長もミニトマトが好きらしい。そして目にも留まらぬ速さで、もうひとつ口に入れた。

「で、宿題はできたのか」

「はい？」

「宿題だ」

　ポカンと聞き返した私に、社長が無愛想に言い放つ。

「あっ、はい」

　しりとりだ。まだ続けるつもりみたいだ。それなら今朝、きちんと答えを見つけたから大丈夫。……って、なににしようと思ったんだっけ？

　午前中は忙しく、突然決まった仕事の引き継ぎのことで頭がいっぱいになったせいか、その答えを忘れてしまった。

「それでなんだ」

　急かされると、ますます思い出せない。いい加減、しりとりのことは忘れてくれてもいいのに。

「おい、今、いい加減にしてくれって思っただろ」

　社長はそう言いながら、目を細めて私の顔を覗き込む。

「あ、いえ！」

　しまった。社長ってば洞察力が半端ない。

「悪いが、俺は諦めが悪い性た質ちなんだ。勝利が確定するまでやめないぞ」

　ひゃあ……大変な人としりとりをしてしまった……。

　社長は意地悪な笑みを浮かべて言い放つと、休憩室を出ていった。

　その途端、あちこちから私に対する、どこかチクチクとした視線が突き刺さる。

　まさか、私が今、社長と気安く話していたように見えたとか……？　もしそうだとしたら、ちょっとしたとばっちりだ。

「あなたたちはいったい、どういう関係なんですか？」

　加藤くんはメガネを人差し指で上げて私を見た。

「どういうって……社長と従業員だよ」

「そうですか？　今朝もエレベーターで〝奈知〟などと呼び捨てにされていましたよね」

「あれは……」

　麻里ちゃんへの説明と同じことをしても、加藤くんにはたぶん、『なにを言っているんですか。まったく理解不能です』とでも言われておしまいだろう。

「非常に怪しいですね」

　加藤くんは、今度はメガネのブリッジを人差し指一本で引き上げて、突き刺さるような目を私に向けた。

「ねぇ、加藤くん、社長のことはひとまず置いておくとして、もしかして加藤くんって奈知のことが好きなの？」

　……え？　加藤くんが、私を？　麻里ちゃんが突拍子もないことを言いだした。

　ううん、ありえない。いつも小バカにされているし、好意を持って接してくれているとは到底思えない。

「沢木隊員、いったいどうしたらそのような思考が導き出されるのですか？　勘違いも甚だしいです。私が、このトロくて鈍い雨宮さんを好きになるはずがないでしょう」

　かなりひどい言いっぷりはいつものこと。言い方も変わらず冷静だった。まるで数学の証明問題の回答のようだ。

「そう？　だって、顔を合わせれば奈知のことをからかうし。それって、好きの裏返しじゃないの？」

「僕を小学生と同列に考えるのはやめてください。本当にいい迷惑です」

　ほらね、麻里ちゃん。そんなはずは絶対にないのだ。加藤くんは、憤慨しきりという様子だった。

「ごめんごめん、ただの冗談だよ。ところで、奈知」

「ん？　なに？」

「宿題ってなんなの？」

　今度は、麻里ちゃんの話の矛先が私に向いた。

「それはその……しりとり……」

　小さい声で答える。

「しりとり？　なにそれ」

　麻里ちゃんは顎を突き出して噴き出した。

「山小屋で暇つぶしで始めたんだけど、それが私で止まっていて……」

「いやはや。雨宮さんがしりとりをしていたというのは納得できますが、社長まで一緒になって子供だましのような遊びを」

　私がボソボソと説明を加えると、加藤くんは呆れかえってしまった。でも、子供だましで片づけられるほど易しいしりとりではなかったのだ。ただ、それを力説したところで、加藤くんには鼻先で笑われそうだ。やめておこう。ついでに、影絵遊びのことも黙っておいたほうがよさそうだ。

「社長まで雨宮さんの毒に侵されてしまったなんて。この先、うちの会社は大丈夫でしょうか」

「ちょっと加藤くん、それはひどいんじゃない？　奈知の毒なんて」

「沢木隊員も気をつけたほうがよさそうですよ」

　加藤くんは真顔で麻里ちゃんを諭すと、彼女は「大きなお世話」と舌をペロッと出した。

　ムキになって白鳥の影絵を作った時の社長の無邪気な顔を、ふと思い出す。やり合う加藤くんと麻里ちゃんを見ながら、胸の奥がかすかに疼うずいた。




　電車に揺られること一時間半、私は実家のある房総へと帰ってきていた。ゴールデンウィーク初日というだけあって、電車も道も大混雑。特にここ房総は、潮干狩り目当ての観光客が溢れている。

　ゴールデンウィークだというのに、悲しいことになんの予定もない私。対して麻里ちゃんは、桐谷さんと温泉へ行くんだと楽しそうに話してくれた。

　ついでに言っておくと、加藤くんはグアムだかサイパンへ行くそうだ。友達となのか、ひとり旅なのかは、結局最後まで教えてくれなかった。そこまで隠す理由はいったいなんなんだろう。

「はぁ。やっぱり実家はいいなぁ」

　掃き出しの窓を大きく開け放ったリビングは、遠くから漂う潮の香りが、ここが実家だということを実感させる。三人掛けの大きなレザーソファに体を伸ばして横になっていると、ひとつ年下の妹、美み優ゆうが「だらしないなぁ、おねえちゃんは」と言いながら、私の足をパシッと叩いた。

「いいじゃないの。実家に帰って来た時くらい寛くつろがせてよ」

「おねえちゃんは、アパートでだっていつもダラダラしてるでしょ」

　まるで私を監視カメラで見ていたような口ぶりだ。

　美優は大学を卒業してから地元の市役所へ就職し、この実家から通っている。容姿は似ているのに、のんびり屋の私とは真逆の性格で、てきぱき動くし気も利く。場の空気を読むことにも長けていて、私の妹とはとても思えないくらいだ。

「そうだ。お母さんがおねえちゃんに写真を見せておいてって言ってたんだ。確かここら辺に……」

　美優がテーブルの下にあるラックをゴソゴソ探る。写真、つまりそれは、この前の電話で話していたお見合い相手のものだ。

「そんなの見ないってば」

「いいじゃん、見るだけなら別に。お母さん、いじけちゃうよ？」

　いじけても怒っても、結婚をするつもりはまだない。しかも、親が見つけてきた相手なんて、運命を感じない。

「あ、あったあった。これだよ」

　美優は、Ｂ５サイズの真っ白い封筒を私に突き出した。仕方なしに、それを受け取る。

「それじゃ、私は渡したからね」

　あとの責任は負わないといった言い方だ。彼女はそれで用事が済んだのか、二階にある自分の部屋へと戻っていった。

　受けるつもりのないお見合い。その相手の写真を見たって、意味のないこと。そう思ったものの、どんな人なんだろうかという、ちょっとした興味も湧いてくる。封筒に手を入れると、中から出てきたのはスナップ写真が一枚きりだった。

　そこに写った人を見て、絶句する。今どきこういう髪型の人がいるんだろうか。なんと、パンチパーマだったのだ。丸顔には、その髪型に不釣り合いなほど優しそうな目。白い歯をニッと剥き出しにした笑顔を浮かべていた。歳は恐らく三十代後半。

　ショックだった。お母さんが私の結婚相手にと選んだ相手が、こういうタイプだったとは……。

　正直、ちょっとした期待を持って写真を見ただけに、その反動は大きなものだった。人を外見だけで判断するものじゃないことはわかっている。でも、それでもひどい。がっくりと落ち込んでしまった。




　しばらくしてパートから帰って来たお母さんは、私に「おかえり」とニッコリ言うと、買い物袋を引っ提げてキッチンへと入った。スーパー勤務だから、ゴールデンウィークも関係ないのだ。

　夕飯の準備を手伝おうと、私もあとに続く。今夜は私の大好物のシーフードカレーらしく、魚介類がシンクに並べられた。

「仕事はどうなの？」

　エビの殻を剥むきながらお母さんが訊ねる。

「今ね、新しい仕事を引き継いでいて、ちょっと大変かな」

「そうなの？　あんまり嫌だったら、専業主婦っていう道もあるのよ、なっちゃん」

「もう、どうしてそうなるの」

　唇を突き出した。普通、母親なら『頑張りなさい』と元気づけてくれるものじゃないの？　まったくもう。

　さっそく始まった園田さんからの引き継ぎは、私には想像以上に大変で、ミスがあったら大変なことになると思うと、勤務時間中はずっと緊張。六月に行われる、株主総会に向けての準備に追われているところだった。

　どうして園田さんがいなくなるタイミングで株主総会なんて！と思ったものの、株主総会は決算から三ヶ月以内に行うことが義務づけられているため、準備などもあることから六月に開催するらしい。

　日本の企業は三月決算が多いから、株主総会はたいてい六月に集中するみたいだ。そういうことすら、総務部に在籍しているのに知らなかったとは、ちょっと恥ずかしい。園田さんも当然のこととして私に話していて、私の反応を見て驚いたくらいだ。

「なっちゃん、イカの皮を剥いてくれる？」

「はーい」

　イカの耳と胴体の間に指をムギュッと押し込んで、穴を開ける。皮を摘んで、そこから一気に先端に向かって引く、と。

「あらー、なっちゃん、料理の腕上げた？　一緒に住んでいる時は、なんにもできなかったのに」

　お母さんが「ふふふ」と笑う。

「からかわないでよ」

　ひとり暮らしをすれば、毎日お弁当を買ったり外食というわけにはいかない。必然的に料理をするようになるのだ。

「その調子なら、いつでもお嫁にいけるわね」

　またその話かと呆れてしまう。どうしてなんでもかんでも、そこに結びつけてしまうのか。

「だからね、お母さん――」

「ただいま」

「あら、お父さんだわ。なにか釣れたかな？」

　帰宅を知らせるお父さんの声に、お母さんはパタパタとスリッパの音を響かせて玄関へ向かってしまった。釣りを趣味とするお父さんは、このところ休みになると朝から晩まで海釣りへと出かけているらしい。

　大きなクーラーボックスを肩から提げ、お父さんがキッチンへ顔を出す。帽子を取ると、日焼けした顔ににこやかな笑みが浮かんだ。

「なっちゃん、おかえり」

「ただいま。なにか釣れた？」

「いやぁ、今日は全然ダメだったよ。いい潮がきているっぽかったんだけどねぇ。周りの人たちもてんでダメだ。おや、今夜はシーフードカレーかい」

　まな板の上に並んだ食材だけでわかるとは、さすがにお母さんと連れ添って長いだけはある。

「じゃ、できるまで一杯やるとするか。なっちゃん、美優は？」

「上にいると思うよ」

　お父さんはクーラーボックスをキッチンの隅に置くと、階段の下から大きな声で美優を呼んだ。彼女はお父さんの晩酌相手なのだ。本当は息子と飲むのが夢だったらしいけれど、美優もなかなかいける口だから、それはそれで楽しんでいるみたいだ。

　私はというと、ビールをコップ一杯飲むのが限界で、お酒はあまり得意ではない。

　お母さんに代わって、グラスをふたつと冷蔵庫からビールを出し、対面キッチンの向かいにあるダイニングテーブルに並べた。




「いただきまーす」

　四人で食卓を囲むのは、お正月以来だ。

　シーフードカレーに生野菜のサラダ、コンソメスープ。それから、お父さんが数日前に釣ったアジのフライが並んでいた。

　さっそくスプーンでカレーを口に運ぶ。やっぱりお母さんの作るカレーはおいしい。同じ市販のルウを使っているのに、私が作るとどうして同じ味にならないんだろう。

「そうだ、なっちゃん。写真、見た？」

　唐突にお母さんが話題を振る。私の反応を楽しみに待っているのは、その溢れんばかりの笑みからわかった。

「見たけど……」

　また結婚の話かと、どうしたって言葉に力が込められない。

　こう言っては失礼だし、容姿に関して人のことを言える立場でないことはわかっている。でも、あの人がお見合いの相手じゃ……。急に食欲が落ちてくる。

「お、さっそく見たのか。それで、感想はどうだ」

　どうって……。私の斜め前に座っているお父さんが、身を乗り出す。こちらもまた、かなり乗り気だ。

「素敵な方だったでしょう？」

　お母さんの趣味はどうなっているんだろう。好みのタイプが、実はパンチパーマの男性なのかな。だとしたら、最近薄くなってきたお父さんの髪の毛には、かなり酷な髪型だ。

　もしかしたら中身は素敵な人なのかもしれない。ただ、どうしてもあの頭がチラついてしまって〝素敵な方〟にはうなずけない。

「あっちは私でいいって言っているの？」

　直接相手を攻撃するのではなく、そういう方向で攻めてみることにした。相手が私をどう思っているかはわからないのだから。

「ご両親は大賛成してくれているのよ」

　それでは、うちと同じレベルの話だ。お互いに両親が乗り気なだけで、当の本人にはその気がない。

「お相手はね、ちょっと調べたいことがあるとか言っているみたいで」

「調べたいこと？」

　なにそれ。私のなにを調べるつもりなんだろう。急に不安になる。

「そうなの。なにかしらね」

　お母さんが小首を傾げる。

　パンチパーマの夫の隣に並んでも見劣りしない、奇抜な髪型が似合うかどうかとか？　だったら、似合うわけがないから、どうか他の人を当たってほしい。

「探偵でも雇って、なっちゃんの周辺を探るつもりなのかしら」

　顎の下に手を添えて、お母さんが不思議がった。

「えっ、探偵？」

　突とっ拍ぴょう子しもないことを言われて、大きな声で聞き返してしまった。

　お母さんはなんでもないことのように言うけれど、それはちょっとただごとではない。コソコソ嗅ぎまわられるのは、決して気持ちのいいことじゃないから。

「そんな不安な顔をしなくても大丈夫よ。調べられたって、なっちゃんになにもやましいことはないでしょう？」

「それはないけど……」

　呑気すぎやしないか。私にやましいことがあるかないかの問題じゃない。カメラでこっそり隠し撮りをされるかもしれないことを思えば、不安を覚えて当然だ。

「それとも、この前の電話のあとに彼氏ができたの？」

「まさか！」

　そんな早業、私には到底無理だ。

　でも一瞬、速水社長の顔が過よぎったのはどうしてだろう。

　私は頭の上で右手をぶんぶん振って、社長の顔を振り払った。

「それじゃ、他に誰か好きな人でもいるの？」

「えっ……」

　お母さんの質問になぜかギクリとして、それと同時にまたもや浮かんでしまう、社長の顔。

　ないないないない！　それは絶対にない！　ブンブンと頭を横に振る。

「ちょっと、おねえちゃん、何事？」

　美優が不審そうに眉を寄せる。

「え？　あ、ううん……」

「おねえちゃん、好きな人がいるならいるって、はっきり言ったほうがいいよ。このままだと、お父さんとお母さんに好きでもない人と結婚させられちゃうから」

「やぁねぇ、美優ちゃんったら。無理になんてさせないわよ。ただ、早くお嫁にいかないと、いきたいと思った時にはいけなくなっちゃうから」

「母さんの言うとおりだぞ、なっちゃん」

　いっそのこと、結婚できないならできなくていい。あのお見合い写真の人と結婚するくらいなら、一生独身でいい。好き勝手に私の結婚話で盛り上がる三人を前に、私の食欲はどんどん落ちていくのだった。




　ゴールデンウィークが明けた翌日。私は園田さんと、再び引き継ぎ業務に追われていた。

　デスクには、今朝、加藤くんが各部署に配り歩いたマカダミアナッツチョコレートが三粒ほど置かれている。グアム土産だそうだ。真っ黒に日焼けした顔をして、珍しく弾はじける笑顔で私にもくれたのだ。ただ、『餌づけの一種ですね』という私に対する皮肉は忘れなかった。

　私のほうはというと、あのあと実家には一泊だけして、半ば逃げるようにアパートへ帰った。あのままいたら、それこそ休みの間にお見合いを強制執行されそうだったからだ。花の水やりがあったことも、ひとつの理由だった。

「それじゃ今日は、株主総会の招集通知を作成して、郵送の準備をしましょう」

　お昼から戻ると、園田さんはパソコンに保存されていた昨年の通知をディスプレイに表示させた。招集通知には、日時や場所の他に当日の議案が書かれている。

　損そん益えき計けい算さん書しょや賃ちん借しゃく対たい照しょう表ひょう、株かぶ式しき資し本ほん等とう変へん動どう計けい算さん書しょなど、添付する資料の大半は、園田さんが既に準備していたものがほとんどだった。

「日付や曜日を今年用に修正して、議案はこれに直してもらっていい？」

「はい」

　えっと……六月十八日、日曜日っと。それから、議案は〝余よ剰じょう金きん処分の件〟、〝任期満了に伴う取締役一名の選出〟……。

　昨年の招集通知に園田さんが走り書きしたものを確かめながら、確実に修正をしていく。間違いがあってはならない。一字一句、何度も校正をして、ようやく完成品を園田さんへ提出した。たかだか一枚の書面に三十分もかけてしまった。

「はい、オッケー」

　園田さんの承認を得てホッとする。

「これで送付書類はひととおり揃ったから、次は封筒の準備ね。このラベルシートに株主の住所を印刷して、それを封筒に貼りましょう」

　私が通知を修正している間に、園田さんが男性社員にお願いして運んでもらった段ボールが二箱、デスクの脇に置かれていた。中身はすべて封筒だ。株主の総数は、確か一万人弱。

「これ全部にラベルシートを貼って、中に文書を入れるんですよね？」

　わかってはいても、確認したくなる。園田さんは、おおらかに微笑みながらうなずいた。

「一日でやれとは言ってないから、心配しないで」

「あ、はい……」

　日数のことを言いたかったわけではなく、毎年こんな果てしない作業を園田さんがひとりでやっていたことに驚いたのだ。

「本当にお疲れ様でした」

　思わず敬意を表したくなってしまい、座ったまま頭を下げた。

「やだ、なぁに？　私に早く去れって言いたいの？」

　園田さんが冗談めかして笑う。

「違います。そうじゃなくて、園田さんはやっぱりすごいなぁって」

「褒めたって、なにも出ないわよ？」

　私の素直な感想に、園田さんは照れ臭そうに笑った。




　午後七時。ひとり減り、ふたり減り、気づけば総務部内は、私ひとりだけになっていた。

　ラベルシートへの印刷は終わったものの、封筒への貼り付けはまだまだ終わりが見えない。何日かに分けて行う作業とはいえ、私の仕事のペースを考えると、少し残業したほうがいいだろうと判断したのだ。

　麻里ちゃんは、定時の五時半に『お先に』と帰っていった。身重の園田さんに残業させるわけにはいかず、同じく定時に帰ってもらった。

　残業をめったにしたことのない私がひとりで残っているのは、なんだかちょっと新鮮だ。誰もいないフロアは、感じたことのない静けさに包まれていた。

　ココアでも飲んで休憩しようかな。

　両腕を広げて大きく伸びをしてから、三階にある休憩室へ行こうと席を立った。

　階下行きのエレベーターボタンをタッチすると、七階からゆっくりと下りてくる。

　――ピンポーン、と軽い音が鳴ると同時に扉が開いた。

「あっ……」

　一歩足を踏み出して留まる。速水社長が乗っていて、真ん前に立っていたのだ。

　ゴールデンウィーク中の実家で、やたらと社長の顔が出現したせいなのか、実物に私の心臓がトクンと弾む。

「奈知か。残業なのか？」

「はい、失礼します……」

　軽く会え釈しゃくをして静しず々しずと乗り込む。タッチパネルは一階が点灯していた。三階をタッチすると、社長が「サボリか」とニヤリと笑う。

「違います。ちょっと休憩しようかと」

　サボリなんかじゃない。ココアでひと息つくだけだ。すぐに到着した三階で、もう帰るのだろうと思って「お疲れ様でした」と社長に声をかけると、なぜか私に続いて彼も降り立つ。

「忘れ物ですか？」

「いや」

　歩きながら仰ぎ見て聞くと、社長は首を横に振った。

「そう、ですか……」

　うしろから威圧感が漂ってくる。そして社長は、私が入った休憩室へもなぜかついてきた。いったいなんだろう。

　背後を気にしながら自販機の前へ立つ。いつもそうしているように、四列あるうちの上から二列目、左から三番目のボタンをタッチした。すぐにカコンと音を立ててカップが下りてくる。抽出される、ほんの数十秒がやたらと長く感じるのは、すぐうしろで社長が仁王立ちになっているからだ。

　社長も自販機目当てだとわかっていれば、先にやってもらったのに。

　赤い点滅が消えたのを確認して、そそくさとカップを取り出す。

「お待たせしました。どうぞ……」

　自販機の前を社長に譲った。

　私はすぐそばにあった椅子に腰を下ろし、なんとはなしに彼を眺める。

　左手をポケットに入れて立つ姿を見て、スタイルのよさに改めて気づかされた。

　足、長いなぁ。もしかして八頭身？　いや、九頭身かなぁ。

　親指と人差し指で社長の体をいーち、にー、さーん……と測りながら、カップに口をつけた。

「――あれ!?」

　その瞬間、思わずカップを口から離して声を上げる。

　これ、ココアじゃない。コーヒーだ。しかもアイスコーヒー。

　嘘、どうして？　いつもと同じボタンを押したのに。

　立ち上がって自販機を見ると、お昼とは配置がまったく変わっていた。夏が近いせいなのか、ホット系は一番下の列だけにリニューアルされたみたいだ。

　カップを取った瞬間に気づかないとは、私の鈍さは相当なものだ。

「間違えたんだろ」

　でき上がったカップを取り出しながら、社長が私を見てクククと笑う。

「はい……」

　中身が変わるなんて想定外だ。

「ほれ」

　社長は自分のカップを私に突き出した。

「はい？」

「ホットココアだ。交換してやる」

「えっ……でも私、口つけちゃいましたから！」

　恐れ多くて、大おお袈げ裟さすぎるくらいに拒否する。

「だからなんだ？」

　言うなり社長は、コーヒーの入ったカップを私から強引に奪い、すぐさまそれを飲み干した。私が口をつけたところを拭う間もなかった。間接キスだ。

「飲め」

　ココアのカップを私の目の前に突き出しながら、空のカップをゴミ箱へポーンと投げ入れる。

　ここまでしてもらったのに飲まないわけにはいかない。

「……ありがとうございます」

　この際、遠慮なくいただくことにしたのだった。




　キリのいいところで時計を見ると、八時半を回っていた。今日はこのくらいにして帰ろう。簡単に片づけて、会議室や応接室のカギがきちんと締まっているか確認し、総務部をあとにした。

　すると、エレベーターで一階まで降りたところで、ビルのエントランスに立つふたつの人影が見えた。速水社長と三木専務だ。ゴールデンウィーク中にどこかへ出かけてきたのか、専務は少し日焼けしたように見える。見るからに恋人同士のふたりは肩を寄せ合い、笑いながら話していた。

　ほんと、仲がいいんだな……。

　時折、社長を小突いては三木専務の腕が絡みつく。

　なんでだろう。胸のずっと奥のほうに、針でチクチクと刺したような痛みが走った。

「あら、雨宮さん、残業だったの？」

　三木専務が私に気づく。それに「はい」と答えながら、止めていた足を進めた。

「今度またお花を飾ってくれる？」

　専務が晴れやかな笑顔で小首を傾げる。

「はい！　もちろんです！」

　三木専務に言われて即答する。ジャスミンで専務に喜んでもらえたのなら、これほど嬉しいことはない。

「社長のむさ苦しい部屋にも、また飾ってあげてちょうだい」

「誰がむさ苦しいって？」

「あら、速水社長の他に誰かいる？」

　専務が首を回して辺りを見渡す。不満そうな社長にも強気な発言だ。挑発するような言い方に、社長は眉をピクリとさせた。

「まったく、口の減らない女だ」

「口が減ったら大変よ」

　専務は目元に笑みを浮かべた。社長に全然負けていない。

「人のあげ足を取るな」

　ふたりして毒づきながら、ポンポンとテンポのいい会話が続く。これが会話のキャッチボールというんだろう。私とでは成り立たないものだ。他愛のない言い合いだからこそ仲よく見えて、羨ましくなる。

　私がいるから遠慮しているんだろうけど、きっとふたりきりなら、もっと甘さの散りばめられた言い合いになっているに違いない。そう思うと、なぜかまたキリキリと胸の奥が痛んだ。

「そうそう、こんなことしている場合じゃないんだ。私、早く帰らなきゃ」

　腕時計で時間を確認した三木専務が、慌ただしく駆けだす。ふたりで一緒に帰るわけではないらしい。

「送っていくから乗れよ」

　社長は、五メートルほど先に停車中のタクシーを指差した。

「ううん、車より電車のほうが早いから」

　三木専務が肩越しに振り返って、ヒラリと手を振る。

　〝お疲れ様でした〟の意味を込めて、私は頭を下げた。

　小走りで去る彼女の背中はどんどん小さくなっていき、あっという間に路地の向こうへと消えていった。私も帰ろう。

「お先に失礼します」

　腰を低くして社長の前を通り過ぎる。すると、数歩進んだところで「おい、待て」と、低い声で社長が私を呼び止めた。

「なんでしょうか」

　足を止めて振り返る。

「送ってやる」

　え!?　社長に送ってもらうなんて、とんでもない！

「いえ！」

「どうせ通り道だ。乗れ」

「本当に大丈夫ですから」

「俺が送るって言っているんだから、素直に乗ればいいんだ」

　強引な社長には、これ以上抵抗しても無駄かもしれない。結局は、眉間に皺を寄せた社長の顔が怖くなって、言われたようにタクシーの後部座席に収まった。

　山の帰りに久万さんに送ってもらっただけで私のアパートの場所を把握してしまったのか、社長は私の代わりに運転手に行き先を告げた。

　本当は三木専務を送りたかったんだろうと思うと、申し訳ない気持ちになる。

　タクシーが走りだすと、社長はシートにゆったりと背中をもたれて、外へ視線を投げた。

「いつもタクシーなんですか？」

「いや、電車だ。今日は会議続きで疲れたからタクシー」

　そうだった。今日はいろんな部署の会議や打ち合わせで、会議室は予定が終日びっしり。社長も、その中のいくつかに呼ばれていたみたいだ。

「運転手はつけないんですか？」

　社長という肩書なのだ。専用の車に専属の運転手がいてもおかしくない。

「煩わずらわしいだけだ」

「そうですか……」

　そういえば、秘書も同じ理由でつけていないんだった。どちらも、いたら便利なのに。私が社長だったら、その立場にとことん甘えてしまいそうだ。

「それで、答えは出たのか？」

「答えですか？」

「宿題だ」

　ポカンと聞き返した私に、社長は『また忘れたのか？』という呆れた目を向けてよこした。

　ああ、そうだ。すっかり忘れていた。

「すみません、この間は答えを思いついたんですけど……」

　なにが思い浮かんだのか忘れてしまった。後部座席で小さくなる。

　そろそろ忘れてくれてもいいのに。社長は結構、執着体質なのかもしれない。

「ところで最後のワードはなんでしたっけ？」

「もう、それすら覚えてないって？　さすがは頭が花畑だな」

　目を見開いて驚いたあと、社長はクククと笑った。

「〝アキレス〟だ」

「あっ、そうでしたよね」

「本当に思い出したのかどうか怪しいな」

　腕を組み、目を細めて私を睨む。

「ほんとに思い出したんです」

　おバカの烙らく印いんを押されそうになったので、ついムキになる。

　社長は冷やかすような目つきで私を見ていた。

　くやしくて、もっと言い返そうと思ったけれど、なにを言っても無駄に思えて、止めておいた。

　この間用意した答えはなんだったっけ……。

　そうこうしているうちに、窓の外が見慣れた景色に変わっていた。

　ハザードランプを点滅させながら、タクシーが私のアパートの前で止まる。後部座席の左側に乗っていた社長は、ため息を吐きながら一旦降りた。

「こりゃ、答えは一生出てこない可能性ありだな」

「すみません」

　頭をぺこりと下げながら、バッグの中に手を入れてアパートのカギを探していると、「おい、降りないのか」と、社長がドアから顔を覗かせた。

「――降ります」

　手をバッグに突っ込みながら、慌ててタクシーを降りる。

「送っていただき、ありがとうございました」

　そう頭を下げた時だった。口が全開になっていたバッグまでが横向きになり、中身がバラバラとこぼれ落ちる。そして、そのうちのなにかひとつが、排水溝の細長い穴に吸い込まれた。

　わ！　今のなんだろう。軽い金属音が聞こえた気がしたけど……。

　ちょうど社長が街灯の光を遮さえぎる場所に立っていたので、なにが落ちたのかはっきりと見えなかった。

「おいおい、なにやってんだよ。ったく、すっトロいなぁ」

　拾おうと社長がしゃがみ込むから、私も急いで手を伸ばす。

「申し訳ありません！」

　散らかった荷物をすべて拾い上げてみると、自宅のカギがないことに気づいた。

「あれ？」

　もう一度バッグの中身を確かめる。いくつかあるポケットも、念のため化粧ポーチの中も。ところが、どこを覗いてみても、それらしきものは見つからなかった。

「どうしたんだ」

「アパートのカギが……」

「ないのか」

　力なくコクンとうなずく。

「はあ？　ないって、会社にでも忘れたんじゃないのか？」

「バッグから出していないので……。今そこに落としたのかもしれません」

　情けなさからボソボソと言うと、社長は呆れと驚きの交じった声でもう一度「はあ？」と言った。社長が、すぐさまその場に膝を突いて排水溝を覗き込む。

「社長！　そんなことをしたら汚れちゃいます！」

　ただでさえ高級そうなスーツなのに。花瓶の水をかけた上、アスファルトで汚れさせるわけにはいかない。

「そんなこと言っている場合か！」

　下から厳しい表情で睨み上げられて、一瞬のうちに空気を吸い込んだ。

「……すみません」

　私の謝罪の声は聞こえているのか、いないのか。社長は排水溝の隙間に指を入れ、それを持ち上げようとする。しかし、何年も開けたことのなさそうなそれは、ピタッとはまったままビクともしない。

「くそっ、動かないな」

　なにをするつもりなのか、社長は立ち上がると待たせたままだったタクシーの助手席の窓をコンコンと叩いた。パワーウィンドウが開けられる。

「どうされましたか？」

「なにか工具類を持っていませんか？」

　社長が尋ねる。

「……いやぁ、持ってないですねぇ」

「そうですか。わかりました」

　運転手とのやり取りを終えると、社長は左手を腰に当て、同情的な表情で首を横に振った。

「無理だ。落ちたカギは諦めろ」

「えっ」

　諦めろって……。それじゃ、私はどうしたらいいの？　放心状態になる。

「アパートの管理会社は？」

「あっ、そうですよね」

　バッグからスマホを取り出しさっそくかける。しかし、午後九時を回ったこの時間に、管理会社の人が残っているはずもない。《本日の業務は終了いたしました》というアナウンスが流れるばかりだった。

　なにも言わずにスマホを切った私に、社長が「ダメだったか」と声を落とす。それにうなずくと、ふたり一緒にため息を漏らしてしまった。

　――そうだ。麻里ちゃんちに泊めてもらおう。そう思い立ち、もう一度スマホを耳に当てる。

《はーい。どうしたの？》

　すぐに出た麻里ちゃんの声の向こうで、《シャンプー切れてるぞ》と桐谷さんの声が聞こえた。桐谷さんが泊まりに来ているみたいだ。

《奈知？　どうしたの？》

　思わず押し黙ると、麻里ちゃんが問いかける。

「間違えてかけちゃったみたい」

《そうなの？》

　桐谷さんが泊まりに来ているところに押しかけるわけにはいかない。

「うん。ごめんね。また明日会社でね」

　なにか勘かん繰ぐられたら心配をかけてしまう。早々に電話を切った。

　地元の大学を卒業して、就職に合わせてこちらでひとり暮らしを始めたこともあって、近くに頼れそうな友達が他にはいない。

「今夜はホテルに泊まります」

　仕方ない。明日もう一度管理会社に連絡をして、合カギを作ってもらおう。駅前にビジネスホテルがあるから、そこまで歩いていこう。

「今日はありがとうございました」

　頭を下げた時だった。

「仕方ない。俺の家に泊めてやる」

　社長の声が降ってきた。

「……はい？」

　すぐには理解し難くて、ゆっくり上体を起こして社長の顔を見る。彼は、私ではなく斜め前方のほうを見たまま、鼻の下をこすっていた。照れ臭いのか、目に笑みが滲んでいる。

「だから、行くところがないなら泊めてやるって言ってんだよ」

　社長は、ほんの少しだけ声のトーンを上げて言い放った。

　泊まるって、社長の部屋に……？

「いえいえいえいえいえ」

　何度〝いえ〟を繰り返しただろう。驚きが遅れてやってくる。

　社長の部屋に泊めてもらう!?　そんなこと、滅相もない！

「ホテルに泊まるのも、俺の部屋に泊まるのも同じようなものだ」

　どっちも同じ？　ううん、それはちょっと違うんじゃないか。両方の画が頭の中にボワワーンと浮かんでくる。うん、明らかに違う。ちょっとじゃない。全然違う。

「私なら大丈夫ですから」

「そうと決まれば、早く乗れ」

　社長が私の腕をグイと引っ張る。それが思いの外ほか強い力だったものだから、足がふらついて社長の胸にトンと肩先がぶつかった。それだけで胸板の逞たくましさを感じて、わけもなく顔が熱くなる。

「違うんです。ホテルに泊まるから大丈夫ですっていう意味の〝大丈夫〟です」

　煩わしい私の言い方が、社長を勘違いさせてしまったようだ。

「いいからゴチャゴチャ言わずに乗れ。人の好意はありがたく受けるものだ」

「でも！」

　半ば強引に再びタクシーの後部座席に押し込まれてしまった。私のあとから社長が乗り込む。

「ちょうど確かめたいこともある」

「確かめたいこと……？」

　聞き返した私を無視して運転手に行き先を告げると、社長はどっしりと構えるようにシートに座った。

　走りだしてしまえば、降りることは叶わない。社長の部屋に泊めてもらう他に、私の選択肢はキレイさっぱり消え去ったのだった。




　私のアパートから二十分ほど車に揺られて到着したのは、いわゆる高級マンションが建ち並ぶ都心の一等地だった。

　この場所だと、私をアパートまで送り届けると遠回りになるはず。それなのにわざわざ送ってくれたのだ。幾度となく見せられた社長の優しさ。それはやっぱり本物だったと思わざるを得ない。

　タクシーを降りて、果てしなく背の高いマンションを見上げる。すごい……。最上階のほうは、夜空にでも吸い込まれてしまったのか、私の目では確認できなかった。

「ほら、行くぞ」

　ボケッと見上げていると、社長が首をクイッと捻ひねって合図する。いつの間に脱いだのか、ジャケットを肩にかけた社長を追いかけた。

　ガラスの自動ドアを入ると、広いエントランスが現れる。グレーで統一されたそこは、ピカピカに磨き上げられた大理石の床や、華道家が活けたのか立派なフラワーアレンジメントが飾られており、高級感たっぷりだった。

　セキュリティを抜け、エレベーターが二基現れる。自分の姿が写り込む扉は、ところどころに宝石でも散りばめられているのかキラキラ光っていた。そんなところもまた、一流ホテル顔負けの造りだ。

　中に乗り込むと、四階までは部屋がないのか、タッチパネルには五階から二十五階が表示されていた。社長が二十二階をタッチする。音もなく扉が閉まると、静かに上昇を始めた。

「あの……私が部屋に行っても大丈夫なんですか？」

　しかも、ただ行くだけではなく泊まるのだ。三木専務にはなんて説明するんだろう。それとも、内緒に？　いくら彼女と比べものにならないほどレベルの低い私でも、女に変わりはないのに。

　社長は「別に構わん」とぶっきらぼうに答えただけだった。高速エレベーターなのか、それほど間を置かずに二十二階へ到着。社長の背中を追って行くと、右手に曲がった突き当たりのドアの前で立ち止まった。カードキーをかざしドアを開ける。

「入れ」

　社長に言われて、おずおずと中へ入る。すると、階下のエントランス同様にピカピカの大理石の玄関が現れ、その先には広い廊下が続いていた。

　出されたスリッパを履いて、さらに奥へと突き進む。私の前に目を疑う光景が現れた。

　見たこともない広さのリビングの一面にある大きな窓の向こうに、宝石を散りばめたような夜景が広がっていたのだ。

　わぁ、すごい……。思わず窓辺に駆け寄って、外を眺める。景色をひとり占めしているみたいだった。

「キレイですね」

　振り返ると、社長は手にしていたジャケットをソファに置き、ネクタイを緩ゆるめていた。

「毎日だと見慣れるぞ」

　社長が窓の景色をいっさい見ずに答える。

「えー！　こんなにキレイなのに！」

　これを見慣れてしまうなんてもったいない。

　そして、振り返ったところで改めてこの部屋のすごさを思い知る。白い壁を基調とした室内は、対照的に黒い家具で統一されていて、リビングには存在感のある黒いレザーソファが鎮座していた。モノトーンの落ち着いた部屋だ。

　なによりも驚いたのは、今私が立っている窓だった。直線ではなく緩やかにカーブを描いているのだ。天井が高い部屋だから、その窓の大きさも半端ない。

　泊まったことはないけれど、一流ホテルにも引けをとらないように感じた。ため息しか出てこない。これが、人生の成功者の部屋なのだ。

　その場で茫ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、社長は「適当に座っていてくれ」とソファを指差した。その言葉に従い、腰を下ろす。張りのあるレザーは座り心地がよかった。

「しまった。どこかでなにか食ってくればよかったな」

　ボソッと彼がつぶやく。そういえば、夕食はまだだったっけ。思い出した途端、お腹が減るから不思議だ。

「奈知、なにか作れるか？」

「……はい？」

　ワンテンポ遅れて聞き返す。

　なにかって、つまり料理だよね？　なにかしらは作れるだろうけど、材料はあるのかな。そもそも、私の作るものが社長の口に合うのかが一番のネックだ。

「料理、得意だろう？　あの弁当も旨かったし」

　登山のお弁当のことだ。不意打ちで褒められて、つい頬が緩む。そう言われてしまえば、腕を奮ふるわないわけにはいかない。

　社長が私を手招きで呼び寄せる。リビングに続くダイニングを抜け、社長は対面式になったキッチンにある冷蔵庫を開けた。

「まぁ、見てのとおり、食材が豊富にあるとは言えない」

　彼の言うとおり、冷蔵庫の中身はビールなどの飲み物がほとんどで、食材らしきものと言えば、玉子にベーコン、ウインナー、チーズ類くらいだ。

　三木専務がここで料理をすることはあまりないのかな。忙しいふたりのこと。もしかしたら、外で済ませることのほうが多いのかもしれない。この分だと冷凍ご飯もなさそうだ。となると、一番手っ取り早いチャーハンは無理になる。

「あの、社長」

　ん？と、社長は私を見ながら小首を傾げた。いつもの調子だったら『なんだ』と無愛想に返されるだろうに、その仕草がなんだかかわいらしく見えて、ドキッとしてしまう。

「パスタはありますか？」

　ドギマギしながら尋ねる。

「パスタ？　うーん、そういや誰かにもらったものがあったか？」

　社長は記憶を掘り返すために首を捻りながら、食品庫らしき扉を開けた。そして、しばらくゴソゴソと物音を立てたあと、「よっしゃ、あったあった」とやけに嬉しそうな顔でパスタを私に差し出した。

「ありがとうございます。カルボナーラはお嫌いですか？」

　生クリームはないけれど、牛乳で代用すれば作れそうだ。

「嫌いじゃないぞ」

「では、それにしますね」

　材料を冷蔵庫から改めて取り出し、カウンターの上に並べる。社長は収納棚から包丁とまな板を取り出してくれた。

「俺はなにをすればいい？」

「はい？」

　手伝ってもらおうとは思っていなくて、つい目をパチパチさせて隣に立つ社長を見上げた。

「まぁ、料理は得意ではないけどな」

　へへっと照れ臭そうに笑いを浮かべる。なんだか、さっきから私が今まで見てきた社長とは雰囲気が違う。自宅にいるからリラックスしているのか、それとも私が気づかなかっただけなのか。

「それじゃ、私は材料を切るので、社長は玉子の黄身と白身を分けていただけますか？」

「どうやって？」

　ボウルの上で玉子をふたつに割り、片方の殻へ黄身だけを残すようにして見せた。

「ほぉ、なるほどね」

　世間的に相手が自分よりスペックの高い人だからなのか、些さ細さいなことに感心されると余計に嬉しい。

　彼はさっそく玉子を手に取り、ボウルにコンコンと叩きつけた。しかし力が強すぎたのか、殻がベシャッと潰れる。

「よし、もう一回だ」

　今度はそっと玉子を割ったところまではよかったけれど、黄身と白身の分離に失敗して、黄身をボウルの中へダイブさせてしまった。

「――チッ」

　社長が舌打ちをする。仕事はともかく、意外と不器用なのかもしれない。その様子につい笑ってしまうと、社長が「なんだよ」と不服そうに私を見下ろす。

「いえ」

　笑いながら首を横に振った。

「くっそー。見てろよ」

　ムキになるところがかわいいなんて言ったら、きっと社長は顔を赤くして怒るだろう。再び玉子を持ち、コンコンと割った。トロッと白身がこぼれ、なんとか黄身は殻の中で踏ん張る。

「よっしゃ」

　どうだと言わんばかりに、自信たっぷりに私を見た。ようやく最初の一個が成功だ。私も自分の作業を進めることにしよう。深い鍋に水をたっぷり入れ、火にかける。ベーコンの塊をスライスし、チューブ入りニンニクを準備した。

　玉子はできたかと社長のほうを見ると、彼は手をタオルで拭いながら満足そうにボウルの中身を眺めていた。うまくいったようだ。

　ところが、その中を覗き込んで、私は思わず唖あ然ぜんとしてしまった。黄身が六個も並んでいたのだ。脇を見れば、空の玉子のパックが転がっていた。

「全部使っちゃったんですか？」

「なんだよ。ダメなのか？」

　社長が不安そうな顔を向ける。

「ダメですよ。多過ぎます」

　いつになく立場が優位になったものだから、私も相手が社長だということをつい忘れ、ミスを指摘してしまった。

「個数は指定されてないぞ」

「……そう、ですね」

　確かに数の指定はしていない。

「でも、普通に考えたら六個は多くないですか？」

「俺は普通って言葉が一番嫌いだ」

　社長は不服そうに、私から目を逸らした。普通が嫌いって……。なんだか駄々っ子みたいだと思った瞬間、鼓動がトクンと弾む。

　どうもおかしい。さっきから予想外の現象ばかりが、私に続けざまに起きている気がする。自分の体なのに、コントロールすることもできない。それがなんなのか知りたくなくて、別のことを考えようと試みる。

　――そうだ。こんな時は、あの加藤くんの毒舌っぷりを思い出してみよう。

『僕が、このトロくて鈍い雨宮さんを好きになるはずがないでしょう』

　ゴールデンウィーク前に、加藤くんに言われたセリフだ。

『ごもっともです』と返してしまいたくなるほど的を射たものだと思う。トロくて鈍い。本当にそのとおりだ。

　変なほうへ飛んでいた思考は、社長が「おい、なにボケッとしてんだよ」と私を呼ぶ声で一目散に戻ってきた。

「そこまでダメ出しするなら、少し減らそう」

「わ、ちょっと待ってください！」

　社長が黄身を流しに捨てようとしたのだ。慌てて引き留めた自分の手が社長の腕を掴んだことに気づいて、反射的にパッと離す。

「……すみません」

　とっさに私は目を逸らした。彼の腕の逞しさが私の気持ちをはやらせる。社長は、持っていたボウルをカウンターへ置くと、ゆっくり私に向き直った。

「奈知。ひとつ、試したいことがある」

　ゾクッとするほど低くて甘い声だった。

「試したいこと、ですか？」

　首を傾げて社長を見上げると、彼はじっと私を見下ろした。

　突然の真顔が、緊張を呼び寄せる。その目に、どこか獲物を捕らえるような静かな光が宿ったように見えた。

　思わずあとずさりをすると、社長が私ににじり寄る。

　再び、私が半歩下がる。一定の距離を保っていないと、その眼差しに吸い込まれてしまいそうだった。

　ところが、もう一歩下がったところで背中に壁が当たる。社長との距離が一気に縮まってしまった。

　状況が掴めずに加速する鼓動。あまりにも激しい動悸で、心臓が肋骨を突き破ってしまうんじゃないかと心配になるほどだった。

「あの、しゃ――」

　極度の緊張に耐え切れなくなり、口を開いた瞬間、社長が私の唇を塞いだ。

　なにが起きたのか、すぐには理解できなかった。社長の唇が、私の唇に触れている。

　――キスされているのだ。

　まつ毛が触れ合うほどの距離に、社長の顔がある。とっさに彼の胸を押しやると、意外なほどあっさりと唇が離れた。ところが社長は、至近距離を保ったまま私を見つめ続けた。甘い視線に捕らわれて、鼓動が激しく高鳴る。全身が心臓になったような感覚だった。

　社長が腰に片方の腕を回して私を引き寄せる。そして、もう一方の手が私の頬にそっと触れると同時に、再び唇が重なった。

　どうしよう！と思ったのは、ほんの一瞬だけ。優しいタッチのキスに、体から力が抜けていく。拒否しようという意思は、いつしか消えていた。もしかしたら、そんなものはとっくになかったのかもしれない。キスを嫌だと思わない私がいた。

　閉じていた唇の隙間から舌が侵入した途端、息継ぎすらままならなくなる。矢継ぎ早に重ねられるキスが、次第に私の脳内を麻痺させていく。なにも考えられなかった。

　どれくらいそうしていただろう。キスがペースダウンするように軽いものに変わっていくと、ようやく私の唇は解放された。

　まだ整わない呼吸で社長を見上げると、その瞳が彷さま徨ようように揺れていた。社長の親指が、ゆっくりと私の唇を拭う。そして、ほんの少しだけ意地悪そうに微笑んだ。

　ポンポンと頭を撫でられて、プシューッと空気が抜けたようにその場に力なく座り込む。

　社長は私から離れると、涼しい顔でグツグツと煮こぼれるほど茹だった鍋にパスタを投入した。

　今のは、なんだったんだろう……。

　膝はガクガクだし、放心状態で動けない。そんな私をよそに、社長はパスタの入った鍋を菜箸でかき混ぜていた。

「おい、奈知」

「……はい」

「いつまでそこにへたり込んでいる気だ」

　グツグツ煮立つ鍋を見たまま、社長が何事もなかったかのように言う。そうされると、私の身の上に今起きたことが、ただの妄想だったかのように思えてくる。

「ほら、立て」

　不意に社長が私の前に立って手を差し出す。おそるおそる右手を伸ばすと同時に、強い力で引き上げられた。

　その手の熱と力強さに触れて、再び心臓が飛び上がった。さっきのは私の妄想なんかじゃない。それじゃ、あのキスはなに？

　社長の試したいことがキスだったのなら、どうして試す必要が？　そんな疑問がぐるぐると頭の中を回ったところで、社長に聞く勇気はない。それはきっと、私にとって不都合な理由を聞くのが怖いから。ただのきまぐれ。一時の気の迷い。そう言われることを想像すると、胸がキュッと軋む。

　つまり、私は社長のことを……？

「おい、ボケッとするな。もうすぐ茹で上がるぞ」

「あ……はい……」

　社長の隣に立ち、フライパンを温める。肘ひじが触れただけでビクンと肩先が揺れるほど、急激に社長を意識してしまった。




　あのあともなにひとつ様子の変わらない社長と、必要以上に意識してギクシャクする私。ふたりで作ったカルボナーラを食べたあと、私はシャワーを借りて、社長のスエットに着替えた。

　ここへ来る前に寄ったコンビニで下着や基礎化粧品類は調達したものの、洋服はどうにもならなかったのだ。薄手のスエットの足先と袖口を何重にも折り曲げ、ぎこちない動作で部屋へ戻ると、社長は毛布を片手にリビングに立っていた。

「俺はこっちで寝るから、奈知はベッドを使え」

「いえ！　そういうわけには！　私がこっちで寝ます」

　私にしては珍しく早い反応だ。小走りに駆け寄り、首を何度も横に振った。

　ソファを前にして、社長と寝床の取り合いになってしまった。

　私が社長のベッドに寝るわけにはいかない。いつもなら社長の言うことに従う以外に道のない私でも、そればかりは譲れない。

「俺がいいって言ってんだから、ベッドを使え」

「嫌です。ソファがいいです」

「なにが気に入らないんだよ」

　眉が吊り上がる。彼はおもしろくなさそうに顔をしかめた。

「なにがって……」

　ベッドといったら、他の女の人の気配を一番感じられそうな場所だ。そこに寝るなんて、いくら鈍い私でも遠慮したい。

「とにかく、社長はいつもどおりベッドに寝てください」

「いいや、奈知がベッドだ」

　どっちも引かない押し問答をしつこいほど繰り返し、結局は毎度おなじみに私が折れるしかなかった。

　案内されたベッドルームは、リビングの隣に位置していた。ドアを開けた途端、目に入ったのは、キレイに整えられたキングサイズのベッドだった。リビング同様、モノトーンで統一された落ち着いた雰囲気で、ベッド以外になにも置かれていないせいか、やけに広く感じられる。

「それじゃ、おやすみ」

　あっさりとドアが閉められ、ひとりぼっちになってしまった。

　どうしよう。ここへ入ったはいいものの、まだそのベッドに寝る決意はできていなくて、ボーッと立ちすくむ。けれど、いつまでもここに突っ立っているわけにもいかない。誰が見ているわけでもないのにこっそりベッドに近づき、ベッドカバーごと毛布をめくる。

　そこでひとつ大きく深呼吸。意を決して、そろりそろりと足を入れる。シーツにゆっくりと体を沈め、毛布を被った。

　ほのかに香ってくる社長の匂い。それは、あのムスクの香りだった。社長に抱き締められているような錯覚に陥って、ひとり鼓動を高鳴らせる。

　すると次の瞬間、三木専務のことが過り、チリチリと胸が焼けつく思いがした。

　ふたりがこのベッドで抱き合っている様子を勝手に想像して、息苦しさに頭をブンブン振る。

　もう、誤魔化しようもない。私、速水社長のことが好きなんだ。

　そうはっきりと自覚した。そして、絶対に実らない恋だということも。

　ギュッと目を閉じたところで、眠気の〝ねの字〟も出てこない。それどころか、社長のベッドに寝ているという現実が、私の頭をどんどん目覚めさせてしまう。

　彼の香りにドキドキする反面、目を瞑れば思い描きたくない三木専務とのシーンが浮かんでくる。

　悶々とする中、どうにも堪らなくなって、ベッドの上に起き上がった。

　社長はどうしているだろう。

　そう思い始めたら、じっとしていられなくなった。

　ベッドルームのドアを数センチだけ開いて覗くと、明かりの落ちたリビングから微かに寝息が聞こえてくる。もう眠っているみたいだ。

　ちょっと寝顔を見るだけ。忍び足で社長が寝ているソファへ近づき、その場に腰を下ろす。そしてソファから落ちかけている毛布をかけ直した。

　穏やかな寝顔だった。隣の部屋で私が寝ていても、こうして気にも留めずに眠れるのは、社長の気持ちが私に一片も向いていないことの証だ。

　それなら、あのキスはなんだったんだろう。私ひとりでは答えの出ない難題に直面して、胸が締めつけられる。

　そんなことを想いながら、ぼんやりと彼の顔を見ていると、徐々に眠気が襲ってきた。

　そこから立ち上がってベッドへ戻るのも面倒なほど、全身が倦けん怠たい感かんに包まれていく。それになにより、他の女性の影が見え隠れするベッドより、こうして社長のそばにいたい。

　私はソファのヘリにもたれて目を閉じると、引いていく潮に流されるように眠りの渕ふちに引き込まれた。




　なにかが頭に触れているような、そしてそれが撫でるようにゆっくりと動くのを感じていた。うつらうつらと夢と現実の狭間を漂う。

　それが心地よくて、目覚めそうになっては、再び眠りの世界に引き戻される。そんなことを繰り返していると、不意に頬を引っ張られるような感覚がした。

　今までとは違う感触に、夢から急速に覚かく醒せい。目を開いた先にあった顔が、一気に私を目覚めさせた。

　はっと息を吞んで目を見開くと、社長がニマッと嫌な笑みを浮かべる。

　頬を引っ張られていたんじゃない、社長が私の頬を抓つねっていたのだ。意地悪に笑いながら。

「すごい顔してるぞ」

　私はその手を払いのけ体勢を立て直すと、抓られていた頬をさすった。

　寝顔を見られていたのかと思うと、顔から火を噴きそうになる。私はあのまま社長の近くで朝を迎えてしまったのだ。

　まだ閉じられたままのカーテンの隙間から、幾筋もの光が広い部屋に射し込んでいた。

　ソファにもたれていたはずが、いつの間にか、いかにも高級そうなラグマットの上に横になっていた私。

　そして社長は、ソファの上でうつ伏せになって手を伸ばし、私の顔にいたずらをしていたらしい。

「なんでこんなところで寝てんだよ」

　社長は起き上がりながら、クククと笑った。

「それはその……」

　認識してしまった自分の気持ちは、絶対に言えない。といっても、社長に伝えたところで、鼻先で笑われて終わりだろう。

　不意に社長の手が伸び、私の頬に再び触れる。また抓られるのかと顔をこわばらせると、その手は優しく触れただけだった。思いがけない事態に体が硬直してしまう。指一本すら動かせないのに、心拍数だけは異常なほどに上がっていく。

　口元に柔らかい笑みを浮かべた社長は、穏やかな眼差しで私を見つめていた。社長の行動も、送られる視線も、私には意図がまったくわからない。ただ、ひとり胸を張りつめさせていた。

　私の頬に触れていた手が腕へと移動する。なにが起こるのか予想もつかず、ただ黙って社長の艶めいた目を見ていた。不意に社長が私の腕を掴み、引き寄せる。気づいたときには社長の腕の中に収まっていた。

　猛烈に加速する鼓動。それはこれ以上スピードを上げられないところまできていた。今にも口から心臓が転がりだしてしまうんじゃないかと思うほどだった。昨夜同様、自分の身になにが起きているのかわからない。戸惑いに固くなった体は、自分の意思でも動かせなかった。

　しばらくそんな状態が続き、社長がゆっくりと私を引き離す。私は口を半開きにして、放心状態から抜け出せずにいた。社長が私の髪を撫で、いたずらっ子のように笑う。

「髪の毛、ひどいぞ」

　虚きょを突つかれた。

「もじゃもじゃだ」

　――も、もじゃもじゃ!?　嘘。やだ。

　どことなく甘いふわふわした世界から、一気に現実へと引き戻された気分だった。

「直してきたほうがいい」

「……は、はい！」

　社長のひと言に急いで立ち上がる。部屋の片隅に置いていたバッグを転びそうになりながら持ち、バスルームへ駆け込んだ。

　鏡に映った自分に絶句する。社長の言うように、本当にひどい髪の毛だった。分け目も無視して、右へ左へ交差する髪の毛。しかも、ところどころうねっては跳ねている。自宅で寝ていたって、こんな状態になったことはないのに。どうして、こんな時に限って……。

　髪の毛だけじゃない、右頬にはラグの模様らしきものが痕あとになっていた。そんな無残な姿が、大きな三面のガラスに映る。私の人生史上、最悪な顔だった。




　どうにかこうにか支し度たくを終え、社長と一緒にマンションのエレベーターに乗る。

　昨夜と今朝、私の身に起きたことは、朝の光に照らされ消えてしまったかのようだった。マンションを出てからの社長の態度は、以前と変わらないのだ。

　そうなると、あのキスも今朝の抱擁も気まぐれでしたことで、なんの意味もないことになる。それを再び思い知って、胸が痛かった。

　想いが通じる相手ではないと頭でわかっていても、心では簡単に割り切れない。キスをきっかけにして自分の気持ちに気づいたことがやるせなかった。

　エレベーターが一階へ到着すると、社長は郵便受けから新聞を取り出し、エントランスを抜ける。

　外は、カラッとした空気が心地よかった。たぶん、駅へ向かっているんだろう。置いていかれないように社長のうしろを黙々と歩きながら、見慣れない街の景色が行き過ぎる。

　高級そうなマンションが建ち並ぶ場所を抜け、しばらく歩いた時だった。社長が不意に足を止めて、吸い込まれるようにして小さな店の中へ入ってしまった。

　なんのお店だろう。出入口の上に掲げられた看板には〝焼き立て〟という文字と〝福ちゃん〟という店名らしきものが描かれていた。

　社長が入った拍子に、店内からいい香りが漂ってくる。

　もしかして、パン屋さん？　首を傾げていると、入ったはずの社長がすぐにドアから顔を覗かせた。

「なにやってんだよ。入れ」

「は、はい」

　言われて、社長が押さえてくれたドアから中へ滑り込んだ。すぐに香ばしい匂いに包まれる。そして、奥から出てきた人物に驚かされた。

「あら、いらっしゃい、純ちゃん。今日はなっちゃんも一緒なの？」

　福子さんだったのだ。

　山で遭難しかけた翌日、別荘で私たちをもてなしてくれた、あの久万さんの奥さん、福子さんがニコニコと私たちを出迎えてくれた。

「この前は大変お世話になりました。福子さん、パン屋さんをやっていらしたんですね」

　社長はいつも、ここでパンを買っていたようだ。それならそうと社長も、『今から福子さんの店に行くぞ』とでも言ってくれればよかったのに。

「そうなのよ。気まぐれに不定期営業なんだけどね」

「今日はツイてるぞ」

　社長は私に向けて言った。ということは、滅多に営業していないのかな。

「今朝はいつにも増してたくさん焼いたから、じゃんじゃん選んでちょうだいね」

　言われるまでもなく、社長はトレーを持つと、次から次へとパンを載せていく。それも、メロンパンばかりだ。

「奈知はなにを食うんだ？」

「えっと……私もメロンパンで」

　この前食べたメロンパンをもう一度食べたいと思っていたのだ。私の答えに満足したのか、社長は微笑みながらメロンパンを山積みにしていった。そして、他のパンもいくつか加えてレジへ持っていく。

「食べていくでしょう？」

　レジを打ちながら福子さんが尋ねる。

「もちろん。焼き立てが一番ですから」

　食べていくって？　ここで？

「いつものでいいのかしら？」

「はい、お願いします」

「なっちゃんは？」

　福子さんに聞かれたけれど、いったいなんのことやらわからずポカンとする。そうしている間に社長が、「彼女も同じで」と私の代わりに答えた。社長が会計で財布を出したので、私も慌ててバッグを漁る。

「私が払います」

　ひと晩お世話になったのだ。このくらい私が払いたい。ところが、出した財布を私から取り上げ、社長は無理やり私のバッグに戻した。

「俺が払うから」

「ですが」

　もう一度財布を取り出そうとすると、社長は私の手を掴んで阻止した。

「いいから」

「それじゃ、せめて私の分だけでも」

　お世話になりっぱなしにはしたくない。さらにもう一度財布を出したものの、社長に鋭く睨まれて、お金を出すことなくバッグにＵターンさせる他なかった。

「なっちゃん、いいのよ。純ちゃんがいいって言っているんだから」

　私たちのやり取りを見ていた福子さんは、社長からお金をもらい会計を済ませた。

「それじゃ、ちょっと待っててね」

　福子さんはそう言いながら店の奥に入っていった。御主人の久万さんの姿は見えない。ひとりでここを切り盛りしているのか、他の従業員らしき姿も見えなかった。

　広いとは言えない店内の片隅にひとつだけテーブル席があって、社長は袋に入れてもらったパンを持ち、そこへ座った。

「奈知も座れ」

　ここで食べていくつもりらしい。どうりで、随分早くマンションを出ると思ったのだ。朝食も抜きだったから、社長はいつもそういうスタイルなのだとばかり思っていた。

　向かいに腰を下ろすと、社長は大袋の中から小分けにされたメロンパンを手渡してくれた。

「ありがとうございます」

　それからすぐ、福子さんがトレーにカップをふたつ載せて現れた。

「はい、お待ちどうさま」

　それぞれの前にひとつずつ置く。

「あっ」

　思わず声を漏らした。

「ココアよ。ここで食べる時、純ちゃんはいつもこれ」

「そうなんですか」

　山でもそうだったし、会社の自販機でもそうだった。社長も私同様にココアが好きなのだ。同じものが好きなだけで、なんだか心がウキウキする。

「なにをニヤニヤしてんだ」

　笑っていたつもりはないのに、社長に指摘されて頬が緩んでいたことに気づいた。慌てて表情を引き締め、「いただきます」とココアに口をつける。お腹が空いていたせいか、胃にじわっと染み渡るようだ。

「腹減っただろ。食え」

　社長は他のパンも大袋から出して、私の前に並べた。

「またグウグウ鳴らされちゃ適かなわない」

　目元に笑みが滲んでいた。

「いつも鳴らしているわけじゃないんですけど……」

　ボソボソと言い訳をする。たまたまタイミングが悪く、社長に聞かれてしまっただけだ。

「これから満員電車で他の乗客に聞かれたら、一緒にいる俺が恥ずかしいからな」

「だ、大丈夫です。今ここでたくさん食べますから」

　変な宣言をしてしまった。

「おぉ、それじゃどんどん食べろ」

　次から次へといろんなパンを目の前に出された。

「……そんなには無理ですってば」

「いいから食え」

　久万さんの別荘での再現をしているみたいだった。

　そんなやり取りをしていると、ふと店の奥からコロコロと転がるような笑い声がしてきた。そちらに目を向けると、福子さんが顔を覗かせてこちらを見ていた。

「純ちゃんとなっちゃんは仲がいいわねー」

　ふふふと含み笑いをする。

「いえ、あの、そんなんじゃ……」

　福子さんに変な誤解されたら、社長に申し訳ない。

「社長には、その……」

　私が勝手に三木専務という恋人の存在を明かしていいものかどうか迷って、助けを求めるつもりで社長を見る。それなのに彼ときたら、わざとらしく新聞を広げて読み始めてしまった。

「今度またふたりで別荘にいらっしゃい。前もって言ってくれれば、ふたりだけで泊まってくれてもいいのよ」

「あ、いえ、違うんです、ほんとに」

　私ひとりで誤解を解くことに必死になる。絶対に聞こえているのに、社長はまったく素知らぬ顔だ。恋人がちゃんといるのに、私との仲を誤解されては困るだろうに。

　昨夜は不可抗力だから仕方のないこととしても、ふたりだけで別荘に泊まるなんてとんでもない。うっかり浮かんだ昨夜のキスシーン。蘇ってきた、社長に抱き締められたときの腕の感触。それらをなんとか強引に弾き飛ばす。福子さんが変なことを言うから、心臓までドキドキしてきた。それを打ち消そうと、メロンパンを頬張る。

　……おいしい。口の中いっぱいに広がる甘い香り。パリパリとした表面は、この前、山で社長から分けてもらって食べた時より、ずっと香ばしかった。さすがは焼き立てだ。

「ほんとにおいしい」

　ポツリとつぶやくと、社長が広げていた新聞を下げて、目から上だけ覗かせる。

「だろ」

　とっても得意気だ。

「店に並べればすぐに売れちゃうし、不定期営業だし、幻のメロンパンなんだ」

「私、本当にラッキーなんですね」

「そういうことになるな」

　次はたぶんないだろうから、今日の幸運を大切にしよう。

　ひとつ目を平らげ、ふたつ目を頬張ると、社長はやけに嬉しそうに笑った。










暴走する心、止められない想い




　電車を降り、会社までは徒歩で七分。ちょうどみんなが出勤する時間帯ということもあって、ちらほらと見える同じ会社の人を見つけては、ビクビクしてしまう。

　社長と並んで歩くわけにもいかなくて、徐々に歩くスピードを落としていると、彼がおもむろに振り返った。

「おい、遅刻したいのか」

　私の気遣いもお構いなし。社長は普通の声のトーンで私に言い放った。その様子で気づいた社員が数人、私たちを好奇な目で見比べながら、「社長、おはようございます」と言いつつ、追い越していく。

「いえ、そういうわけでは……」

「なら早く歩け」

　どうして私の気持ちを汲んでくれないんだろう。単なるいち従業員の私が社長と仲よく並んで出社なんて、どう考えたっておかしい光景なのに。三木専務にでも見られたら、気を悪くするに違いない。

　しかも、さっきパン屋さんを出た時に社長から「やる」と手渡された袋は、彼もお揃そろいで提さげているのだ。かといって、『先に行ってください』と強気な発言もできない。素直に従うしかなかった。

　なんとなく居心地が悪いのは、私に向けられる社員の視線が〝なんで社長と一緒にいるの？〟と言っているように見えるせいだ。早く会社に着くことを祈るしかできなかった。

「おはよ」

　うしろから声をかけてきた麻里ちゃんは、私の隣に社長がいることに気づいてハッとする。

「おはようございます」

　社長にも挨拶をすると、麻里ちゃんは私の腕をグイと引っ張った。その目が『どういうこと？』と言っている。

　早足の社長と少しずつ距離が開いていったものの、彼もそれ以上、急かしてきたりはしなかった。

「桐谷さんは？」

　昨夜、麻里ちゃんの部屋に泊まったのなら、一緒に出勤してきてもおかしくないのに、姿が見えなかったのだ。

「急ぎの仕事があるから先に行ったの。それより、どうして社長と並んで出社なんて？　あれ？　昨日と同じ洋服じゃない？」

　麻里ちゃんはひと際大きく目を見開いたあと、社長のうしろ姿と私を何度も見比べた。

「これも同じ袋だし。まさか……」

　麻里ちゃんは、パン屋の袋にも目ざとく気がついた。

「あのね、麻里ちゃん」

「社長とひと晩一緒だったの!?」

　私が止めるより早く、彼女が驚きのひと言を発する。それがあまりにも大きな声だったものだから、行き交う人たちの視線が私たちに向けられた。その中に同じ会社の人がいなかったのが救いだ。

「違うの、麻里ちゃん」

「えー？　どう違うの？　だって、昨日と同じ服、並んで出社、同じ袋を提げているって、ふたりで朝帰りですって宣伝して歩いているようなものだよ」

　確かにそのとおりなだけに言葉を返せない。ゆっくりと歩き始めながら、麻里ちゃんは「社長とひと晩一緒だったの？」ともう一度、興味津々に聞いてきた。

「これには、いろいろと深いわけがあって……」

「どんなわけ？　それじゃ、一緒だったのは確かなんだね」

　麻里ちゃんの目がらんらんと輝く。

「うーん……」

「朝っぱらから何事ですか」

　答えに窮していると、加藤くんが颯爽と登場した。いつものようにメガネのフレームを指先で持ち上げ、私に冷ややかな目を向ける。

「同じ会社の人間として、歩道で大騒ぎなんて恥ずかしい限りですね」

「はい、すみません……」

　謝る私とは反対に、麻里ちゃんは「だって、興奮せずにいられないことがあったんだもん」と開き直る。

「沢木隊員、やはり完全に雨宮さんの毒に侵おかされているようですね。もう手遅れかもしれません。ご愁しゅう傷しょう様です」

　加藤くんは機械的に言いたいことだけを告げて、私たちを追い越していった。そのあとから現れた三木専務に、妙な緊張が走る。

「おはようございます」

　麻里ちゃんと揃って頭を下げた。

「おはよう。早くしないと遅刻になっちゃうわよ」

　ふんわりと甘い香りを漂わせて、三木専務も足早にビルに吸い込まれていく。その背中を見るにつけ、チクチクと胸に痛みが走る。うしろ姿ですら美しい三木専務に、私が適うはずもないのだ。

「どうしたの？」

　私のため息に反応した麻里ちゃんも、私の視線を追った先に三木専務がいて、納得したかのように小刻みにうなずいた。




　会社へ着き、ロッカーを開けたところで、私は思わず「あっ！」といつもより大きな声を出してしまった。

「なに？　どうしたの？」

　麻里ちゃんが隣のロッカーのドアを閉めて顔を出す。

「……あったの」

「何が？」

「カギ」

　排水溝に落ちたとばかりだと思っていたカギが、なにかの拍子にバッグから飛び出したのか、ロッカーの中にあったのだ。それじゃ昨夜、排水溝に吸い込まれていったものは、なんだったの？　落としても差し支つかえのないようなものだったんだろうか？

「ね、奈知、詳しいことは、あとでちゃんと聞かせてね」

　カギがここに残っていたことで、今朝の一連の出来事とリンクしたのか、麻里ちゃんは強い眼差しで私に訴えたのだった。




　園田さんと、丸一日かけて株主総会の招集通知の準備を終え、郵便局から帰った時には、退勤時間を五分ほど過ぎていた。

　園田さんがひとりで準備をしていた時には、もう何日か要していたらしいけれど、ノロマな私の手でも加わればスピードは上がるらしい。『早く片づいてよかったわ』と、珍しく速さを褒められて、ちょっと嬉しかった。これでいよいよ、開催を待つだけとなる。

　株主総会の資料のほとんどは園田さんが既に作っていたので、私の出る幕はなかったけれど、来年は私がやるのかと思うと、かなり気が重い。なんせ総会の資料は、開催の半年くらい前からじっくり時間をかけて作るらしいのだ。

　それでも、課長が私を見込んで選んでくれたのだから、やらないわけにはいかない。

　いつもたいてい定時ジャストで帰る麻里ちゃんは、私から社長とのことを聞き出すためか、ロッカールームで待ち構えていた。

　そんな彼女を伴い、私のアパートへと帰る。途中で買ってきたＬサイズのピザが、今日の私たちの晩ご飯だ。テーブルにピザの箱をドンと置き、ふたを開けて食べる準備を整える。

「朝から奈知と社長のことが気になって、仕事どころじゃなかったんだから」

　麻里ちゃんが、待っていましたとばかりに聞く体勢に入る。

　今日は例の招集通知の発送で、お昼がずれこんだりしたせいで、麻里ちゃんとは一緒に食べられなかったのだ。

「単刀直入に聞きます。社長とひと晩過ごしたの？」

　麻里ちゃんがゴクリと喉を鳴らす。躊ため躇らいながらも私はうなずいた。

「カギをなくして、たまたまそこにいた社長が『俺の部屋に泊めてやる』って……」

「……つまりそれは、一線を越えたということ？」

　そこは大きく首を横に振る。麻里ちゃんまで緊張したのか、私の反応で大きく息を吐き出した。

「それじゃ、なにもなし？」

　なにもなかったと言っていいものか。社長とのキスを思い出して、途端に顔が熱くなる。

「え？　やっぱりなにかあったの？」

　即座に私の赤い顔に麻里ちゃんが気づく。彼女はピザを食べるのも忘れて、テーブルに身を乗り出した。

「ううん、なにもないよ……ほんと」

「いや、ないって反応じゃないんだけど」

　麻里ちゃんが優れた観察眼なのか、私が隠し下手なのか。彼女は、真実を探るように私をじっと見つめた。

「本当だよ、麻里ちゃん」

　もう勘弁してほしい。社長のマンションに泊まったというだけで一大事なのに、キスされたなんて言えない。

　そこでまた昨夜のことを思い出して、さらに耳まで熱くなるし、心臓は早はや鐘がねを打つ。麻里ちゃんの口から三木専務に漏れるとは思わないけれど、これは私ひとりの問題ではない。社長の沽こ券けんに関わるのだ。

　恋人がいながら別の女をマンションに泊めた上、気まぐれとはいえキスをしたことは、どう考えても倫理的にバツだから。

「奈知がそう言うのなら信じるけどね」

　ちょっと胸が痛い。麻里ちゃんは諦めてくれたようだけれど、できれば嘘はつきたくなかった。

　ピザをひと切れ私に取り分けて、麻里ちゃんは笑ってくれたのだった。




　細身の花瓶をふたつ、トレーに並べて七階へと向かう。

　今日はスイートピーをアパートのベランダから持ってきたので、三木専務におすそ分けだ。専務室をノックすると、秘書ではなく三木専務本人が現れた。

「おはようございます」

「あら、それってスイートピー？　さっそく持ってきてくれたの？　嬉しいわ」

　パッと顔を輝かせる。

「喜んでいただけてよかったです」

　彼女の顔を見るたび、鈍い痛みが胸に押し寄せてくる。罪悪感と羨せん望ぼう。社長の隣にいられる彼女が、本当に羨ましい。

「それは？」

　もう一方の花瓶を指差す。

「これは……」

　社長にも、と一応持ってきたものの、土壇場になってどうしようかと迷っていた。

「もしかして速水社長に？」

「そう思って持ってきたんですけど、あまり喜ばれていないようなので……」

「そんなことはないわ。この前も、雨宮さんがくれたジャスミン、大事そうに自分で水を取り替えたりなんかして」

　専務はその時の様子を思い出したようにクスッと笑った。

　あの社長が自分で？　思いもしない専務の報告になんだか嬉しくなる。

「まだ来てないだろうけど、カギは開いているはずだから、中に入って置いてきてもらってもいい？　私、今ちょっと手が離せなくて。秘書もまだ出勤してないの」

「でも、私が勝手に入っても大丈夫ですか？」

「だって、なにか悪さをするわけじゃないでしょう？」

　〝悪さ〟という言葉が、この前の夜のことを連想させてキリキリと胃が痛む。

「どうかした？」

　押し黙った私の顔を彼女が覗き込む。

「いえ、それじゃ、そうさせていただきます」

　一礼して専務室のドアを閉めると、隣の社長室をノックした。応答はない。やはりまだ出勤してきていないようだ。

　静かにドアを開けて中の様子を覗き見る。ベージュの絨毯が敷き詰められたそこは、片側の壁に書棚、中央には黒いソファセット、出入口と真向いの一番奥に社長用のデスクがあった。入社したてのころの見学で、ドアから見せてもらった時と変わりはないように思えた。

「失礼します」

　誰にというわけでもなく小さい声で断りを入れ、足を踏み入れる。初めて入る上、そこは社長室。わけもなく緊張してしまう。私のうしろでドアがパタンと閉じた音でビックリしてしまった。防音のために壁を厚くしているのか、外の音が一切せず、やけに静かだ。

　どこに置いたらいいだろう。やっぱりデスクかな。何ヶ所か迷ったあと、デスクの隅のほうに置いた。社長が出社する前に退散しよう。トレーを小脇に抱え、ドアへ向かおうとした時だった。勢いよく開いた扉から、社長が姿を現した。

　誰かが中にいるとは思わなかったみたいだ。私を見てギョッとして、「脅かすなよ」と小さく息を吐いた。社長の姿を見たことで、私もドキッとする。

「すみません……。おはようございます」

　ひと言謝り、遅れて朝の挨拶をする。社長は中に足を進めて、私を通り過ぎながら「おはよう」と返してくれた。

「で、なに？」

　どことなく、私を見る目に以前よりも優しさを感じる。でもそれは、私の勘違いなのかもしれない。キスをした既成事実が、願望を投影しているのだろう。

「あ、その……花をお持ちしたんです……」

「花？」

　社長はすぐにデスクの花に気づいて、「また、これのために早く出勤したのか」と、呆れたような表情で花瓶を手に取った。また朝から怒られてはたまらない。

「やっぱりご迷惑ですよね。すみません」

　引き上げようと社長に近づき花瓶を取ろうと手を伸ばしたところ、社長はそれを自分の鼻先に持っていった。

「ふーん。なかなかいい香りだな」

　軽く微笑んでくれたことで、肩から力が抜ける。

「そうなんです。私もその香りが好きで。それ、恋式部っていうスイートピーの品種なんです。まだ珍しい種類なんですよ。お忙しいだろうから、ちょっとでも癒しになればと思って」

「花のこととなると、相変わらず饒じょう舌ぜつだな」

「あ……すみません」

　つい調子に乗ってしまった。慌てて口を結んだ。

「手はどうしたんだ」

「手、ですか？　あ、これはさっき花で」

　なにかの拍子に、右手の人差し指をほんの少し切ってしまったのだ。ティッシュペーパーで拭ったのに、また血が滲んできていた。

「相変わらずドンくさいな」

　社長がクククと肩を震わせる。

　社長に失敗ばかり目撃されるのは、私の宿命なのかもしれない。トレーを小脇に抱えてハンカチを取り出そうとするものの、スカートの右側のポケットから左手で取ろうとしてもうまくいかない。

「貸せ」

　もたもたしている私の右手を社長が突然掴んだものだから、大きく鼓動が弾む。いつの間に用意したのか、彼は絆ばん創そう膏こうを手にしていた。

「すみません……」

　社長が手当てしてくれている様子を見ながら、指先から私の胸の高鳴りが伝わってしまわないかとハラハラする。

「カギはどうした」

「カギですか？」

　なんのことかすぐにピンとこなくてポカンとすると、社長が私に鋭い眼光を間近で浴びせた。〝コイツ、大丈夫かよ〟と、その目が言っていることに気づいて、そこでようやく思い出した。

「あ、それでしたら……あったんです」

　あまりにも間抜けすぎる結末に、白状する前から恥ずかしさが込み上げる。

　社長は私の返答に「はぁ？」と首を傾げた。

「実は、会社のロッカーに……」

「忘れただけだったのか」

　コクンとうなずく。

「本当に申し訳ありませんでした。社長にはご迷惑ばかりで。スーツは汚してしまったし、部屋に泊めてもらうようなことになって……」

　そこで一気にあの夜のことが頭を駆け巡る。体に残る、社長の手の感触。息もつけなかった口づけ。今、思い出してはいけないシーンが、ＤＶＤを再生したかのように鮮明に映し出された。

　頬がカーッと熱くなる。懸命に宥なだめようと試みた心臓は、暴れる一方だ。早く、社長室から出なきゃ。絆創膏を貼り終えた手を引っ込めようとすると、即座に捕えられてしまった。ハッとして社長を見上げる。

　私の勝手な思い込みなのか、彼の眼差しにどことなく熱っぽさを感じて、それがさらに鼓動を速まらせる。目を逸らさなきゃ。そう思うのに、それができない。

　強力な磁石に引き寄せられた小さなクリップのように、自力ではどうすることもできない。瞬きをする隙もないくらいだった。

　その時、社長が掴んでいた手を強く引き寄せる。その弾みで、彼の胸に飛び込むような格好になってしまった。

「あっ、あの……」

　この前の夜同様、どうしてこういうことになっているのかわからない。

　私は社長のしていることがまったく理解できずにいた。

「奈知」

　低く甘い声が、耳の奥まで響く。そのもっと奥では、私の心臓がドクンドクンと体中に伝わるほどの音を立てていた。

「……はい」

　極度の緊張の中、ゆっくり顔を上げる。すぐに視線を捕獲され、呼吸の止まる思いがする。ゾクッとするほどセクシーな眼差しだった。

　胸の高鳴りが激しくなる中、彼の顔が徐々に近づいてくる。その先に起こることと言ったら、ただひとつ。私は瞼を静かに閉じる。受け入れ態勢は万全だった。

　あんなにも苦しんでいたはずの三木専務への罪悪感は、彼方へと吹き飛ばされてしまった。今か今かと、それを待つ。

　ところが次の瞬間、ペチッという音とともに額を軽く叩かれた。すべての神経が唇に集中していただけに、今の衝撃がなんなのか、すぐにはわからなかった。

　驚いて目を見開くと、そこには、笑うのをこらえるような顔をした社長がいた。

「なーに期待してんだよ」

　なにって……それは……。あまりの恥ずかしさに、全身の血が顔に集まってきたように熱い。

「期待なんて……」

　してた……。正直、思いきり期待してしまっていた。からかわれただけなのに、私は本当にバカだ。熱くなった頬を両手で覆って俯うつむいた。

「決めた」

　突然、社長がポツリとつぶやく。

　決めた？　なにを？

　社長の顔を見上げると、彼はじっと私を見下ろした。感情の読み取れない真顔だった。

「奈知」

　もう一度名前を呼ばれて、「はい」と答える。社長の唇が言葉を発しようと動いた時だった。ノックの音とともにドアが開かれる。

「おはよー。……あら、雨宮さん」

　ギクリとした。三木専務が入ってきたのだ。とっさに社長から離れて、専務に向かって一礼する。

「……もしかして、お邪魔だった？」

　私たちを見比べて、専務が言葉を続ける。探るような目で言葉を待っていた。そこに悪意こそ感じなかったものの、専務は社長の恋人なのだ。私が社長とふたりきりでいることに、いい気分はしないだろう。キスを期待したこともあって、うしろめたい気持ちでいっぱいになる。

「いや」

　社長が短く答えるそばで、私も首を横に振る。専務の顔も見られなかった。

「あの……私は失礼します」

　社長に頭を下げ、専務の脇をすり抜ける時に彼女にも頭を下げ、逃げるように社長室をあとにした。

　エレベーターまで走り乗り込むと、そこでやっと大きく深呼吸をする。心臓の音がやけにうるさい。

　三木専務は勘違いしてしまったかな。時間にすればそれほど長くはないけれど、私が社長室に入り浸っていたことをどう思っただろう。あのあと、ふたりの間にはどんな会話が交わされただろう。

　そして、それよりも気になったのは、社長が言いかけた言葉だった。なにを言いたかったのか。なにを言おうとしていたのか。その時の社長の顔ばかりが浮かんで、心ここにあらず。ボーッとしてエレベーターで一階まで行ってしまうのだった。




《ねぇ、なっちゃん。そろそろお相手に会う気にならない？》

　このごろは夜になると、お母さんから頻ひん繁ぱんに電話が入るようになってきていた。毎度、同じセリフから始まる電話には正直うんざりとしていて、いくら嫌だと断っても、次の夜にはまた連絡がくる。

《他に好きな人がいるわけじゃないんでしょう？》

「――いないよ。いないけど……」

　そばに置いてあったクッションをギュッと抱き締める。勤め先の社長のことが好きだからなんて、口が裂けてもお母さんには言えない。しかも、ちゃんとした彼女がいる人は、やめておきなさいと言われるのがオチ。実らない恋なんかしている場合じゃないと、余計にお見合いの話を進められそうだ。

《会うだけでもいいんだから。会ってみて、なっちゃんが嫌だって言うなら、お母さんたちも、それ以上は無理強いしない》

　ここまで強引に話を進めておいて、それはないだろうと思う。もう十分、無理強いだ。

《とにかく、お相手をあまり待たせるのも失礼だから、早く決断してね》

　お母さんは、最後は毎度お決まりのセリフで締めくくると、《おやすみ》と電話を切ったのだった。




　そして、私が最も恐れる日はやってきてしまった。園田さんが明日からいよいよ産休に入ってしまうのだ。引き継ぎが始まった当初からそうしていたけれど、今日はさらに園田さんにべったり張りつき、ひとつも聞き漏らしてなるものかと神経を研ぎ澄ませていた。

「園田さん、出産をもう少し先に延ばせないでしょうか」

　明日から彼女の業務をひとりでこなさなければならない不安から、ついそんなことを言ってしまう。無理は百も承知の上だ。

「そんなことできないわよ」

　ふふふと笑いながら、園田さんがお腹を愛おしそうにさする。でも、私にとっては本当に笑いごとじゃないのだ。

「雨宮さんなら、もう大丈夫。立派にやっていけるから」

「そうでしょうか……」

　そうだとは、とても思えない。今朝だって、彼女に一心に注意を払っていたために、会議予約の入っていた部屋の開錠をし忘れていたのだ。

　しかも、その主催者はまたもや加藤くんだった。おかげで、『あなたときたら、いったいどうやったらそこまでの〝抜け作〟になれるんでしょうかね』と叱しっ責せきされてしまった。『〝抜け作〟ってなに？』と聞いたら、『そんなことも知らないんですか』と、今度は呆れられた。

　きっと間抜けだとかいう侮ぶ蔑べつの意味合いなんだろう。とにかく私はその〝抜け作〟で、そんな私が株主総会関連の仕事をひとりで全うできるんだろうか。明日から頼みの綱の園田さんがいなくなるなんて、今はまだ考えたくない。

「大丈夫よ。そんな不安そうな顔しないで。はい、これあげるから」

　そう言って園田さんは、大きな飴玉の包みを私の手の平にのせてくれた。

「ありがとうございます」

　それでつられるわけではないけれど、いつまでもそうして園田さんに泣きついてばかりいるわけにもいかない。彼女が産休に入るのは、どうしても避けられない事態なのだ。まだまだ不安は大いにあるけれど、いよいよ腹をくくるしかない。

「園田さん、私、頑張ります。園田さんが復帰してきた時に、逞しくなったと思ってもらえるようになります」

「その意気よ。なにかあったら、連絡してきて大丈夫だから」

　彼女に手を強く握られて、大きくうなずいたのだった。




　それから忙せわしない日々が目まぐるしく過ぎ、とうとう株主総会の日がやってきた。社長室の一件以降、社長を社内で見かけることも、彼と個人的に接触することもないままだった。

　会場となるのは会社近くにある、普段はコンサートなどが開催されるホールだ。株主総数一万人のうち、出席の連絡があったのは三分の一ほど。会場の三分の二を埋める程度になりそうだ。

　私も含む総務部メンバーの半分は、案内板や備品関係に不備がないか、朝早くからホールで準備に入っていた。取締役の他関係部署の部長職などは、開催時刻である午前十時の一時間半前に会場入りを完了。

　昨日のうちに取締役などの代役を立てて簡単なリハーサルをし、あとは始まりを待つばかりだ。園田さんから託された注意事項に何度も目を通す。

　〝各担当者の行動が、会社のイメージとなる。各自の行動が、総会に影響する面があることをよく心得ること〟

　いつも指摘されるように、間抜けな面が出ないように気をつけなくてはならない。私が笑われる、イコール会社が笑われる。つまり、社長が笑いものにされるということ。全身全霊をかけて、それだけは防ごう。

　〝不測の事態が発生した場合は、部長に即報告し、指示を受けること〟

　その注意事項には、園田さんの赤字で〝要注意人物あり〟と書かれている。

　園田さんに聞いたところ、毎年、総会に出席する株主の女性で、議題とは関係のないことを質問してくるらしい。

　議題とあまりにも関係のないことは答える義務が会社にないため、スルーされてしまう。それに彼女が激怒するというのが、いつものパターンみたいだ。

　彼女からは、今年も出席する旨の返信がきていた。




　午前九時、いよいよ受付の始まりだ。私も受付スタッフの一員として、入口に設置されたブースに立った。

　開始直後こそパラパラとしか見えなかった株主は、九時半を過ぎたころに急に増え始め、総会開始二十分前にはごったがえすほどになっていた。

　ひとりずつ丁寧に挨拶を繰り返し、こちらに控えてある名前と照合する。

　単純作業を延々続けていると、ふと見知った顔がいることに気づいた。思わず声をかけようとして、ぐっとこらえる。注意事項の中に〝株主の中に知り合いがいても声は絶対にかけてはならない〟とあったからだ。

　その彼が私の前に立つ。彼もまたハッとしたようだったけれど、ニコッと笑うだけにとどめてくれた。

　こういった場は慣れているみたいだ。

「おはようございます。久万蓮れん太た郎ろう様でございますね。お待ちしておりました」

　そう、あの久万さんだ。

　招集通知を出す時にはまったく気づかなかった。彼もピュアネットジャパンの株主だったのだ。

　丁重に受付を済ませると、久万さんは去る間際に私だけにわかるようにウインクを投げてくれた。それが不器用なものだったから、笑いをこらえるのに必死になってしまった。

　そうして総会開始の五分前を迎える。当日来場した株主の議決権を、前日までの集計分に加えて、最終数字として議長に開会直前に知らせなければならない。

「時間がないぞ。早いところ数えよう」

　課長と手分けして数え、議長へと報告した。

　受付を締め切り、私たちはステージの袖に待機。取締役や事務局は、既に入場が完了していた。

　取締役の席は、ステージ右側に株主のほうを向いて設けられている。その中に速水社長の姿を見つけて、鼓動がトクンと反応した。

　議長が昨年度の業績報告を読み上げ、次々と議題をこなしていく中、つい社長ばかりを見てしまう。

　彼は、背筋を伸ばし、株主席をまっすぐ自然体で見据えていた。身じろぎひとつしない凛とした姿だ。他の取締役たちより際立って素敵に見えるのは、きっと私の恋心のせいばかりじゃない。

　こうして顔を見ているだけでドキドキしてしまうなんて、私は本当にどうしたんだろう。

　ところが、その隣に座る三木専務を見て、甘い想いに陰りが差す。

　誰がどう見てもお似合いのふたりの間に、私の入る余地はないのだ。

　大きくため息を吐いたところで、総会はいよいよ質疑応答の時間となった。

　株主が次々と挙手し、今後の業績の見通しや配当政策についての質問が投げかけられる。議長はそれに対して的確に回答し、そろそろ質問も出尽くしたかと思った時だった。

　株主席の一番前列に座っていた、ひとりの女性が手を上げる。例の要注意人物だ。受付で見たところ、年齢は恐らく四十代後半。細身で美人の部類に入る女性だ。

　いったいどんな質問をするつもりなんだろう。回答する必要のない私にも、少しばかり緊張が走る。

　要注意人物とはいえ、最初から無視するわけにはいかない。議長はその女性に質問を促うながした。

「速水社長はまだ独身でいらっしゃいますよね？」

　思わず彼女を二度見してしまった。随分と突拍子もない質問だ。

　会場内がざわつき始める。議長は、「静せい粛しゅくにしてください」と、場内にひと言断りを入れた。

「誠に申し訳ございませんが、議題から著しくかけ離れたご質問にはお答えしかねます」

　丁寧に頭を下げる。

　ところが、女性株主はそこで諦めるつもりはなさそうだ。今度はその場に立ち上がった。

「恋人がいらっしゃるのかどうかは存じ上げませんが、私との結婚をここに提案いたします」

　いたって真面目顔で、彼女は高らかにそう宣言した。

　暴挙とも思える行動に、会場内が再びざわつき始める。

「申し訳ありません。そういったご提案は――」

「私は御社の株を十パーセントほど保有しております。その私と結婚なされば、速水社長は将来安あん泰たい。なにも怖いものなどなくなるのです。これもまた、会社運営に関わる議題だと思いますが」

　議長を遮さえぎり、落ち着き払って言葉を続ける。

　この人、大丈夫なのかな。よく見てみれば、真面目顔というよりは、少し目が据わっているようにも感じる。ある種の異様な雰囲気を醸し出しているのだ。

「あの株主、毎年ああして社長に結婚を迫っているんだ」

　驚いて固まっている私に、課長はそっと耳打ちをした。株主総会という公の場で、社長に公開プロポーズなんて聞いたこともない。

「大株主だから、邪じゃ険けんにも扱えないしね。正直、頭の痛い存在なんだよ」

　課長はそう言うと、肩をすぼめて女性株主を嫌悪感たっぷりに見た。毎年のこととはいえ、議長も対応に苦慮しているようだ。

　すると、傍ぼう観かん者しゃのごとく様子を見ていた社長が、おもむろに立ち上がり、テーブルに置いてあったマイクを手に取った。

「議長からも申し上げておりますように、そのようなご提案は議事進行を妨げるものでございます。大変申し訳ございませんが、発言をお控えいただくか退席をお願いしたく存じます」

　社長は女性株主に向かって頭を下げた。毅然とした対応だった。

「私が毎年、恥を忍んでこうしているというのに……」

　さっきまでの強気な様子から一転、彼女が肩を震わせ始める。

「議長、そろそろ採決に入ろう」

　マイクを通さずに社長が言うのが聞こえた。

　その時だった。女性株主が、なにかを手にしてステージ上へ駆け上がる。その手元でキラリと光るなにかが見えた。

　――まさか。嫌な予感が背筋を駆け抜けた。

　他のことはなにも考えられなかった。とっさに私もステージに走り出る。そして、社長の前に立ち塞がるように彼女に対たい峙じした。

　その時見えた彼女は、顔がん面めん蒼そう白はく、目からは冷静さがなくなっていた。

　彼女が私に向かって突進する。そして、私の体になにかがかすめたと同時に、私は意識を手放した。




　遠くのほうで人の話し声が聞こえる。私の視界は真っ白。もやがかかっているように、なにも見えなかった。その話し声がふと止み、代わりになにか金属がぶつかり合うような音が聞こえた。瞼が重い。

　目を開けていると思ったのは、私の勘違いだったようだ。それを開こうとしているうちに、次第に意識がはっきりしてくる。

　鉛なまりをのせられたかのような瞼をゆっくり持ち上げると、霞かすんだ視界の中に人影が見えた。

　誰だろう。焦点を合わせようと試みる。視力の悪い人の世界はこんな感じなのかもしれないと、ふと思った。

　そして、ようやくしっかりと見えた先にいた人影の正体に、カッと目を見開く。

「社長……」

「大丈夫か？」

　社長は心配そうに私の顔を覗き込んだ。優しい目だった。

「私……？」

　体を起こそうとして、社長が引き留める。どうやら私はベッドに寝ているらしい。社長はそばにあるパイプ椅子に座っていた。遠い意識のなか聞こえた金属音は、その椅子のものだったのかもしれない。ここは病院なのかな。

「もう少し休んでいたほうがいい。どこか痛いところはないか？」

　痛いところ？

　――そうだった。私、株主総会で社長に襲いかかった女性に……。戻った記憶を頼りにお腹に手で触れる。

　……あれ？

「刺されてはいない」

「……え？　でも確か……」

　あの時、彼女の手にはナイフのようなものが握られていて、私はとっさに社長をかばって刺されたと……。でも、そう言われれば、刺されたはずのお腹には包帯らしきものが巻かれていない。痛くも痒かゆくもない。

「あれはオモチャだ」

「……オモチャ、ですか？」

　聞き返すと、子供のオモチャでよくある、刃先が引っ込んだり飛び出したりするやつだと社長が説明してくれた。

「それじゃ、どうして私……」

　気を失ったりしたんだろう。

「刺されたと思い込んで、ショック状態に陥ったんだろう」

　そんな……。それじゃ、正真正銘の間抜けだよ……。穴があったら入りたいとは、このことだ。被害妄想も甚だしい。

　顔から火が出るほど恥ずかしくて、毛布を引っ張り上げて隠れた。ところが、その毛布が引きはがされ、再び顔が出てしまう。すぐそばには社長の顔があった。しっとりと憂いを帯びたような彼の目を見て、胸の奥が苦しくなる。

「二度とあんな真似はしないでくれ」

　社長は私の髪を撫でた。

　そこに愛おしさが含まれているように感じるのは、きっと私の強い願望のせい。そうであってほしいと願う、一方通行の想いのせいだろう。

　その想いが溢れないように、喉の奥でぐっとこらえる。

「申し訳ありませんでした……」

　声がかすれてしまった。

「あれが本物だったら、どうなっていたと思う」

　あれが本物だったら……。社長に言われて、あのシーンを回想する。彼女の持っていた刃物が、私のお腹をひと突き。もしも刺しどころが悪かったら……。血が止まらなかったら……。

　ステージに血まみれで倒れる自分を想像して、途端に怖くなる。でも、あの時はそんなことまで考えが及ばなかった。

「……必死だったんです。ごめんなさい……」

　社長に刃物を持って向かっていった彼女を見て、体が勝手に。あれは一瞬の出来事だった。

「あまり無茶なことはするな。俺の心臓がもたない」

　はにかみながら社長が言う。

　それじゃ、私のことを相当心配してくれたのかな。私の目が覚めるまでずっと付き添ってくれていたことを思い出して、心が波立ち騒ぎ、落ち着かなくなる。

「でも、ありがとう」

　毛布の上に置いていた私の手を社長が握る。とても温かかった。心地よい反面、猛スピードで鼓動が速まる。優しく見つめられて、どうしたらいいのかわからない。そんな状況を脱したくて、必死で話題を探した。

「株主総会は終わったんですか？」

「……藪やぶから棒ぼうだな。無事に終わったよ」

　社長は苦笑いしながら、私から手を離した。

　社長によると、例の彼女はオモテャと言えど警察に連行されていったそうだ。毎年のように公開プロポーズをしていたそうだけれど、今回のような暴挙に出たのは初めてらしい。

「株主総会をめちゃくちゃにして、申し訳ありませんでした」

　謝った私に、社長がポカンとする。

「それは、あの株主だ」

「ですが、刺されてもいないのに倒れたりして……」

　運営の注意事項に〝常に冷静に、会社を背負って立っている自覚を忘れずに〟とあったのに、初めて関わった総会で、こんな失態を犯すなんて。園田さんになんて報告しよう。毛布をギュッと握り締めた。

「俺を守ろうとしてくれたわけだろ？」

　いたわりを込めたような目に、落ち着いたはずの胸が早鐘を打ち始める。切ない想いに苦しくなった。

　どうしてだろう。こんな時に、あの宿題の本当の答えを見つけてしまった。あのしりとりの続きを。

「あの、社長……」

　社長は「どうした」と、私をじっと見つめた。

「宿題なんですけど……」

「宿題？」

　そう言ってから社長は、「ああ、あれか」と思い出したようだった。彼の目が先を急かすように揺れる。そうされると、すんなり言葉が出てこない。

「なんだよ、見つけたんじゃないのか？」

「……見つけました」

　サラッと言えるワードじゃないだけに、極度の緊張に包まれる。これ以上は無理なほど、毛布を握る手に力を込めた。

「おい、大丈夫か？」

　急に具合でも悪くなったと思ったか、彼が心配そうに私の顔を覗き込む。

　静かに大きく息を吸い、溢れ出す気持ちと同時に告げた。

「……〝すき〟です」

　しりとりに乗じてしか、私の想いは伝えられない。許されない気がした。社長は一瞬目を見開いたあと、なにも言わずに私を見つめた。

　その表情からは、なにも読み取ることができない。ただ、私がそんなことを言ったところで、社長の心を揺さぶるほどの威力はないことはわかっていた。

　無言のまま、空気がピンと張りつめる。さっきからうるさいくらいに暴れる鼓動の振動が、空気を伝わって社長にも聞こえてしまいそうだ。

「奈知、こ――」

「おぉ、なっちゃん、目が覚めたようだね」

　社長が口を開くと同時に、病院には不釣り合いなほど大きな声がしたかと思ったら、久万さんが病室に現れた。顔いっぱいに笑みを浮かべながら、社長と私の間に立つ。久万さんもあの会場にいたわけだから、一部始終の目撃者だ。

「いやぁ、何事もなくてよかったねぇ。……あれ？　お邪魔だったかな？」

　首を左右に振って、私たちの顔を眺める。一種の緊迫ムードの中に飛び込んできたことに気づいてしまったようだ。

「いえ！　お邪魔だなんて！」

　本当のところを言えば、社長が言いかけた言葉が気になる。

「ご心配をおかけして申し訳ありませんでした」

「いや、ビックリしたよ、本当に。今年もまた始まったかぁと見ていたら、急にあんなことするんだもんねぇ」

　頭を下げて謝ると、久万さんは目を大きくしながらうなずき、両腕を胸の前で組んだ。

「久万さんは、うちの株主だったんですね」

「ちびっとだけどね」

　久万さんが親指と人差し指を使って〝少しだけ〟という仕草をすると、社長がすかさずツッコミを入れる。

「謙けん遜そんしないでくださいよ、久万さん。スーパートレーダーのくせに」

　スーパートレーダー？　久万さんが？

　私の勝手な思い込みに過ぎないけれど、トレーダーと聞くと、日々のちょっとした変化にも機敏に対応しなくてはならないから、どちらかというと細身で繊細なタイプをイメージしてしまう。つまり、大柄でおおらかな久万さんとは真逆の人だ。

　思いがけない久万さんの職業に、私は目を瞬くばかり。

「久万さんは、うちの他にも大企業の大株主でね。業界では有名なトレーダーなんだ」

　朗ほがらかな山のクマさんから、敏感なアンテナを持つデキる男へと、久万さんを見る目が変わってしまった。

「やめとくれよ、純ちゃん。なっちゃんが驚いているじゃないか」

「……はい、本当に驚きました」

　それで納得がいく。優雅に別荘暮らしを楽しんでいることも、奥さんの福子さんが不定期でパン屋を営んでいることも。きっと、トレーダーとして成功しているからこそできる生活なのだ。〝すごい〟のひと言に尽きてしまう。

「これはお見舞いだ」

　おもむろに久万さんが取り出したのは、福子さんのパン屋の袋だった。

「なっちゃんがひどい目に遭ったから、急いでカミさんに焼いてもらったよ」

「おっ、メロンパンじゃないですか」

　私が受け取った袋に、社長が横から手を入れる。

「純ちゃん、ダメだよ、これはなっちゃんに持ってきたものなんだ」

「奈知のものは俺のものだ。なぁ、奈知」

「え？　あ、はい……」

　久万さんにピシャリと言われてもなんのその。社長は、取り出すなりメロンパンを頬張った。私がダメだと言えるはずがない。

「まったく純ちゃんときたら。そんなんじゃ、なっちゃんに嫌われるぞ」

　久万さんのセリフに、社長の動きがピタリと止まる。そして、メロンパンにかぶりついたまま、私を見た。

　さっき、告白まがいのことを言ってしまった手前、恥ずかしさが込み上げる。社長から視線をサッと外した。

「く、久万さん、好きも嫌いもないですから。あ、あの、福子さん、お元気ですか？」

　なんの脈みゃく絡らくもないことを言ってみる。とにかく、なにかで誤魔化したかった。

「ん？　あぁ元気だよ。またパン屋のほうにもふたりでおいでって言っていたな。朝飯食べにふたりで行ったんだって？」

「あ、は……い……」

　話が余計にまずいほうへいってしまった。久万さんは、私たちのことをすっかり誤解してしまっているようだ。社長も社長だ。訂正すればいいのに、素知らぬ顔でメロンパンを食べ続けていたのだった。




「もー！　驚かさないでよ、奈知ってば！」

　会社に帰るなり、留守組だった麻里ちゃんに叱られたのは言うまでもない。私の両腕を掴んで、よく通る声を総務部中に響かせた。おかげで、「さすがは雨宮だ」とクスクス笑われるはめに。

「本当にごめんね」

　彼女によると、私が襲われて倒れたという一報を受けた時には、すぐにでも駆けつけようと思ったらしい。ところが、無傷だと知って大人しく会社で私の帰りを待っていたようだ。

「刺されたと思って失神するなんて、奈知らしいと言うかなんと言うか」

　他の総務部のメンバーまで「うんうん」なんてうなずく。私がみんなの視線を集める時は、どうも笑い話ばかりだ。

「まぁまぁ沢木さん、そう雨宮さんを責めないであげてください」

　部長が宥めるかたちで悠々と登場する。

「雨宮さんは、捨て身で社長を守ったんですから。極度の緊張で倒れても仕方ありません。無事でなによりですよ」

　部長は、ポンと私の肩に優しく手を置いた。

「それに、園田さん不在の中、議決権の集計の手際もよかったですし、受付の応対もなかなかでしたから」

「部長……ありがとうございます」

　ありがたい言葉に涙が出そうになった時だった。

「これはこれは、噂の雨宮さんではありませんか」

　加藤くんがファイル片手に総務部へ入ってきた。

「お話は聞きましたよ。暴漢から社長を守ったまでは素晴らしいことですが、刺されてもいないのに失神したそうですね。社内はその話でもちきりですよ」

　メガネの奥の目を細めて私を見る。せっかく部長がうまく話をまとめてくれたのに、加藤くんときたらちょっとひどい。

「まぁ、何事もなくてよかったですけどね」

「加藤くーん、本当は奈知のことが心配で駆けつけたんでしょう」

　麻里ちゃんが、加藤くんを肘で小突く。その目を意地悪そうに細めていた。

「はぁ？　相変わらず妙な言いがかりをつけますね、沢木隊員は。僕は、会議室の予約メールがなかなか開封されないから、雨宮さんに催促に来たまでです」

　早口で事務的に言う。騒ぎの渦中にいたせいもあって、すぐに反応できずに麻里ちゃんと加藤くんをボケッと見てしまった。

「聞いていますか？　雨宮さん」

「え？　あ、うん……えっと、なんだっけ？」

「はぁ、これだからあなたは……」

　深いため息とともに私を上から見下ろすから、「ごめんなさい」と謝る他にない。

「で？　会議っていつなの？」

「会議予約は雨宮さんの職務ですから」

　麻里ちゃんが私の代わりに予約を受けようとすると、それを一いっ蹴しゅう。加藤くんは私にパソコンを立ち上げるよう促した。指示されるままに自分のデスクへ着く。

「会議はいつ？」

「申請を送信しているんですから、それを見れば済むことです」

　それはそうだけど。パソコンが立ち上がるまでの場つなぎのつもりで聞くと、冷ややかな返答をされてしまった。

　居心地の悪さの中、加藤くんからのメールを探してクリック。

「……二週間後？」

「そうですがなにか？」

　わざわざ確認しに総務部まで来たものだから、てっきり明日の朝イチの予約なのかと思った。

「あ、ううん。なんでもない」

　見上げた顔を即座にディスプレイに戻した。

「ほら、やっぱり」

　うしろから麻里ちゃんが顔を覗かせる。

「奈知が心配で来たのなら、素直にそう言えばいいのに。急ぎでもない会議の予約確認を口実にしなくたって」

　ニヤニヤしながら麻里ちゃんが加藤くんを攻撃し始めた。

「……沢木隊員の低俗ぶりには逆に感心してしまいますね」

「て、低俗!?」

　麻里ちゃんの声がワントーン高くなった。

「雨宮さんは、一応は同期です」

　加藤くんが〝一応〟をやけに強調する。

「心配する義務は負っています」

　義務って……。少し寂しい言い方じゃないか。

「加藤くんって素直じゃないよね。心配だから顔を見にきたって言えば、それで済むのに」

　麻里ちゃんは加藤くんを憐れむように言うと、自分のデスクへと戻っていった。

「……くれぐれも言っておきますが、メインは会議室の予約ですから」

　左手を腰に当て、右手でメガネをずり上げる。強気の発言によってやましいことを隠しているように見えなくもない。それでも加藤くんの意を汲んで、私はうなずいたのだった。










ふたつの衝撃的事実




　波乱の株主総会から二週間が過ぎ、七月初めの日曜日。夏本番を前に、暑さを苦手とする私も梅雨明けを心待ちにしていた。

　告白まがいのことをしてからというもの、三木専務へ花を届けるのはもちろんのこと、七階のフロアへ行くことも避けている。どんな顔をして会えばいいのかわからなくて、社内で遠くに社長の姿が見えれば、くるりと方向転換。自分でもかなり挙動不審だと思う。

　しりとりに乗じて〝好き〟と言ってしまったことは、相手が社長だけに、私の人生史上まれにみる暴挙だった。暴漢事件の興奮がもたらした、私の言動の誤作動に他ならない。幾度となくため息を吐いたところで、心のモヤモヤはすっきり晴れ渡ることはなかった。

　まるで私の心を映す鏡のような梅雨空を見上げ、傘を差して駅から麻里ちゃんのアパートを目指して歩き出す。彼女の部屋で一緒に夕食を食べるのだ。

　ふと、私の数十メートル先に一台のタクシーが停まる。それをなんとなく見ていると、そこから降り立った人の姿に私は立ち止まった。

　社長だったのだ。傘を差さずに、手をかざして雨を防ごうとしている。もちろん、私に気づく気配はない。

　彼がうしろを気づかうような様子を見せたかと思ったら、三木専務があとから降りた。ふたり揃って店の軒先へ走り、店内へと吸い込まれていく。

　傘をずらして目線を上げると、そこはジュエリーショップだった。それも、私には手の届かない高級品ばかりを扱う店だ。恋人同士のふたりがこういった店に用事があるとしたら、私にはひとつしか思い浮かばない。エンゲージリングだ。きっと、ふたりで選びに来たのだろう。

　決定的な場面を目の当たりにしてしまった。私では相手にもならないとわかっていたくせに、胸が苦しい。意識して呼吸しないと、酸素を取り込めなくなるほどだった。

　ガラス張りの店からは煌びやかな光が漏れ、その先には肩を寄せ合ってショーケースを覗き込むふたりの背中が見えた。




　気づいた時には、麻里ちゃんのアパートの前だった。呆ぼう然ぜん自じ失しつで歩いていたせいか、その間の記憶はほぼない。なんとか気持ちを切り替え、インターフォンを押した。

　このところの麻里ちゃんは、ずっと桐谷さんと過ごしていたから、こうして一緒に夜ごはんを食べるのは本当に久しぶりだ。ふたりでそうめんを茹で、鶏の唐揚げを作ってテーブルに並べる。

「いただきまーす」

　麻里ちゃんは大好きな柚子胡椒とネギやしその葉をめんつゆにたっぷり入れ、さっそく箸をつけた。そうめんがツルツルといい音を立てながら、彼女の口の中に吸い込まれていく。

「うーん、おいしい！　やっぱりそうめんには柚子胡椒だよね。って、どうしたの？」

　ぼんやりとしている私を見て、彼女が箸を止める。

「え？　どうしたって？」

「なんか浮かない顔してるなーと思って」

　確かに気分はものすごく落ちている。さっき見たばかりの光景は、私の心に影を落としていた。はなからどうにもならないとわかっていた恋心なのに、簡単に消化はできないみたいだ。

「なにかあったの？」

「……麻里ちゃんはいいな」

　実感を込めて言う。

「なにが？」

「好きな人に好きになってもらえて」

　思わず本心が出た。麻里ちゃんは静かに箸を置くと、正座して姿勢を正した。

「ね、奈知。前から聞こうと思っていたんだけど」

　彼女にしては、いやに遠慮がちに前置きをする。そんな様子に私は身構えた。

「社長となにかあった？」

　いきなり核心を突く質問は、私をパニックに陥れる。

「な、な、なにもないよ」

　つっかえる私に彼女は鋭い視線を向けた。見つめ合う私たち。それに耐えきれなくなって目を逸らしたのは私だった。

「私には言えないの？」

「……違うの。あのね……」

　そんなつもりは全然ない。急に寂しそうに彼女が言うものだからオロオロしてしまう。

「ひとりで抱えていたって埒らちが明かないよ。誰かに話すだけで違うから」

　優しい目で見つめられて、閉ざしていた心に小さな風穴が開く。そしてその穴は、ひとたび風が入り込むと途端に大きな穴になっていく。今まで抑えてきたいろんな想いが、そこから溢れ出てくる。

「麻里ちゃん、実は……」

　今まで社長と私の間にあったことすべてを彼女に白状してしまった。

　山小屋で一夜を共にしたこと、社長のマンションに泊めてもらったこと、そういった基本情報を既に知っていた彼女は、一番の重要事項である〝キス〟のところでは、「え!?」と言ったきりフリーズしてしまった。

　そして今日、三木専務とふたりでジュエリーショップへ入っていったところを目撃したという話の終盤で、やっと意識を取り戻したようだった。

「罪つくりだね。彼女がいながら奈知にキスするなんて」

　麻里ちゃんの言い方には、ちょっとした怒りが込められていた。言葉尻が刺とげ々とげしい。

「奈知はなにも悪くない。あんな容姿しているんだもん。いろんなシーンで助けられた上、キスなんてされたら、好きにならないほうがおかしいよ」

　そこまで断言してもらえるとは思ってもいなかった。いつものんびりしていて、誰が見ても鈍い私。隙がありすぎるからキスされるんだと言われることも覚悟していたからだ。

「……ありがと、麻里ちゃん」

　彼女にだけでも私の気持ちを認めてもらえたことが、すごく嬉しかった。

「麻里ちゃんが本当に羨ましい。好きになった人に好きになってもらえるなんて。今の私には奇跡だとしか思えないよ」

　三木専務と私じゃ、勝負にすらならない。百人の男性がいたら、百人全員が三木専務を選ぶだろう。容姿にしろ頭にしろ、どこにも勝ち目はないのだ。

　麻里ちゃんに話せたことで少しだけ気が楽にはなったものの、決着のつけどころは見つけられなかった。

　ふと、私のスマホに着信が入る。この時間だと、いつもの電話だと確かめなくてもわかってしまう。そしてそれは、私の予想どおりお母さんからの電話だった。

《なっちゃん、その後どう？》

　どうもこうも、前回の電話は夕べだ。昨日の今日で『その後』と言われても困ってしまう。でも、今日はいつもとは違う返答を用意していた。

「会うことにする」

《えっ？》

　電話の向こうでお母さんが素っ頓狂な声を上げる。

「お見合いする」

　私がきっぱりと答えると、麻里ちゃんは見知らぬ人を見るような目で私を見た。

　先の見えている恋は、早いところ忘れたほうがいいに違いない。お見合い相手を気に入るかどうかは別にして、社長を忘れるいいきっかけになるかもしれないから。

《よかったわぁ。やっと決心してくれたのね。お相手からも何度かうちに連絡が入ってね。とっても乗り気なの。素敵な方だから、なんの心配もいらないわ》

　お母さんの声がウキウキと弾む。

《それじゃ、きちんとした日程と場所を先方と相談してから、また連絡するわね。なっちゃんは土日なら大丈夫でしょう？》

「うん……」

　これでいい。これが一番だ。パンチパーマはこの際、置いておこう。もしかしたら、お母さんの言うように、ものすごく内面が素敵な人かもしれない。

「奈知、お見合いなんて本当にする気？」

　電話を切ったのを見計らって、麻里ちゃんが深刻そうな顔つきで尋ねる。

「それもいいかなと思って」

「焦って結婚する必要なんてないと思うけど」

「うーん……結婚はわからないけど、社長のことは忘れなきゃならないから」

　強行手段で無理やり気持ちを別に向けてみれば、なにか違ったものが見えてくるかもしれない。新しい恋を見つけよう。そう決意すると、ほんの少しだけ気分が晴れるような気がした。




「奈知、悪いけど、先に帰るね」

　使用の済んだ会議室の施せ錠じょうを端からしていると、麻里ちゃんが申し訳なさそうに私の肩をチョンと突いた。

「うん、大丈夫だよ。お疲れさま」

　彼女が手を振りながらエレベーターへと向かう。顔に嬉しさを隠しきれていないところを見ると、今日もきっと桐谷さんと約束があるのだ。そんな麻里ちゃんを見ると、やっぱりまた羨ましいと思ってしまう。

「さてと、私もさっさと終わらせて帰ろう」

　ひとり言で気を取り直す。そして、最後の会議室の中に忘れ物がないか、確認しようとドアを開けた時だった。真向かいに人がいたことにビックリして、息を呑む。

　ひとりじゃない、ふたりだった。しかも、抱き合って、あろうことかキスまでしていたのだ。

　呆気に取られて見ていると、そのうちのひとりが私に気づいてパッと離れる。その瞬間、ふたりの正体に衝撃が襲いかかる。ガツンと頭を殴られたようなショックだった。思いもよらない人物だったのだ。

「あ、あの……すみませんでした！」

　いけないものを見てしまい、弾かれたように慌ててドアを閉めようとすると、「ちょっと待って！」と中から声がかかった。

「雨宮さん、中へ入っていただけますか」

　さすがは彼だ。瞬時に冷静さを取り戻して、私を引き留めた。そうされて、無視するわけにはいかない。もう一度ドアを開いて、中へ体を滑り込ませる。私の前には、加藤くんと三木専務が並んで立っていた。

　どうして三木専務が加藤くんとこんなところで？　専務には社長がいるのに。

　頭の中は疑問だらけ。なにがなんだかわからない、パズルのピースが散らばった状態だった。

「妙な場面を見られてしまいましたね」

　加藤くんにそう言われても、俯うつむくことしかできない私。

「雨宮さん」

　専務に呼びかけられて、そっと顔を上げる。

「このことは黙っていてほしいの」

「黙っているって……社長にですか？」

　おそるおそる尋ねる。すると、彼女は口を半開きにしてポカンとしてしまった。社長と恋人同士だということを私が知らないと思っているんだろうか。

「社長は知っているわ」

「はい？」

　どういうことなんだろう。公認で浮気しているってこと？　嘘……そんな……。

「私たち、結婚しているの」

「〝私たち〟って……」

「俺と加恋だ」

　代わりに答えた加藤くんの言葉に絶句してしまった。

「み、み、三木専務と加藤くんが……け、結婚!?」

「そうなの」

　専務は加藤くんに寄り添い、口元をほころばせた。

　信じられないことだった。今まで生きてきて、これほどの衝撃的な事実を私は知らない。

「……それじゃ、社長とは？」

「社長と？」

　三木専務が不思議そうに首を傾げる。

「彼とは大学時代からの友人だけど」

「付き合っていなかったんですか……？」

「やだ、私と彼が？　まさか！　お互い仕事仲間としか思っていないわ」

　専務は笑い飛ばした。社内に出回っていたのは、単なる噂に過ぎなかったのだ。あまりにもお似合いすぎるがゆえに、噂がひとり歩きしていたのか。

　でも、まさか三木専務と加藤くんが結婚していたなんて……。休憩室で加藤くんが食べていたお弁当は、三木専務が作ったものだったのだ。

　〝彼女はいない〟という加藤くんの言葉に、嘘はなかった。彼女じゃない。奥さんなのだから。あまりのショックに膝が震えだす。

「雨宮さん、大丈夫？」

　心配そうに駆け寄った専務は、私を支えるように腕を掴んでくれた。

「……はい、大丈夫です」

　そうは答えたものの、実際のところはてんでダメだった。専務は、社長の恋人じゃなかった。そんな結末が待ち受けているとは思いもしなかった。

　専務と加藤くんは、『絶対に秘密』だと何度も念押しし、私を会議室に残して出ていったのだった。




　何百枚もの暑中見舞いのハガキの準備に疲れ、ひと息いれようと休憩室の自販機コーナーへと私は来ていた。昼時が過ぎたそこは、さすがに誰の姿もない。ホットココアのボタンをタッチしたところで、突然うしろから声をかけられた。

「夏でもホットなのか」

　まさかの社長だった。まったく気配がなかっただけに、「ひゃっ」と変な悲鳴を小さく上げてしまった。

「……一年中、私はこれなんです」

「へぇ」

　妙に感心したようにうなずき、私がカップを取り出すと、社長は一段上のアイスココアのボタンをタッチした。少し離れたテーブル席に座ると、なぜか社長までカップを持って私の前に腰を下ろした。

　特に話すこともなく、黙ったままココアをすする私たち。しりとりのことを思い出して、いたたまれない気持ちになった。早く立ち去ってくれないかと、つい社長に念を送ってしまう。

　いっそのこと、お見合いすることを話して、あの〝好き〟はなかったことにしてしまおうか。他に話題を見つけられなくて、意を決した。

「私、お見合いするんです」

　それは、ひとつの賭けでもあった。どこかに、社長が引き留めてくれやしないかという邪な気持ちもあったのだ。自分でもズルイと思う。他人に自分自身の気持ちの決着をつけてもらおうというのだから。

「見合い？」

　社長は少し驚いたように尋ねたあと、からかうような笑みを浮かべた。

「へぇ、奈知が見合いかぁ」

　お見合いを止めるどころか、面白がっているようにすら見える。ズキンと痛む胸。それは、心臓をひと捻りされたようだった。

　専務が恋人じゃなくても、私のことは恋愛対象として見ていないということだ。この前、ジュエリーショップで選んでいたのは、他にちゃんといる恋人にあげるものだろう。その彼女にプレゼントするために、専務に見立ててもらったに違いない。

　その時休憩室のドアが開いた。私のように飲み物を調達しにきたのだろう。確か営業部の人だ。社長に軽く会釈すると、彼は自販機の前に立った。

　社長のことは、これでもう本当に諦めるしかない。まだ熱いココアを飲み干し、彼に「失礼します」と告げて、休憩室をあとにしたのだった。




　その日は、早々に訪れた。房総の実家近くにある美容院で着付けとメイクをしてもらい、迎えにきた両親とお見合い会場へお父さんの運転で向かう。

　ふたりとも、やたらとご機嫌だ。特に父親というものは、娘をなるべく長く手元に置いておきたいものじゃないのか。そういう心理は、どうもうちのお父さんには当てはまらないらしい。こっちの気を知らない太陽も、梅雨が明けて嬉しいのか、ここぞとばかりに強い光線を放っている。

　柔らかで落ち着きのあるサーモンピンクに、扇や七宝、牡丹や桜といった花模様が描かれた訪問着は、お母さんの強い希望で着せられてしまった。成人式以来の着物の上、この暑さで気分はさらに滅入る。

　覚悟を決めてお見合いに臨むものの、どうしてもパンチパーマがチラついてため息の連続だ。

「奈知、緊張しているの？」

　鼻歌交じりだったお母さんが助手席から振り返る。ただの緊張ならよかったのに。

「母さん、そりゃあ緊張するだろうよ。将来の婿殿になる人かもしれないんだから」

「そんなに気張らなくていいのよ？　いつもの奈知で。それに、嫌だったら断ることもできるんだから」

　将来の婿殿、か。ふたりの会話に適当にうなずきながら、窓の外の街並みを横目に眺めた。




　三十分ほどで到着したのは、落ち着いた佇まいの日本料亭だった。竹で組まれた戸をくぐると、敷き詰められた玉たま砂じゃ利りを踏みしめ料亭のドアを引く。中へ入ると、おかみさんらしき上品な女性が着物姿で出迎えてくれた。

　案内されるままに足を進めていくと、右手に中庭が見えた。それは、外からは到底予想もつかないほど広い。鮮やかな緑に映える、池に渡された小さな赤い橋が印象的だった。

「こちらでございます」

　両膝を突いたおかみさんが引き戸を開ける。中から人の気配がするところをみると、お相手は既に到着しているようだ。お父さんに続いてお母さん、そして私も俯いたまま「失礼します」と中へ入る。

「お待たせして申し訳ありませんでした」

「いえ、こちらの主役がまだなんです。申し訳ありません」

　お父さんが謝罪しながら座ると、お相手の父親が同じく謝る。どうやら〝パンチさん〟はまだのようだ。

　入って向かいに相手方、手前に三つならんだ座布団の左端に座ると、私の前には空の座布団があった。

「まぁかわいらしいお嬢さんですこと。写真で見るより、ずっとかわいいわ」

　自己紹介する間もなく、パンチさんのお母さんが褒めてくれた。着物を着ているから、いくらか割増しでよく見えるのだろう。しかし、お世辞とわかっていても、褒められて悪い気はしない。滅入っていた気分も多少は軽くなったような気がする。

「雨宮奈知と申します」

　娘が褒められて恐縮する両親の隣で、名乗りを上げた。俯かせていた顔を上げ、パンチさんの御両親の顔をそこで初めて見る。

　お父様のほうは白髪交じりではあるものの、豊富な髪をオールバックに決め、目鼻立ちのすっきりとした顔でガッチリとした体型をしていた。お母様は私同様に着物姿で、華奢な感じのする優しそうな美人だ。穏やかな目元は、写真で見たパンチさんと似ていなくもない。

　ただ、ふたりの容姿から息子を想像して、パンチさんを思い浮かべられるかといったら、答えはノーだ。少し違う系統のような気がする。鳶とびが鷹たかならぬ〝鷹が鳶〟という逆もあるのかもしれない。

　そんなことを考えながら、居心地が決していいとは言えない場に大人しく座っていると、スーッとうしろの戸が開く音がした。

「お待たせして申し訳ありませんでした」

　パンチさんが到着したようだ。でも、この声……？　聞き覚えがあるような、ないような。私の記憶とは裏腹に、胸がなぜか高鳴る。

　そして、お相手が私の前に腰を下ろした時には、心臓が口から飛び出してしまうんじゃないかと思うほど驚いてしまった。

「社長!?」

「おう、奈知。待たせて悪かったな」

　社長は別段驚く様子もなく、目の前に置かれていた冷たい麦茶を飲み干した。そして、私を見て目を丸くしたあと、「ほぉ」というように小刻みにうなずく。着物姿の私を見て驚いたのかもしれない。

「純、その口の利き方はないだろう」

　お父様にたしなめられて、彼が素直に姿勢を正す。

「お電話では何度かご挨拶させていただいておりますが、速水純です。初めまして」

　この場がお見合いだとはとても思えない、フランクな挨拶だった。

　ところで、パンチさんは？　どういうこと……？　私が会場を間違えたということは、たぶんない。それじゃ……？

　あまりの事態に、思考回路がショートしてしまった。

「ふたりとも知り合いだったの？」

　お母さんが私たちを見比べる。お見合い話を持ってきたくせに、そんなことも知らなかったとは、なんて無責任な母親なんだろう。

「……私の勤め先の社長」

「あらま！　本当に!?　なっちゃんったら、どうして気づかなかったの？　写真とプロフィールを見たでしょう？」

　ボソッと告げた私のひと言に、お母さんは手を口元に当てて目を見開いた。驚きたいのは、私のほうだ。

「プロフィール？　そんなものは入ってなかったよ。写真がポロッと一枚だけ。それもパンチパーマの別人だった」

　美優が取り違えたのか、お母さんが置き間違えたのか。あの時見たのは、決して社長の写真ではなかった。穏やかな目をしたパンチさんだったのだ。

「パンチパーマ？　あら、それじゃあっちを見せちゃったのかしら……」

　お母さんが目を白黒させる。

「素敵な人って、何度も言ったでしょう？」

「それはそうだけど……」

　お母さんの言う素敵が、容姿じゃなく中身だとばかり思っていたから、まさか別人の写真を見せられたとは考えようもないのだ。

「それより、プロフィールがあったのなら、お母さんこそ、どうして気づかなかったの？」

「社名を見てもピンとこなかったわ」

　肩をすくめ、ペロッと舌を出す。娘の勤める会社名もわからないとは。驚きを通り越して、心配になってしまう。

「ほら、ふたりとも止めなさい。こんな場で恥ずかしいぞ」

　お父さんから小声で叱しっ責せきが飛ぶ。そこで改めて、これが社長と私のお見合いなのだと思い出した。

　居い住ずまいを正すと、社長は私の目の前で肩を震わせていた。この部屋に入ってきた時の様子からすると、たぶん社長はお見合いの相手が私だと最初から知っていたようだ。それなら、どうして話してくれなかったんだろう。社長が相手だと知っていれば、社長と専務の間柄を誤解することも、ひとりで悶々と悩むこともなかったのに。つい恨めしい顔で社長を睨んでしまった。

　ところが、そうしたところで彼に動じる気配はない。それどころか、優しい目で見つめ返してくるものだから、険しくしたこっちの表情はすぐにも緩んでしまう。キッと吊り上げたはずの目から、ふにゃふにゃと力が抜けた。

「行き違いがあったようですが、始めてもよろしいでしょうか？」

　社長のお母様が穏やかに先を促す。

「大変失礼いたしました。では、よろしくお願いいたします」

　お父さんとお母さんは、揃って頭を下げたのだった。




　運ばれてきた懐石料理に舌した鼓つづみを打ちながら、お見合いが終始和やかなムードで進んでいく。どちらの両親も話好きで、当事者の私たちはそれに気圧されて言葉を交わさないまま。どういうわけか結婚にノリノリの両家の親は、この話が既にまとまったかのような円満な話しぶりだった。

　そして食事を終えると、お見合いではお決まりの〝このあとは若い人たちで〟というセリフで、社長とふたりきりにされてしまった。

　広い庭園へ下り立つ。芝生の敷き詰められた中、飛び石を渡って池の前まで来ると社長は足を止めた。

「馬子にも衣装ってやつだな」

　頭の先からつま先まで私のことを眺めた彼が、ニヤリと笑う。

「からかわないでください」

　ついムキになる。

「どうして教えてくれなかったんですか？」

　私の両親との行き違いは、この際仕方がなかったとはいえ、社長は当事者なのだ。私が相手だと知っていたのなら、知らせてくれればよかったのに。

「知らないなら、そのほうがいいと思ったからだ。そうすれば、奈知の本音を引き出しやすい」

　確かに、初めから社長がお見合い相手だと知っていたら、自然と好きになるというよりは、身構えてしまっていたかもしれない。

「それに、普通のお見合いじゃ、つまんないだろ」

「つまんないって……」

「俺は普通が嫌いだ」

　隣に並んで立つと、社長は笑みを浮かべながら池を覗き込んだ。

　もしかしたら、社長にぶつかって花瓶の水をかけてしまった時にはもう、私がお見合いの相手だと知っていたのかもしれない。私の社員証と顔を見て、彼の表情が変わったことを思い出した。〝これが俺の見合い相手かよ。勘弁してくれ〟という具合に、幻滅していたのだろう。

「でも、私とお見合いなんかしていいんですか？」

「と言うと？」

「……彼女、いるんじゃないですか？」

　こんなことを私から質問させないでほしい。

「いない」

　迷いのいっさいない、即答だった。

「どうも怖がられるみたいだ、俺は」

　参ったというように頭を掻きながら社長が言う。

　確かにそれはあるかもしれない。見た目のよさに惹きつけられてうっかり近づくと、彼のキツイ口調や態度の前に逃げ出したくなるところはなきにしもあらず。

　ただ、社内での人気は上々のはず。黄色い歓声がたまに上がるのを社長は知らないのだろうか。

「うちの親もそれを心配したのか、親同士が集まる婚活パーティーとかに行って、奈知のご両親と意気投合したらしいな」

　社長ほどのスペックの高い息子でも、親にしてみたら結婚できるかどうか心配になるものらしい。放っておいても、社長なら自分で見つけてくるだろうに。

　最初はその性格に怯えたとしても、その裏にある優しさに触れれば、きっと私みたいにイチコロのはず。

「社長なら、お見合いなんてしなくても……」

　思ったことを正直に告げる。

「ま、俺も最初はそう思ったけどな。会うだけならいいだろうと。そこで、相手が同じ会社の従業員だと知ったわけだ」

　花瓶の水をかけた時に、社長が私のことをどう思ったかと想像するだけで怖い。その時点で断られてもおかしくないのに。そのあとも、散々な場面を見せてばかり。喜んでお見合いに臨むような相手じゃないことは、私自身よくわかっている。

「どうして私が相手だと知っても、お見合いを受けたんですか？」

「それを決断するために、あることを試した」

　社長は私に体を向け、まっすぐな視線で私を捕えた。

「……あること、ですか？」

　そこでふと、『試したいことがある』と社長に迫られたことを思い出した。マンションに泊めてもらった時の、あのキスだ。一気に鼓動が加速する。

「キスの相性だ」

　露骨に言われると恥ずかしい。

「相性なんてあるんですか？」

　そんな話は初めて聞いた。

「当たり前だ。匂い、味、感触。それがしっくりこない相手と結婚するつもりはない。体は調教すればどうにでもなるが、キスはそうはいかない」

　社長は大真面目に話した。調教などと言われて、カッと顔が熱くなる。

「キスして違和感のある相手とは、結婚してもうまくいかない」

「それじゃ……」

　今日、ここへ来たということは、私とのキスの相性はいい……ってこと？

　疑問が表情に出たのか、社長は私を見てうなずいた。

「驚くほどに、奈知とはバッチリだった」

　口角を上げて満足そうにうなずいた。

　嬉しさに心が躍ったのは一瞬だった。つまりそれは、好きだからということではない。セフレと同じような感覚なのだ。体だけの繋がりを求めるのと一緒。社長は、キスさえ相性がよければ、他はどうでもいいと言っているのだ。顔も中身も関係ないと。

「なーに仏頂面してんだよ」

　社長に、むにっと頬を抓られて我に返る。ゆっくり視線を移動させて彼を見上げると、ニコニコと笑っていた。

　どうして社長は、こんなにも晴れやかな顔をしているんだろう。キスの相性がバッチリの相手を見つけたから？　それさえ良ければ、私じゃなくてもよかったということ？　ぐるぐると頭を巡る疑問が、私の胸をじりじりと痛めつける。

「あの、社長……」

　思いきって聞いてみよう。

「なんだ」

「社長は私のこと――」

「おーい、純」

　言いかけた言葉は、社長のお父様の声にかき消されてしまった。振り仰ぐと、両家の両親が広縁から私たちに大きく手を振っていた。社長は私の頭をポンと撫で、そちらへ向かって歩きだした。

「雨宮さんご夫妻が帰られるそうだ」

　そういうわけで私たちを呼び寄せたのだ。

「そうですか。本日はありがとうございました」

　社長が私の両親に頭を下げる隣で、私は草ぞう履りを脱ごうと小上がりに足をかけた。

「それなら私も一緒に」

「奈知さんは、うちの純が送っていくから心配なさらなくていいですよ」

「そうよ。せっかくだから、ふたりでゆっくり話してらっしゃい」

　社長のお父様の言葉に甘える形で、お母さんがうなずく。

　社長を見ると、「そうしろ」と目で微笑みかけてきた。それに絆ほだされそうになりながら、意思をしっかり立て直す。

「……でも、やっぱり帰ります」

　お見合い当日からデートは行き過ぎているというのは、建前上の理由。本音は、社長とこれ以上一緒にいたら、その場の雰囲気に流されてしまいそうだからだ。

「いいの？　なっちゃん」

「うん」

　顔を覗き込むようにして尋ねるお母さんに答えた。

「本日はありがとうございました」

　彼の両親に頭を下げ、同じく挨拶をした自分の両親のあとに続く。

「奈知、あとで連絡するから」

　社長の声に肩越しにうなずいた。スマホのナンバーをお互いに知らないことを思い出したのは、お父さんの運転する車が発進した時だった。










深紅のバラの罰




　翌週の月曜日。いつものように休憩室で、麻里ちゃんとふたりお弁当を広げていると、そこに加藤くんが現れた。三木専務とのキスシーンを目撃して以来だった。

　麻里ちゃんの隣に腰を下ろすと、例のごとく手作り弁当を小さいバッグから取り出す。専務お手製のお弁当だ。ついじっとその様子を見ていると彼と目が合い、メガネの奥の目を鋭く光らせてきた。

「今日はどんなお弁当かなー？」

　真実を知らない麻里ちゃんが、興味津々に身を乗り出して彼のお弁当箱を覗き込む。

「うわー、今日もまたすごい。ねぇ、本当のところは誰が作っているの？」

『三木専務だよ』と言いたい気持ちをぐっとこらえる。ここで口を滑らせてしまったら、加藤くんからどんなに激しい叱責が飛ぶかは容易に想像がついた。それに、私の失言を阻止するかのように睨まれていたのでは、口もきけない。

「って、ふたりで熱く見つめ合っちゃって、いったいどうしたの？」

　麻里ちゃんが不意に私たちを見比べた。

「み、見つめ合ってなんて」

　両手を顔の前でブンブン振って、激しく否定する。

「そうですよ。どうして僕が雨宮さんを熱く見つめなくてはならないのですか」

　加藤くんは、心外だとばかりに鼻の穴を膨らませた。

「そろそろ本当のことを言ったらどうなの？」

　麻里ちゃんのその言葉に、関係のない立場のくせにギクリとする。

　もしかして麻里ちゃんは、三木専務と加藤くんのことを勘付いているの？　まったく結びつきようのないふたりが、結婚していることを。

　思わず息を呑んで麻里ちゃんを見つめる。

「加藤くん、本当は奈知のことが好きなんでしょ？　白状しちゃえばいいのに」

　張りつめていた糸が急に緩められた。

「なんだぁ、麻里ちゃん。そっちかぁ」

　思わず余計なひと言を言ってしまった。加藤くんの目が殺気立つ。

「〝そっち〟って？　他になにかあるの？」

　麻里ちゃんは小首を傾げて私たちを見た。

「あ、ううん。ないよ。うん、ないの」

　助けを求めるつもりで加藤くんを見たものの、被害者の彼が、加害者の私に救いの手を差し伸べるはずもないのだ。冷めた視線は、まるで氷の矢のように私に突き刺さった。

「沢木隊員、切り干し大根入りの玉子焼きを差し上げますから、僕にアイスコーヒーを持ってきてくれませんか？」

「え？　切り干し大根入り？」

　麻里ちゃんが目を輝かせる。

「はい。かなりの美味ですよ。いかがですか？」

　加藤くんは、使用前の箸で玉子焼きを摘つまみ上げ、麻里ちゃんの顔の前に突き出す。

「アイスコーヒーね。今持ってくる」

　餌に釣られた麻里ちゃんは、そそくさと席を立ち自販機へと向かった。これ以上の被害を防ぐためであれば、被害者でも加害者を助けることがあるみたいだ。

「ごめんね、加藤くん」

　両手を合わせて謝る。

「本当に勘弁してくださいよ。社内で事実を知っているのは、社長と雨宮さんのふたりだけなんですからね」

「でも、どうして秘密にするの？」

　加藤くんは、『はぁ？』と眉間に皺を寄せて、嫌なものでも見るような目で私を睨んだ。

「妻が専務なんですよ？　僕はまだなにひとつ肩書を持っていない。そんな格好の悪いことがありますか」

　声をひそめて加藤くんが言う。

「でも、容姿端麗で仕事もできる女性を口説き落としたのは、紛れもなく加藤くんなんだから、自信を持てばいいのに」

「いいえ。まだです。僕が登りつめるまでは。今に見ていてくださいよ。僕も取締役になってみせますから」

　鼻息荒く、私に宣言する。そして、口いっぱいに肉じゃがを詰め込んだところで、麻里ちゃんがカップを片手に舞い戻った。

「はい、アイスコーヒー」

「ありがとうございます」

　加藤くんが口をモゴモゴさせながら頭を軽く下げる。玉子焼きをさっそく口に入れた麻里ちゃんは、「なにこれ！　本当においしい！」と満足気だった。すっかりさっきのことは頭から消えたようだ。

「それで、奈知のお見合いはどうだったの？」

　急に話が私へ飛んできたものだから、口に入れたご飯を丸飲みしそうになった。

「は!?　雨宮さんがお見合い!?」

　加藤くんはビックリ顔だ。

「お相手の方、ご愁傷様です」

「……ひどいよ、加藤くん」

　あまりにも散々な言われようだ。

「相手の頭、やっぱりパンチパーマだった？」

「雨宮さん、極道にでも嫁ぐんですか？」

　麻里ちゃんの質問に加藤くんが真顔で尋ねる。

「嫁ぎません」

　加藤くんに毅然と返してから、麻里ちゃんに「パンチじゃなかった」と答えた。

「さすがにお見合いにパンチではまずいと思ったのかな」

　麻里ちゃんが、とことん頭にこだわる。……まぁ、そういう私も同じようなものだったけれど。

「で、どうだったの？」

　写真がパンチパーマだっただけに、私の相手にあまり期待はないのだろう。麻里ちゃんは、「もう一個、玉子焼きちょうだい」なんて加藤くんにおねだりをしながら、ついでのように尋ねた。

「実はね……」

　もったいぶるつもりはないけれど、登場した人物が社長だっただけに、すんなりと白状してしまっていいものか悩む。

「やだ、なによ、奈知。どうしたの？　パンチより強烈な頭だった？」

　ブンブン頭を横に振る。

　パンチより強烈な頭ってなんだろう。モヒカン？　いっそのことツルツル？

　そんなことをのらりくらりと考えていると、麻里ちゃんから「おーい、奈知ってば」と現実に引き戻された。

「あのね、相手が……」

　周りに聞こえないよう声のトーンを落とすと、麻里ちゃんも加藤くんも身を乗り出して私に耳を傾ける。加藤くんにいたっては、聞き漏らさないように両耳のうしろに手の平をかざしていた。

「速水社長だったの」

　ふたりにすら届くか届かないか、か細い声で言った。時が止まったかのように、ふたりの動きが止まる。そして、パチパチと瞬きをゆっくり繰り返したあと、揃って「えー!?」と声を上げた。

　その声に、休憩室内が一瞬だけ真空状態のようにシンと静まり返る。チラチラと視線の矢を受けながら、私たちも少しの間だけ身じろぎひとつできずにいた。

「確認するけど、お見合い相手が速水社長だったの？」

　私に顔を近づけ、声をひそめて麻里ちゃんが聞く。私がそれにうなずくと、麻里ちゃんは、「そんな偶然、信じられない」と何度も首を横に振った。

「でも、どうして社長がお見合いなんて」

　ありえないとばかりに息を巻く。

「うちと同じく、親から心配されて迫られたみたいで」

「でも、三木専務は？　ふたりは付き合っているんでしょ？」

　そこで、つい加藤くんを見てしまう。彼は私と目が合うと、片眉をキッと吊り上げて『言うなよ』と目線で訴えた。

「それは単なる噂だったらしいの」

「へー、そうなんだぁ」

　押し殺していた息をふーっと吐き出しながら、麻里ちゃんは椅子の背もたれに寄りかかった。

「よかったじゃない、奈知」

「……え？」

　なんのことかわからず聞き返す。

「だって、お見合い相手が彼なら、このままトントン拍子に結婚できるんだし」

　麻里ちゃんがとんでもないことを言いだした。〝ちょっと待って〟と話にストップをかけるように麻里ちゃんを両手で制する。

「もしや、雨宮さんはその見合い相手のことが好きなんですか？」

　加藤くんが爆弾発言を放った。ものすごい威力だった。おかげで椅子から転げ落ちそうになってしまった。なんとか体勢を立て直し、荒くなった呼吸を整える。

　どっちの言うことにも、すんなりとうなずけない。このまま結婚するわけにはいかないと言っていいものか。好きだったと、加藤くんに白状してしまってもいいものか。

「加藤くん、残念。振られちゃったね」

「ですから、何度言わせるんですか。僕は雨宮さんのことはなんとも思っていません」

　勝手にふたりが話を始める。それを聞き流しながらお弁当も食べられずにいると、「おい、奈知」と、聞き間違えようのない声が聞こえた。速水社長だった。

　休憩室の空気が一変する。麻里ちゃんと加藤くんは、話を途中で止めて目を点にした。さっきまで賑やかだった休憩室は、彼の登場で水を打ったように静かになってしまった。みんなの目が一斉に私たちに向けられる。〝奈知〟と呼び捨てだったのも、たぶんみんなには聞こえたのだろう。

「どういうつもりだ」

　いつもより低い声で社長が私に詰め寄る。

「ちょっと来い」

　彼は腕を取ると、私を立ち上がらせた。

「えっ、あ、あの……」

　私の抵抗じゃ歯が立たないのは、もう十分わかっている。手首を掴まれ、休憩室から引きずり出されるような格好で出た。

　途中、すれ違う社員たちから好奇の目で見られながらエレベーターに乗り込み、七階へと向かう。社長室へ辿り着くと、掴まれていた手が解かれた。

「断るってどういうことだ」

　閉じたドアの脇に立つ私に、社長がにじり寄る。一歩後退したところで、背中にひんやりとした壁が触れた。社長が壁に手を突き、強い眼差しで見下ろす。私はとっさに目を逸らした。

　昨夜、この前のお見合いをお断りすることを両親に伝えたばかりだったのだ。返事を聞くまでもなく、このまま話を進めようと思っていたらしい両親は、最後まで納得してはくれなかった。

　でも、こうして社長が私を呼び出しているということは、今朝早くにでも社長のご両親に連絡してくれたのだろう。〝会ってみて嫌だったら断ってもいい〟と言っていたのは、両親のほうだったからだ。

「……どういうって、そういうことです」

　ポツリポツリと答える。結婚する理由が、キスの相性だけでは悲しすぎる。本音を言えば、社長が私のことを好きじゃなくても、結婚してそばにいられるのならと思わなくもない。でも、私たちは、あまりにも違いすぎる。私が三木専務みたいな女性だったら、自信を持って社長の隣に立てるのに。

「俺のことが好きなくせに？」

　ズルイ言い方だ。そのことがわかっているくせに、こうして私を翻ほん弄ろうするのだから。

「でも、社長は私のことを好きなわけじゃ……ないですよね？」

　声を振り絞って言うと、社長は目を少しだけ見開いた。そんなわかりきったことを聞くのかと言いたいのか、その目に戸惑いの色が滲む。

「俺は――」

　彼がなにかを言いかけたところで、社長室のドアがノックされた。

「失礼しま――って、ごめん」

　ドアを開けてすぐのところに私たちがいたものだから、三木専務は口元に手を当てて目を白黒させた。とっさに社長が私からパッと離れる。

「……いや」

　微妙な空気に包まれた。

「で、なんだ」

　社長はデスクに向かいながら、専務に尋ねる。

「午後のプレゼンの資料が提出されたから持ってきたのよ」

　私と社長を交互に見ながら、専務は持っていたクリアファイルを社長へ手渡した。

「サンキュ」

「あまり乱暴なことをしたら嫌われちゃうわよ？」

　悪いた戯ずらに笑う専務。社長は私へ一度視線を投げかけたあと、専務を睨み返した。

「……あの、私はこれで失礼します」

　そこに留まっているわけにもいかなくて、そそくさと社長室から退散したのだった。




　それから何事もなく一週間が過ぎていった。両親は性しょう懲こりもなく、毎晩電話をかけてきている。『本当に断ってよかったの？』というのが、お母さんの開口一番の挨拶だ。まだ社長のことを諦めきれないようだった。

　会社では今のところ社長と顔を合わせることがなく、休憩室から社長がただならぬ様子で私を連れ出したことで賑わっていた噂は、三日経つころにはすっかり薄れていた。

「それじゃ、帰ろうか」

　退勤時刻を三分ほど過ぎた時、麻里ちゃんが席を立って私に声をかける。今夜は、麻里ちゃんとふたり、私のアパートで手巻き寿司を食べることになっているのだ。会社を出て、駅まであと少しというところだった。私のスマホが着信を知らせてバッグの中で振動する。

　誰だろうと思いながら見ると、それは加藤くんからの電話だった。連絡先を交換していたにもかかわらず、たぶんかかってきたのは初めてだ。いったい何事だろう。

「もしもし」

　麻里ちゃんと立ち止まって、耳にスマホを当てる。

《加藤です。雨宮さん、すぐに会社に戻っていただきたいのですが》

「えっ？　今から会社に？　もうすぐ駅なんだけど」

《明日の朝イチの会議室を予約したいのです。駅なら、小走りで五分で戻ってこられますよね》

　なんて無謀なことを言うんだろう。

「明日の朝、確認して承認するから、メールを送っておいてもらっていい？」

《朝一番の予定の場合、前日までに送っておくように言ったのは雨宮さんですよね？　ですから、こうして僕は前日の今、雨宮さんからの承認を待っているのです。とにかくすぐに戻ってください。あなたが来るまで、とことん待っていますからね》

　加藤くんはつれなく言い、さっさと電話を切ってしまった。折り返しかけてみても、電源が切られている。強制的に会社に戻らせる気満々みたいだ。

「麻里ちゃん、ちょっと会社に戻ってくる。加藤くんに呼ばれちゃって」

「そうなの？　それじゃ、私が買物して、奈知の部屋に先に行って準備しておくよ」

「ありがとう。そうしてくれる？」

　バッグからアパートのカギを出し、麻里ちゃんへ渡す。彼女はそれを受け取ると、「じゃ、またあとでね」と駅へ向かった。




　加藤くんに言われたように小走りで会社へ戻ると、彼は総務部の私のデスクに座って、腕組み状態で待っていた。

　時刻は午後六時少し前。退勤時間から三十分と経っていないものの、総務部のメンバーは既にみんな帰ったあとだった。

「お待たせ」

「雨宮さんにしては、なかなか早い到着ですね」

「ひどいよ、加藤くん」

　わざわざ戻ってきたというのに、その憎まれ口はないと思う。息まで切らせて来たというのに。

「さっそくですが、承認してください」

　私に席を譲ると、加藤くんは隣に立った。パソコンを立ち上げ加藤くんからのメールを開くと、その会議予約は明日の朝九時開催のものだった。朝、私が出勤してきてからの承認でも、十分間に合うものだ。とはいえ、前日までにメールをくださいと言った過去がある手前、強く言うこともできない。承認ボタンを押して返信すると、パソコンをすぐさまシャットダウンする。

「それじゃ、私はこれで」

　早いところ帰らないと、麻里ちゃんをひとりで待たせてしまう。

「以前、雨宮さんは僕にこう言いましたよね。〝容姿端麗で仕事もできる女性を口説き落としたのは、紛れもなく加藤くんなんだから、自信を持てばいいのに〟と」

　確かに言った覚えはある。なんの話が始まるんだろうかと不思議に思いながらうなずく。専務と結婚していることを公表できないのは、加藤くん本人に肩書がないからだと聞いて、それはちょっと違うと思ったからだ。

　もし本当にそうなのだとしたら、専務は彼と結婚しなかったはず。専務は、肩書に関係なく好きになったのだろうから。私には今ひとつ、加藤くんのどういった面を好きになったのかは理解に苦しむのだけれど。きっと、私の知らない、素敵なところがあるんだろう。

「その言葉をそっくりそのままお返ししますよ」

「……え？」

　なんのことだかさっぱりわからない。

「雨宮さんも自信を持ったほうがいいということです」

「なにに対して？」

　釈然としなくて聞き返すと、加藤くんは肩をすくめて呆れ顔をしてみせた。

「これだから雨宮さんは……」

　いつものセリフを言って首を横に振る。

「まぁともかく、用件は以上です。お帰りいただいて結構です」

　加藤くんはため息交じりに言うと、私に背を向けた。

「ちょっ、加藤くん……？」

　かけた声には無反応。彼は「あーあ、まったくやっていられませんよ。職権乱用も甚だしい」なんてことを言いながら、総務部から出て行ってしまったのだった。




　電車に揺られながら、吊革に掴まり窓の外を眺める。麻里ちゃんは、私のアパートに着いたころだろう。今ごろ、買ってきた食材を手巻き寿司用に準備しているに違いない。

　それにしても加藤くんときたら、突然変なことを言いだすものだ。いつも私のことをノロマだの鈍いだの言ってコケにするのに、今日に限っては『自信を持て』だなんて。いったいなんだというのか。そんなことを考えながら着いたアパートの階段を登ろうとして、足を止める。

　――バラ？

　一輪のバラが無造作に置かれていた。それも、一輪だけじゃない。階段の一段一段に規則正しく置かれていたのだ。

　いったいなんだろう。誰かが落としていったようには思えないし……。

　そのまま見過ごしていくのも気がかりで、とりあえず拾ってみると、丁寧に棘の処理もされたバラだった。

　十二段の階段を上がりきった踊り場から、さらに上を見て言葉をなくした。

　――嘘。こっちにも!?

　同じように一段ごとにバラの花が置かれていたのだ。

　どうしよう……。これ、私が拾ってもいいのかな……。なにかのドッキリ？

　辺りを見回しても、誰かが隠れているような様子はない。迷ったものの、ここまで十二本拾ってきてしまった手前、引っ込みがつかなくなってしまった。ひとつひとつ拾い上げ、左腕に抱えていく。

　そして、私の部屋がある三階へ到着すると、なんとそれは私の部屋の前にまで続いていた。

　呆気にとられながら、同様に拾っていく。玄関まで辿り着いた時には、四十本弱のバラを抱えるほどになっていた。

「麻里ちゃん、お待たせ。あのね、なんだかわからないんだけどバラが……」

　ドアを開けた向こうは、静まり返った部屋。人の気配がない。忘れたものでもあって、どこかに買い出しにでも行ったのかな。

「麻里ちゃーん？」

　声をかけつつ、パンプスを脱いで中へと足を踏み入れる。決して広くはない部屋。いろんなところを探らなくても、彼女がいないことは明らかだった。

　電気の消えていた部屋のスイッチを入れる。すると、そこで目に飛び込んできたものに唖然としてしまった。

「え!?　ここにも!?」

　思わず声を上げる。それは、抱えきれないほどの真っ赤なバラの大きな花束だったのだ。テーブルの上に、存在をアピールするかのように置かれていた。

　麻里ちゃんが……？　そう思ってみたものの、彼女が私に花束をくれる理由が見つからない。私の誕生日でもなければ、なにかの記念日でもない。しかも、こんなに大量のバラだ。

　少し怖いものでも見るかのように、ぐるっとテーブルの周りをひと回りしたところで、花束の間にカードらしきものが挿し込まれていることに気づいた。そっと手を伸ばし、カードを開く。

　〝ちゃんと全部拾ってきたか？　全部で百八本の真っ赤なバラだ。花に詳しい奈知なら、この花束の意味がわかるだろう。わからなければ調べろ〟

　そう書かれたメッセージの下に記された名前に、心臓が飛び跳ねる。〝速水純〟とあったのだ。

　社長がこれを……？　どうして？　どうやって？　もしかして、麻里ちゃんに頼んで……？

　トクトクトクと心臓が早鐘を打ち始める。

　彼女に連絡をしてみようとバッグからスマホを取り出すと、ちょうどメールのメッセージを受信したところだった。

【バラ、見つけたでしょ？　ベランダから下を覗いてみて】

　麻里ちゃんからのメッセージを読んで、ベランダへ下り立つ。鉢植えを通り越してつま先立ちで下を覗くと、そこには一台の白いセダンが停まっていた。そして、そのそばには、こちらを見上げる社長の姿があった。

「え……社長……？」

　ひとり言をつぶやくと、私を確認して彼が手招きをする。下りてこいということらしい。なにがなんなのか、さっぱりわからない。

　バラも社長の登場も、まるで狐につままれたような気分だった。どうしようかと迷ったけれど、一輪ずつ拾ったバラと、大きなバラの花束も抱えていくことにした。ずっしりと重いし、前もよく見えない。ヨレヨレの状態で階下までいくと、私に気づいた社長が駆け寄ってきた。

「おい、なんで持ってくるんだよ」

　私が抱えている向こう側から、社長が花を抱え込む。

「せっかく社長からいただいたから……」

　置いてなんてこられない。

「でも、私以外の人が拾ったらどうするつもりだったんですか？」

「奈知の並びの二部屋は、空き部屋だって沢木が言ってたぞ」

　涼しげな流し目で私を見る。そんなことをリサーチ済みだとは。

「で、意味はわかったのか？」

　バラ越しに社長が見つめる。百八本のバラの花。それは……。

「でも、わからないんです。私と結婚したいと思ったのは、キスの相性がいいだけで、それはつまり、好きなわけじゃないんですよね？」

　聞きづらいなんて言っていられない。一番疑問に思っていることを正直にぶつけた。

「だから、そこからして間違えてんだよ。誰がいつ〝好きじゃない〟と言った？」

　私の目の奥を社長が探る。

「それは……」

　確かに直接そう言われてはいないけれど……。

「キスの相性は、気持ちがあって成り立つものだ。好きでもないのに、そんなことができるか。俺を野獣かなんかと一緒にすんな」

「……そうなんですか？」

　そもそも、キスに相性なんてあること自体知らなかったし、経験だって多くはない。そんな私に相性がどうだと言われても、セフレならぬ、単なるキスフレだと思ってしまう。

　社長は車のドアを開け私からバラの花束を奪うと、それを後部座席に置いた。そろそろ腕が限界だと思っていただけに、ホッとする。

「ただ、その気持ちを強く認識したのが、あの夜のキスだったのは間違いないな」

　ドアを片手で閉めると、社長は車のボディに寄りかかる格好で私に向かい合った。両腕を胸の前で組んで、足を軽く交差させる。

「見合いの相手だと初めて知った時は、マジかよと思ったけどな」

　そのひと言にギクリとする。

「それって、私が花瓶の水を社長にかけた時ですよね……」

　社長は「ああ」とうなずき、鼻を鳴らして軽く笑った。

　私の社員証と顔を何度も見比べて、顔をしかめていたのはよく覚えている。やっぱり、げんなりとしていたのだ。

「なにをやってもすっトロいし、いろいろと勘違いはするし、正直言って勘弁してくれよと思った」

　社長が正直者過ぎて、泣けてくる。それじゃいったい、どこを好きになってくれたんだろうかと不安になる。

「それがどうしたことか、不器用ながらも一生懸命な奈知のひたむきなところに、いつの間にか惹かれて。気づいたら自分のものにしたくなっていた」

　社長の視線が甘く絡む。〝自分のものに〟という言葉に鼓動が飛び跳ねた。そう思ってもらえるようになるとは、今の今まで本当に思いもしなかったから。

「私、社長は専務と付き合っていると思っていたんです」

「やめてくれよ。あいつはただの仕事仲間だ」

　専務も似たようなことを言っていたっけ。社長は、オーバーに手を顔の前で振り否定した。

「でもこの前、三木専務と加藤くんが結婚していることを知って」

　社長は目を丸く見開くと、ニヤリと笑みを浮かべた。

「そうか。奈知にバレたのか。アイツら、いつまで隠すつもりなんだか知らないがな。まぁ、今日はそれを逆手に取って、加藤には動いてもらったわけだ」

　加藤くんに？　それじゃ、私を今すぐ会社まで戻れと呼び戻したのは、社長の指図だったの？

　私の考えを先読みして、社長がうなずく。

『雨宮さんも自信を持ったほうがいい』と言っていた、加藤くんの言葉を思い返す。それはこのことだったのだ。社長は私のことを好きじゃない、隣にいるのには不釣り合いだ。加藤くんは、そう考えていた私を見透かしていたのだ。

「沢木には、少し前から協力してもらうようお願いしておいた」

　麻里ちゃんもまた、協力者だったのだ。私のアパートに遊びにくるよう約束を取り付けさせ、加藤くんに呼び出させて、麻里ちゃんと引き離した。私がいない隙に社長がバラを置いたというわけだ。

「せっかくなら、驚かしてやろうとね。見合いを破談にした罰だ」

「こんなの罰なんかじゃないです。だって……」

　百八本のバラをもらう罰なんか聞いたことがない。いたずらに笑みを浮かべた社長が手を伸ばす。その手を取ると、そっと引き寄せられ社長の腕に包まれた。

「しりとりの続き」

「しりとりですか？」

　どうして、今ここでしりとりなんて。目を瞬かせる。

「〝好き〟で終わったはずだな」

「……そう、ですね」

　頬がみるみるうちに紅潮していく。今思い出しても恥ずかしい。よくそんなことが言えたものだ。両手で顔を覆うようにすると、社長はその手をすぐさま取り、不意打ちで唇を重ねた。

「〝キス〟だ」

　かすめる程度で離れ、社長が不敵に笑う。

　体中にくすぐったい想いが込み上げる。耳まで赤くなるのを感じた。

「それなら次は……〝好き〟です」

「〝キス〟」

　延々と終わりのないしりとりと、軽く触れるだけのキス。

　何度となくそのやり取りを繰り返し、社長は「キリがないな」と言うと、私を引き離し助手席のドアを開けた。

「乗れ」

「どうしたんですか？」

「ここは人目が多すぎる」

　ハッとして周りを見ると、家路を急ぐ人たちから好奇の目を向けられていることに気づいた。恥ずかしさに、そそくさと乗り込む。

　社長も運転席へと回り込んで乗ると、エンジンをかけた。

「どこへ行くんですか？」

「俺のマンション」

　社長は車を方向転換させながら答えた。

　社長のマンション……。ポワーンと浮かんだベッドルームの画に鼓動が加速する。勝手にエッチな妄想をして、顔から火を噴きそうになった。

　どうしよう。心も体も準備ができていない。落ち着いて座っていられずに、窓の外を見たり、用もないのにバッグの中を確かめたり。挙動不審ぶりは、自分でわかるほどだった。

「今夜はただでは帰さないから覚悟しろ」

　信号待ちの最中、伸びてきた彼の指先が唇をなぞる。見たこともないほど熱い眼差しを向けられ、思わず息を呑んだ。

　そして、ダッシュボードから社長がなにかを取り出し、私に突き出す。

「……これは」

「見てのとおりだ」

　ベージュの小箱。それはどこからどう見ても、指輪のケースだ。心臓の音が、はっきりと自分で聞き取れるほどに高ぶる。

　社長がそれを開くと、八枚の花びらをかたどったプラチナの台座が、ダイヤモンドを包み込んだキュートなデザインだった。ケースに印字された店の名前は、以前、社長と専務を見かけたジュエリーショップのものだ。

「専務に見立ててもらったんですか？」

「……あいつに聞いたのか？」

　社長の声が上ずる。

「いいえ、このジュエリーショップに入るのを見かけたんです。それで私、ふたりがいよいよ結婚するんだと勘違いして」

　社長は「バカだな」と優しく笑った。

「でも結局あいつに〝好きな子への贈り物は、ちゃんと自分で選びなさい〟なんて説教がましく言われて、俺が選んだんだけどな」

「そうだったんですね。ありがとうございます……」

　顔に嬉しさを隠し切れない。鎮まるよう表情筋にいくら命じてみても、頬が緩んできてしまう。

　落ち込んでいた、あの時の私に教えてあげたい。〝あれは、あなたへの贈り物を選んでいるんだよ〟と。

「福子さんが焼いたメロンパンもあるぞ」

「本当ですか!?」

　社長のひと言に弾かれたように返す。私にしては、かなり反応が早い。

「おい、そっちのほうが嬉しそうだな」

　社長の口がへの字になる。

「あ、いえ……」

　そういうわけじゃない。メロンパンは、速水社長との夜を過激に妄想してしまう私の脳内にブレーキをかけるためのもの。別なほうへ意識を持っていかなければ、彼の運転する助手席にすら座っていられないから。

「メロンパンは朝までおあずけだ」

「え？」

　彼が意地悪く笑う。

「明日の朝、食べられるかどうかは奈知次第だな」

　そう言うなり、社長は私の頭を引き寄せて唇を塞いだ。

　百八本の真っ赤なバラ。

　〝愛してる。結婚しよう〟

　そんな意味を持つその花束は、後続車からのクラクションが鳴る中、後部座席から甘い香りを放っていた。
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流星群からの招待状




　カーテンを開け放ち、久しぶりの太陽を部屋いっぱいに取り込む。梅雨の合間に顔を見せてくれた晴れ間は、私を清々しい気分にさせてくれた。

　社長から劇的なプロポーズをされてから半年後、私たちはたくさんの人たちから盛大な祝福を受けて結婚。それから三ヶ月が瞬またたく間に過ぎていった。

　さすがに仕事を続けるわけにはいかず、会社は退職。せっかく教えてもらった株主総会関係の仕事は、育児休業から復帰した園田さんに返すことになってしまった。

　それがただひとつ残念なことではあるけれど、なにか仕事はしたかったので、社長の知り合いの花屋で週に三日ほど働かせてもらっている。大好きな花の仕事に携わりながら、ゆくゆくはフラワーアレンジメントの資格が取れるようにと勉強中だ。

　寝室の大きなベッドで、明るさに反応するかのように人型がもぞもぞと動きだした。

「時間ですよー。起きてくださーい」

　ベッドにうつ伏せで寝ている社長に声をかけると、彼はそれを阻止するかのように枕の下に頭を潜もぐり込ませた。太陽の光も私の声も遮断するつもりみたいだ。

　たいていは一度声をかければすっきりと起き上がることが多いけれど、今朝は優しい起こし方ではダメらしい。

「社長ってば！　起きてください！　遅刻しちゃいます！」

　声のトーンを数段アップさせる。邪魔な枕を奪おうと手を伸ばしたところに、ぬっと伸びてきた社長の腕。それは、ものすごいスピードで私の腰に回された。

「ひゃっ！」

　油断も隙もない。私は一瞬の間にベッドの中に引きずり込まれてしまった。うしろから彼に抱き込まれる格好で、身動きを封じ込められる。

「俺の名前は社長じゃない。何度言ったらわかるんだ」

　寝起きのかすれた声でボソボソと言う。吐息が耳元にかかってくすぐったい。

「でも……」

　〝純〟と名前を呼ぶなんて、とてもじゃないけど無理だ。なにより照れ臭さが先に出てしまう。

「でももへったくれもない」

「いっそのこと、ニックネームだと思ってください」

　それはいい考えだと我ながら思ってしまった。私が小学生の時、貫かん録ろくのある立派な体格のせいで〝社長〟というあだ名をつけられたクラスメイトが実際にいたことがある。それも〝あり〟というわけだ。

　ところが社長はそれでは気に入らないらしい。「ふざけるな」と声のトーンを落とし、さらには私の耳たぶにかぶりついた。

「――キャッ」

　体をよじってみたものの、社長の腕から逃れられるわけもない。なんせ屈くつ強きょうな体。私が暴れようが、片手でちょちょいのちょいと軽くあしらわれてしまう。まったく歯が立たないのだ。それでもなんとか耳たぶだけは解放に成功。また噛まれたらたまらないと、手で押さえた。

「早く起きないと遅刻しますってば。ごはんも冷めちゃいますよ」

　社長の好物、福子さんのメロンパンをさっき買ってきたばかりだ。焼き立てのおかげでダイニングにも甘い香りが漂っている。

「俺に遅刻なんてものはない。奈知は重役出勤って言葉を知らないのか」

「でも、いつもみんなと同じようにちゃんと出勤しているじゃないですか」

　そのあたりは偉いというか律儀というか。他の会社の社長のことは知らないけれど、社長自ら服務規律を守るのは素晴らしいことだと思う。

「なら、たまにはいいじゃないか」

　そう言われてしまうと、ダメとは言えない。

「奈知のせいだぞ」

「なにがですか？」

「昨夜、奈知がなかなか寝かせてくれなかったから寝不足なんだ」

　いたずらっぽく笑いながら冷やかすように言う。

「――そんな！」

　ボン！　と爆発を起こして火に包まれたかのように顔が熱くなる。一瞬にして思い出したのは、朝には似つかわしくない〝甘い夜〟のことだった。

　私が寝かさなかったわけじゃないのに。どちらかといったら、その逆。社長のほうだ。

　彼の手に転がされるようにして、体が軽々と反転させられる。社長は、いたずら好きの子供がするような意地悪な微笑みを浮かべていた。

　チリチリと赤くなった頬を隠すために社長の胸に顔をうずめると、「朝からもう一ラウンド？」と社長が言った。

　……〝もう一ラウンド〟？

　数秒後に、その意味に気づいて再び顔が熱を持つ。

「その要望に応えてやりたいところだが、夜まで待て」

「そんなこと言ってないですってば」

　トンと胸を叩くと、その手を取られた。

「奈知、顔上げて」

　言われるままに顔を上げ社長を見る。彼は目を細めて優しく私を見つめた。

「おはよう」

「……おはようございます」

　挨拶を返すなり、柔らかい唇が降りてきた。すぐに離れるかと思いきや、あっという間にキスが深くなる。社長は肘を突いて体を少し起こすと、私に覆いかぶさる体勢に変えた。

　頭の隅で〝遅刻〟という言葉がちらつくのに〝事〟が進んでいくことを止められない私。気づいた時には、滑り込んだ社長の手が私の素肌を這はっていた。

　一気に上がる体の熱。こうなることを望んでいなかったはずの私は、完全なる嘘つきに成り下がってしまった。『夜まで待て』と言った社長本人も、また同じく。

　ところが、そこでベッドサイドに置いた社長のスマホが着信を知らせて鳴り響いた。無視を決め込むつもりなのか、社長は私を攻める手を緩める様子もない。

　それでも一向に鳴り止まない着信音。このしつこさは、きっと彼女だ。一ヶ月ほど前に、取締役や部長たちの強い要望で社長に就いた秘書に違いない。

　必要ないと何度となく断る社長に彼らはしつこく食い下がり、半ば強引につけてしまったそうだ。しかも、麻里ちゃん情報によると若くてキレイだというのだから、いったいなんの嫌がらせなのか。彼氏はいるらしいけれど、私からしてみればいい気分ではいられないのが正直なところだ。

　甘い新婚生活でただひとつの不安な要素、それが彼女の存在だった。

　あまりにも鳴り止まない電話に、とうとう社長のほうが折れた。彼が私から離れたのだ。とっさに彼のパジャマを掴んだものの、やんわりと手を外された。なんとなく拒絶された気分になり落ち込む。社長は「なんだ」と愛想のない声で応答しながら寝室を出ていってしまった。

　熱を冷ますことを余儀なくされた私も、体を起こして洋服の乱れを直すしかなかった。あとを追うようにリビングへ行くと、既に電話を終えた社長は何事もなかったかのような顔でソファに座っていた。

「なにかあったんですか？」

「いや、特になにも」

　社長が、テーブルに置いてあった新聞を顔の前で大きく広げる。まるで、私の追及から逃れたいようにも見える。

　なにもないのに電話をあそこまでしつこく鳴らすのか。他になにかあるんじゃないかと、つい勘繰ってしまう。

　それなりに大きな会社ともなれば、体面的に秘書がいないわけにいかないのはわかる。私が引っ掛かるのは、それが容姿端麗の秘書だからだ。せめて、もっと年齢のいった女性だとか、いっそのこと男性だったらよかったのに。そうすれば、余計な詮索をしなくても済んだのに。

　社長とふたりでいる時にたびたび彼女から入る電話連絡は、私の心をチクチクと刺激した。

「今日、花屋の仕事は？」

　新聞から急に顔を覗かせて社長が尋ねる。

「え、あ……はい、あります……」

　目を逸らして言葉に詰まりながら答えると、社長は新聞を持ったまま目を細めて私を見つめた。なにかを探るような目線に身構える。すると、その視線が不意に私から逸れた。

「奈知が作ったのか？」

　その目の行き先を辿ると、そこにはアレンジした花のボウルがあった。

「はい、昨日仕事の帰りに道端に咲いていた花で」

「道端？　花屋で働いているんだから買えばいいだろう」

「そうですけど、野草も立派な花ですし、あんまりかわいいからつい」

　花を見ると、つい手を伸ばしてしまう。おかげで、このマンションのインナーバルコニーは私が持ち込んだ花の苗でいっぱいだ。

　少し足を延ばせば、街中でもひっそりと野草が可憐な花を付けている。みんなが見落としているだけで、派手さはなくとも花屋に劣らない花を咲かせているのだ。

「マーガレットに似た紫色の花はヨメナっていうんです。それから、葉っぱはコミカンソウ。小さくつけた実がみかんに似ていることから、そんな名前になったんです」

「奈知は本当に花が好きなんだな。花のことを話している時が一番生き生きしている」

　ボウルを持って目の前に持っていくと、社長は嬉しそうに笑った。

「いつかピュアネットジャパンのエントランスに花を飾ってもらえるようになりたいんです」

「なんだ、それならそうと言え。俺ならなんとでもできる」

　社長が自分の胸をトンと叩いて自信たっぷりに言う。

「それじゃ意味がないんです。私のアレンジした花を心から飾りたいと思ってもらえるようにならないと」

　もっと成長したい。社長の隣に立っても恥ずかしくない女性になりたい。懸命にアピールすると、彼の目に笑みが滲んだように見えた。

「……どうしたんですか？」

「いや、なんでもない」

　歯を見せて微笑み、首を軽く横に振る。なんでもないという顔でもない。

　社長は私から花のボウルを取り、テーブルに置いた。私の手を取り、ギュッと握る。

「奈知はそのままでいろ」

　なんのことかわからず、ポカンとするしかなかった。




　社長を送り出したあと、部屋の掃除や洗濯を済ませ、私はある場所へ向かっていた。

　カジュアルな格好に身を包み、帽子を目深に被る。色味の薄いサングラスをかけてから、商業ビルの七階までエレベーターで上がった。

　道路に面した休憩スペースは、幸いなことに誰もいなかった。エレベーターの脇にある大きな鏡に、不審な自分の姿が映り込む。そこで私はいったいなにをやっているんだろうと正気を取り戻しかけたけれど、それをふーっと彼方に吹き飛ばした。

　窓に張り付き、バッグから双眼鏡を取り出す。首にストラップをかけ、道路を挟んだところに建つ向かいのビルにそれを向けた。

　レンズ越しだと距離感が今ひとつつかめず、位置がよくわからない。何度となく自分の目で直接確かめながら、双眼鏡をゆっくり移動させる。そして、あるところでやっと目標物を捕捉した。

　――いた！　その近くには……女の人もいる！　髪が長くてグラマラス。きっと彼女がそうだ。

　双眼鏡の先に捉えた彼女は、確かに若くてキレイな女性だった。麻里ちゃんの言っていたことは正しかったのだ。

　私が立っているのは、私が少し前まで働いていたピュアネットジャパンが入っているビルの向かいの建物。社長室がよく見通せる場所だった。実は、例の秘書がどんな女性なのかを見にきたのだ。社長には仕事だと答えたけれど、本当は休みだった。

　ふたりの間にやましいことがないのはわかっている。それでも確かめずにいられないのが女心というもの。ふたりが普段どんなふうにしているのか、一度この目で見てみたかった。

　そもそものきっかけは、三木専務と加藤くんのお宅に少し前に社長とふたりで招待された時のことだった。専務が私を安心させようとして、『なかなかうまくやっているんじゃないかしら』と言ったことが引き金だった。

　私が顔を曇らせたことに気づいた専務は、『ふたりの仲が男女の関係みたいだって意味じゃないのよ』とのフォローのあとに、『そんなに心配なら、一度自分の目で確かめてみたら？』と、この場所を教えてくれたのだ。ここからなら、社長室がよく見えるからと。

　専務の言っていたとおりだった。双眼鏡の先には、デスクに座る社長と書類らしきものを手渡す秘書がはっきりと見える。視界を遮るものはなにもなく、すぐ間近で見ている感覚だった。

「――やだ、近づきすぎ！」

　思わず声が出る。秘書を追い払うように、シッシ！　とばかりに手まで出てしまった。

　必要以上に距離をつめる秘書にモヤモヤが募つのる。彼氏がいるのに、他の男性に体を寄せる理由が私にはさっぱりわからない。それも相手は社長だ。私だったら、パーソナルスペースにそこまでは入り込めない。彼女には配慮する心がないのか。やきもきとした気持ちが胸いっぱいに広がる。

　悶々としながら観察を続けていると、着信が入ったのか社長がデスク上の電話の受話器を取った。その直後、社長が不意にこちらへ顔を向ける。

　――ひゃあ！　大変！

　とっさにしゃがみ込んで身を隠す。息をひそめると全身が張りつめる感じがした。今一瞬、双眼鏡の中で社長と目が合ったような気がする。トクトクと音を立てる鼓動。

　とはいえ、社長は遠く離れたこちらが鮮明に見えるわけもない。その上この変装だ。私に気づいたわけじゃない。ただ単に、空模様でも見ようと視線を向けただけに決まっている。自分に都合のいい安心材料を見つけ、心臓に元のペースを取り戻させる。

　そっと立ち上がり、もう一度双眼鏡を構えた。ところが、目指す部屋がどこにも見当たらない。角度を変えて動かしてみても、社長の姿を見つけられなかった。

　迷子になるレンズ越しの私の目。それを外して直接見ると、なんと社長室にはブラインドが下ろされていた。

「嘘……なんで……？」

　わざわざ下ろす必要なんてないのに。まるで、ふたりがこっそりなにかやましいことでもしているみたいだ。疑念が浮かぶ。

　本当は親密な仲なのかもしれない。私の前では彼女に対して鬱うっ陶とうしい素振りをして、本音は違うのかも。したくもない想像が、私の心臓を締めつける。

　――ううん、社長に限ってそんなことはない。でも、それじゃどうして。

　否定と肯定がないまぜだ。

　……来なければよかった。余計な詮せん索さくなんかするんじゃなかった。

　疑念の次に私を襲ったのは、強烈な後悔だった。知らなくてもいいことをわざわざ自分から探しに出ることはなかったのに。足が震えて立っていられなくなり、近くにあったベンチに座り込んだ。

　私はなんてバカなんだろう。これ以上俯けないほど項垂れた。気持ちがすっかり落ち込み、絶望的な吐息を漏らしてしばらく経った時だった。

「こんなところでなにしてんだよ」

　聞き覚えのある声が上から振ってきた。ハッとして見上げる。一気に息を吸い込み、そこで止めた。私の前に立っていたのは、社長だったのだ。

「……どうして？」

　止めていた息を吐き出すのと同時に言葉が漏れた。向かいのビルと社長の間に何度も視線を行き来させる。社長は私の両腕を掴み、軽々と私を引き上げて立たせた。

　いつの間にここへ？　どうしてこんなところへ？

　疑問しか浮かんでこない。目を見開いたまま固まっていると、社長は鼻を鳴らして笑った。

「それで変装しているつもりか」

「これはその……」

　帽子とサングラスを慌てて外す。

「ったく、なにを心配しているのか知らんが、隠れてコソコソ探ったりするな」

　目尻をほんの少し吊り上げ、コツンと私の頭を弾く。

「……秘書がどんな人なのか気になって……」

「奈知が気にする必要がどこにあるんだよ」

「あります！」

　思わず力こぶを握って反論する。

「麻里ちゃんの言っていたとおり本当にキレイな人だったし、私より若いし、社長にぴったり寄り添っていたし……」

　最初こそ強気で言い放った言葉は徐々に小さくなり、最後には力なく消え入るほどだった。さっきのシーンを思い返して胸が痛んだせいだ。

「俺のことを見くびるな」

　いつになく厳しい口調にビクンと肩先が揺れる。おそるおそる社長を見上げると、彼は予想どおりの険しい顔をしていた。なにを言われるのかと体を硬くする。

「俺が奈知を泣かせるようなことをすると思っているのか」

「そうだとは思っていないですけど……」

　社長が大きく息を吐く。完全に呆れている時に、よくする仕草だ。

「それならどうして」

　社長がさらに突っ込む。

「そんなの……」

　簡単なことなのに。

　言葉に出せずに唇をギュッと噛み締める。胸の奥深くにしまい込んでいた想いが、じわりじわりと膨らんでいくのを感じた。

「奈知？」

　社長は俯く私の顔を覗き込んだ。不信感を滲ませた彼の目を見て、それが一気に爆発する。

「――ただのヤキモチです！」

　ひと思いに言ってしまった。しかも、自分でも驚くほどの大きな声で。

　社長は目を瞬かせてポカンとした。

　大好きでたまらない人のそばに、仕事上とはいえ私よりずっとキレイな女性が離れずにいると知ったら、いてもたってもいられなくなる。それが普通じゃないの？　それとも、それは私の心が狭いだけなの？

　社長は自分の顔を手で撫で上げると、はにかんだような表情を浮かべた。

「やばい。嬉しいかも」

　顎に手を当て、建ち並ぶ遠くのビルのほうへ視線を投げる。そして、しばらくそうしたあと、今さっき見たはずの表情が幻だったかのように、いつもの自信に満ち溢れた様子に戻った。小さい子供でもあやすように私の頭にポンポンと手をのせる。

「奈知の気持ちはわかった。ただ、それはいらない心配だ。俺は奈知以外の女をどうこうしようとは思わない」

　きっぱりと宣言されて胸が高鳴る。

「……本当ですか？」

　帽子とサングラスごと両手を握り締めて社長を見上げた。

「今朝も改めて感じたよ。俺は、ひたむきで純粋な奈知が本当に好きだって」

　優しく見つめ返されて、嬉しさに言葉も出ない。

「社長……」

　やっと出た言葉に、彼の表情が豹変する。目に鋭い力が入ったものだから、浮足立っていた心に緊張が走る。

「何度も言わせてもらうが、俺の名前は社長じゃない。いい加減に名前で呼べ。いいか、これは夫である俺からの厳命だ」

「そんな……」

「別に難しい注文じゃないだろう？」

　社長が当惑したように眉をひそめる。

　私にとってはかなりの難易度だ。たとえばそれは、今すぐこの場で宙返りをしてみせるくらいだといっても過言ではない。

　いくら私が困った顔をしてみても、今日ばかりは社長も引き下がるつもりがないらしい。射るような鋭い視線で私をじっと見据えていた。

「ほら、言ってみろ」

　今なら、猛獣に睨まれた草食動物の気持ちが痛いほどにわかる。ここで逆らえば、喉元を噛み切られることと同等のことが待っているかもしれない。大袈裟かもしれないけれど、そのくらい緊迫した状況に思えた。

　社長の目が「ほらほら」と急かす。

　もう逃げ道はない。こうなったら破れかぶれだ。決意を奮い立たせた。

「……純、さん」

　小さく、小さく口に出してみる。さすがに呼び捨てにはできないので、さん付けだ。

「もう一回」

「純さん」

「よし。これからは必ずそう呼べ」

　社長が満足したように大きくうなずく。私の髪をくしゃくしゃと撫でた。これでは犬の調教みたいだ。

「でも、どうして私がここにいることがわかったんですか？」

　最初に感じた疑問を思い出した。社長室にいながらにして道路を隔てたこんな場所に私がいようとは、さすがの純さんだって察知できないだろうに。

「専務だ」

「……三木専務ですか？」

「奈知がここにいると内線電話をよこした」

　あの電話は、三木専務からの連絡だったのか。純さんが突然こちらを見たのは、彼女からの通報があったからみたいだ。確かに、この場所を教えてくれたのは三木専務に間違いない。

「でも三木専務、よく私に気づいたな……」

　ひとり言のようにつぶやく。

「たまたま窓の外でも覗いたんだろ。そこに明らかな不審者を発見したわけだ」

　私の姿を確認した時のことでも思い出したのか、純さんの口角がニッと上がる。

「こっそり見てたのに……」

「あれで？」

　ボソッと放ったひと言に純さんがちゃちゃを入れる。

「丸見えだったし、かなり目立ってたぞ。妙な変装がかえって仇あだになったな」

　言われっぱなしでも反論できない。今になって思い返せば、窓にへばりつくようにして覗き見していたからだ。妙な変装というのもうなずけてしまう。目深に被った帽子にサングラスでは、怪しさをアピールしているのも同じ。私に探偵は無理だろう。

「ほら、見てみろ」

　純さんの人差し指を辿って目線を動かす。それは社長室の方角を指していた。ブラインドが下ろされた社長室の隣。あそこは専務室だ。窓に人影が見える。首から提げた双眼鏡で見てみると、それは三木専務で、こちらに向かって大きく手を振っていた。

　とっさに純さんのうしろに身を隠す。そうしたところで、既にさらされてしまったあとでは遅いのに。いたずらが見つかった子供の気分だった。

「なに隠れてるんだよ」

　純さんが笑いながら私の手を引っ張る。おずおずとその隣に並んだ。手を振り返すほどフランクな関係ではないので、頭を下げるしかなかった。情けないやら恥ずかしいやらだ。

　その時私のスマホがバッグの中で鳴りだした。取り出してみれば、それは三木専務からの着信だった。純さんに「三木専務からです」と伝えてから応答をタッチする。

「……もしもし」

《奈知さん、来ると思ったのよ》

　私たちが結婚してから、専務は私のことを〝奈知さん〟と呼ぶようになっていた。決まりが悪くてボソボソとした声で応答した私とは対照的に、三木専務はそれを弾き飛ばすほどの明るい声だった。

《奈知さんが覗き見していることを社長にバラしたりしてごめんね。でも、ひとりで悩んでいるより、社長からきちんと聞いたほうがいいと思ったから》

「お騒がせしてすみません……」

《いいのいいの。もうわかったとは思うけど、本当に心配しなくて大丈夫よ。社長、奈知さんにベタ惚れだから》

　思わず純さんの顔を見る。すると彼は、「なんだ」と訝いぶかしげな表情で私を見下ろした。

《だってね、おかしいの》

　内容を話す前から三木専務がクスクスと笑いだす。

《あの社長が、洋二に嫉妬しているんだから》

　思いもしない情報だった。純さんが加藤くんに嫉妬だなんて。

《この前うちに来てくれた時に、洋二と奈知さんが言い合いをしているのが仲よく見えたんでしょうね。イライラしながらビールをあおって》

　言い合いというよりは、いつものごとく私が加藤くんにチクチクと責められていたといったほうが正しい。からかわれていただけだ。

《だから、奈知さんは秘書のことは気にすることないのよ。それに彼女、もうすぐ結婚するらしいから》

「そうなんですね」

　予想外の情報を三木専務がふたつももたらしてくれた。結婚間近なら幸せの真っ只中だ。

　専務との電話を切ると、純さんは「なにをニヤニヤしてるんだよ」と当惑の眉をひそめていた。

「加藤くんとはなんでもないですよ」

「……は？」

「純さんがヤキモチなんて」

　頬の緩みが止まらない。心もポカポカだ。

「はぁ!?　――三木のやつ、余計なこと吹き込んだな」

　純さんの眉間に深い皺が刻まれる。握り拳を作り、三木専務のいるビルを振り仰ぐ。不愉快極まりないといった様子に見えた。

「俺は別に妬やいてなんかいないぞ」

　私の耳には、もうそれが〝妬いている〟としか聞こえない。嬉しくてたまらず、純さんに抱きついた。

「おい、信じてないだろ」

「はい」

　クスクス笑いながら見上げると、純さんの耳が赤くなっていることに気づいた。

「これで引き分けですね」

「なんの勝負だ」

　彼はフンと鳴らした鼻をこすると、私に不意打ちのキスを落とした。人が少ないとはいえ、向かいのビルから専務が見ているかもしれないと思ったのは最初のうちだけ。すぐに彼以外のことは頭から飛んでいってしまった。本当に大好きでたまらない。

「送っていってやりたいところだが、このあと会議があるんだ」

　ひとしきり口づけを交わしたあと、純さんが私を引きはがす。

「大丈夫です。ひとりで帰れます」

　もともとそのつもりでここへ来たのだから。純さんの手を煩わせるつもりはない。

「悪いな。午後一時ごろ、久万さんがマンションへ行くことになっている」

　純さんは腕時計を確認しながら、「間に合うな」とつぶやいた。

「久万さんがですか？」

「ああ。それまでに荷物を準備して、久万さんの別荘に先に行っててくれ」

「え？　久万さんの別荘に？」

　突然の話に頭が混乱する。そんな話は今までいっさい出てこなかったからだ。

「ついさっき久万さんから、ぜひにと招待された」

「随分と急ですね」

　今朝、福子さんのパン屋さんへ行った時にはなにも言われなかったのに。久万さん夫婦の間でも急きょ持ち上がった話なのか。自由人のふたりらしいといえば、そうだ。

　そういえば以前、福子さんから泊まりがけで遊びにきてと誘われたまま、まだ一度も行っていなかったことを思い出した。

「純さんは？」

「仕事を済ませてから追いかける」

　なんとなく不安が顔に出てしまったのか、純さんが優しい目で私に笑いかける。

「心配するな。夜までには着くようにするから」

　少しだけ乱暴に私の頭を撫でた。




　定刻どおりに迎えに来てくれた久万さんは、私から大きなバッグを受け取り、お馴染みの四駆に乗せてくれた。助手席には福子さんもいて、「急に誘ったりしてごめんね」と眉尻を下げる。

「この人、いつも突然だから」

　久万さんを指して、今度は目を細めた。

「そうかぁ？　サプライズってことで許してくれよ、なぁ、なっちゃん」

「はい、お誘いありがとうございます」

　ガハハと豪快に笑う久万さんに頭を下げた。

　車内は変わらず女性アイドルグループの歌が大音量で流され、久万さんはあの時同様にたまに振り付けを交えながら熱唱していた。驚いたのが、福子さんもたまに一緒に踊っているところだ。

　本当に仲のいい夫婦で羨ましい。私たちもそんなふうになれたら……。ふたりを後部座席から眺めながら思った。




「なっちゃん、悪いんだけど……」

　久万さんが言いづらそうに頭を掻き掻きしながら、別荘のソファでのんびりとお茶をすすっている私の元へやってきた。

　夕食までには来るだろうと思っていた純さんは、未いまだ来ず。スマホからは《只今電話に出ることができません》というメッセージが流れるばかりだった。運転中なのか、はたまた仕事がまだ終わっていないのか。福子さんが作ってくれたおいしい夕飯は、三人で先に済ませるしかなかった。

「ちょっと急用ができちゃったんだよ」

　そう言って謝る久万さんの隣に、福子さんはエプロンで手を拭きながら立った。

「……そうなんですか」

「ごめんね、なっちゃん。すぐに自宅に戻らなきゃいけなくなったの」

　申し訳なさそうにふたり揃って私に謝る。すぐにでもここを出なくてはならないみたいだ。それならば私も帰り支度をしよう。腰を浮かせると、福子さんが私を制した。

「なっちゃんはここに泊まっていって」

「え、でも……」

　主の久万さん夫婦が帰るのに、招待してもらった私が残るのはどうなんだろう。純さんだってまだ到着していない。

「いいんだよ。純ちゃんはもう間もなく着くだろうから、ここで待ってあげてくれないか」

「そうして、なっちゃん」

　ふたりからそこまで言われて、断れる私ではない。ここへ向かっている純さんも、そのままＵターンではかわいそうだろう。少し考えたあとに、「では、そうさせていただきます」と答えた。




　ふたりがいなくなった別荘は、途端に静かになってしまった。久万さんが賑やかな人だから、その反動もあるのかもしれない。

　隣近所のいない山の中。窓の外は真っ暗闇だ。静けさから抜け出したくて、見るつもりのないリビングのテレビの音量を上げて、福子さんが入れてくれたお風呂に浸かった。ゆっくり入っていれば、純さんはその間に来るだろう。そう期待したものの、現れる気配は一向にない。純さんから電話が入ったらすぐに出られるようにと脱衣所に置いたスマホは、結局は私がお風呂から出るまで用なしだった。

　ソファでぼんやりとテレビを眺めているうちに、眠気がやってくる。純さんが来るまでは起きていようと懸命に目を開けるものの、睡魔はそれをものともせずに猛もう攻こうを仕掛けてきた。どんどん重くなる瞼。少し目を瞑るだけと閉じたが最後、私はそのまま吸い込まれるようにして眠りにさらわれてしまった。




　体が揺さぶられるような感覚を覚え、徐々に意識が戻っていく。それは遠くで聞こえていた音が次第に近くなるような感じだった。

　すぐそばには心地のいい温もり。大好きな香りに包まれていることにも気づいた。その嗅覚が一気に私を目覚めさせる。

「……純さん」

　目を開けると同時に背中に柔らかい感触を覚えた。ベッドに下ろされたのだ。

「ごめん、遅くなった」

「よかった……。どうしたのかと思っちゃいました」

　ベッドの上でゆっくりと体を起こすと、純さんはベッドに腰を下ろした。薄暗い中、彼の手が私の頬に触れる。

「途中で事故渋滞に巻き込まれたんだ」

「そうだったんですね」

　でも、純さんが事故に巻き込まれたわけじゃなくてよかった。

「久万さんと福子さんなんですが」

「知ってる」

　間髪を容れずに純さんが返す。

　久万さんから連絡が入ったのかな。私では通じなかったのに、久万さんからの電話は通じるなんて、電波のちょっとした意地悪だ。

「たぶん、最初からそのつもりで俺たちをここへ招待したんだろう」

　それじゃ、ふたりが途中で帰るのは初めから仕組まれていたことだったということ？　いったいどうしてそんなことをしたんだろう。

「きっと、あれだろう」

　そう言いながら、純さんは天井を指差した。顎を持ち上げると、その先には二メートル四方の天窓、通常のものよりも大きいと思われるものがあった。ただ、そこを指されてもなんのことだかわからない。

「どういうことですか？」

　天窓を見上げたままの純さんを見る。すると彼は「ちょっと見てて」ともう一度、上を指した。それに従うこと数十秒。私の視界を小さな光が横切った。

「あっ……」

　思わず声を上げる。

「今の、流れ星ですよね？」

　純さんの腕を掴んで揺すると、彼はふっと口元を緩めた。

「まだ流れるぞ」

　その言葉のとおり、私たちが見ているほんのひとときの間に、天窓の向こうで星が次々に光の矢を放っていく。流れ星だけじゃない。都会から離れたおかげで、空には見たこともないほど無数の星がまたたいているのだ。

「キレイ……」

　自然と言葉が漏れる。

「うしかい座流星群だ」

　そういえば、数日前からテレビで〝見ごろはいついつだ〟と何度となくキャスターが言っていたことを思い出した。梅雨の時期だけに、どうせ見られないだろうとすっかり忘れていた。

「久万さんたちは、俺たちにこれを見せたかったんだろう。しかも、気を利かせてふたりきりで」

「そうなんですね……」

　なんて素敵なサプライズだろう。満天の星空を見るのは初めての上、これほどの流星群を観測するのも初めてだ。ふたりの粋な計はからいに心が弾んだ。

「奈知」

　呼ばれて純さんに顔を向けると同時に、唇が塞がれた。触れては離れを繰り返し、彼の両手が私の頬を包み込む。少し性せい急きゅうに感じるキスは、すぐに深くなった。

　彼の腕が私の背中を支えつつ、ゆっくりと体を倒される。片方の肘を突く体勢で私を見下ろした純さんの眼差しは、いつになく熱っぽく感じた。

「今朝、寸止めされてからずっと、奈知のことを抱きたくてたまらなかった」

　かすれた声が私の気持ちをあおる。

「全部奈知のせいだ」

　それは言いがかりだ。でも、そう言われて悪い気は全然しない。それどころか胸が嬉しさでいっぱいになる。

　純さんは私の髪を愛おしそうに撫でながら、額にキスを落とした。そのまま移動して再び触れ合った唇は、放熱する間もなくどんどん熱くなっていく。自分でもコントロールが利かないほどに、気持ちが昂たかぶった。

　幾重もの光が放射状に流れる星空のように、止むことのないキスは私から理性を奪う。彼の背中に手を回し、無我夢中で求めた。


―ＥＮＤ―












あとがき




　このたびは、書籍二作目となる本作をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　今回の作品を書くにあたり、一番重きを置いたのはキャラ設定でした。おっとりとして、動きからしゃべり方から、なにごとにもスローペースの奈知。それに対して、ぶっきらぼうで口の悪い傲慢な速水。ふたりの対比を際立たせることを念頭に置き執筆いたしました。ところが、〝超〟が付くほどおっとりの奈知なだけに、時に作者である私自身でもイライラすることがありました。それだけに、連載中には読者の皆様に不愉快な思いをさせていないか不安になり、このまま書き進めていいものか悩んだりもしました。

　書籍版では、奈知のひたむきで一生懸命なところを引き出し、魅力を感じていただけるよう加筆しました。また、速水はさらにカッコよく。編集担当の増子さんからは「もっと甘いふたりを」というご指導もいただいたので、そのあたりもパワーアップしているかと思います。

　書き下ろし番外編は、そんなふたりの結婚生活となっております。相変わらずおっとりな奈知と、そんな彼女に実はメロメロな速水を描きました。合わせてお楽しみいただけたら嬉しいです。




　本作を書籍として無事に世に送り出せたのは、たくさんの方々のお力添えがあってこそです。改稿作業から数々の相談に乗ってくださった担当の増子様、私のつたない文章を編集してくださった編集協力の佐藤様、素敵なカバーを描いてくださった駒宮十様。皆様のおかげで、この本を完成させることができました。本当にありがとうございます。

　そして、読んでくださった皆様、いつも感謝の気持ちでいっぱいです。読者様の存在が執筆を続ける活力となっています。心からお礼申し上げます。

　このような素敵な機会を通して、またお目に掛かれることを祈りつつ……。本当にありがとうございました。
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